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「こっちの原げん稿こうは確かく認にんしたぞ。写植も貼はり終わった。あとはお前がやってるのでラストだ」

　そんな声に、オレはカッターを握にぎる手に力を込こめる。

「すいません！　もうちょっと待って下さい、あとここのトーンだけっ！」

「待ってるから焦あせるな。急ぐと失敗するぞ」

「わ、わかってます…っ」

　わかっているけど、気が焦っちゃうんだからしょうがない。それに、こんな状じよう況きようで急いだり焦ったりしないでいられる漫まん画が家かなんているわけないじゃないか！

　本来だったら、上がった原稿は一いつ旦たん編集部に持ち帰って、写植（漫画のセリフを印画紙に印刷したもの）を原稿に貼ったりと、作業をしてから印刷所に入稿をする。

　なのに、昨日の夜からこの仕事場では、担当編集者が徹てつ夜やで原稿作業を手伝いながら、写植まで貼っていってくれているのだ。おまけに印刷所では、きっと現場の人たちが朝一から待機して、オレの原稿の到とう着ちやくをいまかいまかと待っているはずだ。

　正にギリギリの締しめ切り。気が動転しないわけがない。

　っていうか……だからって、編集さんにまでベタ塗ぬりやらトーン貼りなんかまでやらせちゃったオレって、どうなんだろう……。

『艶つやベタ、トーン削けずりくらいまではできるぞ？　少年誌の漫画編集者を俺が何年やってると思ってるんだ。このくらいの修しゆ羅ら場ばたいしたことない』

　なんてことを平然と云いって、オレの担当編集者である不ふ破わ総そう一いち郎ろうさんは、言葉通り本業じゃないとは到とう底てい思えない器用さで、原稿を手伝ってくれた。（あれだけ艶ベタ、トーン削りができたら、その作業を本業にするプロのアシスタントとしても充じゆう分ぶんやっていけると思う…）

　もちろん、そんなこと普ふ通つうだったら編集さんにさせることじゃないって充分わかってる。だけど、どうしても人手が足りなくて、最後の最後は不破さんに手伝ってもらわないと、どうにもならないような状態になってしまったのだ…。

　この状態を『たいしたことない』なんて云い切れる不破さんは、いったいいままでどんな修羅場をくぐり抜ぬけて来たんだろう？　これ以上酷ひどい締め切り破りなんて、オレにはとてもじゃないけど想像がつかない。

　───いや、想像してどうする。オレは、神様に誓ちかって、絶対にもうこんな締め切り破りは二度としないんだからっ!!

「先生、手伝いましょうか？」

「大だい丈じよう夫ぶ…もう…ちょっと……」

　心配して声をかけてきてくれたアシスタントの日くさ下かさんに、泣きそうになりながら応こたえると、オレはようやく最後のページのトーンを貼り終えた。

「よし、終わったー！」

　安あん堵どのあまり、オレは思わず諸もろ手てを挙げて喜んでしまう。

　こんな切せつ羽ぱ詰つまった締め切りは久しぶり……それどころか、漫画家になってから初めての体験と云ってもいいかもしれない。

　オレ、都つ筑づき智とも久ひさはデビューして一年ちょっとの漫画家だ。

　幸運にも今は月刊の少年誌で、連れん載さいを一本持たせてもらっているけれど───実はまだ高校三年生のオレの本業は、学生。

　勉強も仕事も疎おろそかにできない立場のオレは、要領が悪いなりにもこの一年間、両立のため一生懸けん命めいがんばってきた。云われた締め切りを破ったことはなかったし、いっぱいいっぱいになりながらも、勉強だって必死にこなしていたと思う。

　なのに、とうとう今回やってしまったのだ…。

『───マジで落とすかも!?』

　そんな恐きよう怖ふに駆かられながらの原稿作業は、とてつもなく心臓に悪いものだった。

　原因も敗因もわかってる。全部オレが悪いこともわかってる。反省も充分にしてる。

　けどいまはとにかく、本当に終わってよかった……。

「はぁ……」

　急激に襲おそってきた睡すい魔まに負けて、オレはそのまま机に突つっ伏ぷしかける。すると、原稿を待ち侘わびていた不破さんに叱しつ咤たされた。

「こら！　倒たおれる前に原稿よこせ！」

「すっ、すいません！」

　そうだ、まだ気を抜いちゃいけなかったんだ！

　条件反射のようにして謝ると、オレは出来上がったばかりの最後の一枚を不破さんに差し出しながら、慌あわてて立ち上がる。

「これで全部だな。お疲つかれ様、じゃあ俺は入稿に行ってくる」

「よろしくお願いします」

　だけど慌あわただしく玄げん関かんを出て行こうとする不破さんの背中を見送りかけて、オレははっとなった。

「ヤバっ！」

　何のんびりしてるんだ。数少ないチャンスを逃のがしてどうするっ！

「どうしたんだ？」

　すると急いで玄関に向かうオレを、原稿を手伝ってくれていた従兄弟いとこの押おう領りよう司じ俊とし也やが、不思議そうな顔で見つめてきた。

「ごめんちょっと、わ、忘れ物届けてくるっ」

　何も手にしてなかったから、きっと噓うそだってバレバレだろうけど、いまはそんなこと気にかけてる余よ裕ゆうはない。

　オレはもつれそうになる足を必死に動かして、仕事場を飛び出した。

「不破さんっ」

　運よくエレベーターのところで不破さんに追いつき、慌てて呼びかけると、不安の混じった険しい表情で振ふり返られる。

「都筑？　どうした、ミスでもあったか？」

「違ちがいます！　その……し、下まで見送りに行こうかと思って…」

「この二日寝ねてないんだろう？　無理しなくていいから休んでろよ」

「でも……」

　気き遣づかってくれるのは嬉うれしいんだけど、オレが追いかけてきた理由をちょっとくらいわかって欲しい。二日寝てなくても、疲れていても、オレにとってはそんなことより大事なんだ。

　だけど、追い返されまいと必死になって長身の不破さんを見上げたオレは、その切れ長の目に疲ひ労ろうが色いろ濃こく出ていることに気がついた。

　───そうだった……。

　徹夜明けなのに、不破さんはこれから一人で印刷所まで行って、原稿を入稿しなくちゃいけないんだ。

　原稿が終わったからって、一人で浮うき足立ってみっともない。オレが遅おくれたせいで、不破さんの仕事はまだ終わってないっていうのに……。

　オレは気き恥はずかしさを誤ご魔ま化かすために、無理矢理苦笑いを浮かべた。

「そ、そうですよね、不破さんも急がなくちゃいけないんだし、やっぱりオレ───」

「……エレベーター来たぞ。乗らないのか？」

「え？　あ、は、はい」

　エレベーターに乗り込む不破さんを、ガマンして見送ろうと思っていたのに、腕うでを摑つかまれたオレは、何故なぜか一いつ緒しよにボックスの中へと入ってしまう。

　そして予想外のことによろめいたオレは、不破さんの体に寄りかかるような体勢になった。　>>>♥

「すっ、すいませんっ」

　未いまだ慣れない接せつ触しよくにドキドキして、慌てて体勢を直しながら不破さんを見上げると、さっきの厳しい表情から一転し、その顔には柔やわらかな笑えみが浮かべられていた。

「お疲れ。今回もよくがんばったな、智久」

「はい…っ」

　ふいに告げられたプライベートのときの呼び方に、オレは思わず顔が綻ほころんでしまう。

　編集者と漫画家という関係の他ほかにもう一つ、オレたちには『恋こい人びと同士』という周りにはひた隠かくしにしている関係があるのだ。

　───オレの恋が実ったのは、約一ヶ月前のこと。

『一年間、掲けい載さい雑誌のアンケート一位を取ることができたら、不破さんに告白するんだ』

　そう決意していたオレは、ようやく念願叶かなって、先月不破さんを仕事場に呼び出し、当たって砕くだけろな気持ちで告白した。

　だけど、緊きん張ちようのあまり口から出てきた『告白』は、『この原げん稿こうが欲しかったら、オレとつき合って下さい！』なんて『脅きよう迫はく』で。

　そのせいでいらない遠回りをたくさんしちゃったけど、色んなことを乗り越こえてようやく両想おもいになれたんだ。だから目下熱愛中───って、云いたいところなんだけど……。

「それにしても、こうしてまともに触ふれるのも一週間ぶりくらいか？」

「あ……」

　そうなのだ。普ふ段だんだって、不破さんは少年漫まん画が誌しの編集者として忙いそがしく働いているし、オレのほうも仕事も学校もあるしでプライベートの時間が合わず、つき合うようになったからといっても、もどかしい日々を送っているのが実情……。

　……その上、今回こんなにも時間が取れなかったのは、オレの自じ業ごう自得だったりする。

　オレが一学期の期末試験で赤点を取ってしまい、予定外にも補習と追試に時間を取られたせいで、あとに控ひかえていた原稿のスケジュールが遅れてしまったのが原因だった。

　ギリギリでも毎回試験は平均点をクリアしてたっていうのに、今回は試験前に一いち夜や漬づけと称しようして完かん徹てつをしてしまったのが悪かったんだと思う。寝不足で臨のぞんだ数学と英語の試験の最中、オレはうっかり眠ねむってしまい、ほとんど問題を解くことができなかったのだ。

　お陰かげで補習と追試があるわ、そのせいで原稿のスケジュールが遅れるわ、阿あ呆ほうだの間ま抜ぬけだの従兄弟の俊也にはバカにされるわ、不破さんに会えなくなるわで、散々な目に遭あうハメになったというわけ。

　プロットとネームは試験前にやっていたから良かったけど、漫画一本分の下絵から原稿を仕上げるまで、最終段階でアシスタントを入れたとしても、だいたい十日～二週間はかかるオレが、今回は一週間かけずに終わらせることができたなんて、まるで奇き跡せきみたいだよ…。

　とはいえ、割を食ったのは周囲の人たちだ。

　担当である不破さん、原稿を手伝ってくれたアシスタントの人たち、追試の面めん倒どうを見てくれた俊也、それから（会ったことはないけれど）印刷所の人たちとか、本当にたくさんの人たちに迷めい惑わくをかけることになってしまった。

　今回はお盆ぼん進行で──お盆に合わせて、印刷所やそのほかの業者が一いつ斉せいに休みを取るため前倒しになるこの時期のスケジュールのこと──いつも以上に急がなくちゃいけないってわかっていたのに。オレは何てバカなんだ……。

　申し訳なくて、何度謝っても謝り足りないくらいだ。その上、こんなに周りに迷惑をかけておいて、印刷に間に合わなかったらいったいオレはどうしたらいいんだろう。

「……あの、それで、間に合いそうですか？」

　そんな不安を思わず口にすると、コツンとおでこを小こ突づかれた。

「バカ、大だい丈じよう夫ぶだ。間に合わせてみせるって云いっただろう」

「す、すいません。よろしくお願いしますっ」

　不破さんが『大丈夫』と云ってくれると、何だか心強くなる。

　それだけで、重苦しかった気持ちが、少しだけ和やわらいでくれた。

「あ、そうだ。今回は、伊い川がわくんが来てくれて本当に助かりました」

「……まあ、今後は伊川を呼ばなくちゃならないような事態には、もうならないようにしろよ。先せん輩ぱいとしてこんなんでどうする？」

「ホントにこれからは気をつけます……」

　伊川は、伊川愁しゆうと云って不破さんが担当する新人漫画家だ。同じ高校三年生なんだけど、デビューが一年違うせいで、一応オレのほうが先輩ってことになっている。

　時期が悪かったのか、土ど壇たん場ばでプロのアシスタントが一人しか捕つかまらなくて、『今回は奥の手だ』と云って不破さんが伊川を連れてきてくれたんだけど、後輩にこんなギリギリの進行を見せるなんてやっぱりみっともないよな……。

「ま、それにしても、追試がクリアできてよかったよな」

「うっ！……も、もう、その話はいいじゃないですか……」

　さらりと告げられて、オレはさらに体を小さくする。

「次は試験中に居眠りなんかするなよ？」

「わかってます」

　補習を受けてから臨んだ追試で、何とか合格点を取ることができたからよかったけど、もし合格点を取れなかったら、夏休み中にも補習を受けなくちゃいけないという運命が、オレには待ち受けていたのだ。

　追試まで落としてたらと思うと、本当にぞっとする……。

「ほら、ぼーっとしてるなよ。俺は急がなくちゃいけないんだからな」

「す、すいません…っ」

　改めて反省していると、エレベーターがいつの間にか一階に到とう着ちやくしていた。

　急せかされたオレは、早足で駐ちゆう車しや場じように向かう不破さんを小走りで追いかける。すると、停とめてあった車の前で立ち止まった不破さんが、おもむろに振り返って云った。

「いつまでもすんだことを引きずってないで、次のことを考えろよ？　落ち込む時間はないんだからな」

「は……はい！」

　大きく頷うなずきながら、淀よどんだ気分を振り払はらう。

　不破さんの云う通り、いつまでも落ち込んでるばっかじゃどうしようもないよな。次からはこんな失態を犯おかさないようにしよう。オレは、そう心の中で気合いを入れる。

　───そうだ。

「あの、次の打ち合わせっていつですか？」

「次の打ち合わせ？　この入稿が終わらないとはっきりしないが、何も問題が起きなければ週明けには時間が取れると思うが…」

「じゃあ……」

　オレは不破さんの返事に、ぱっと表情を輝かがやかせてしまう。

「…ホント、わかりやすいな智久は。入稿が一段落したら連れん絡らくするからそう焦あせるな。打ち合わせの前に会いに来るよ」

「わ…っ」

　くっくっと笑いながらガシガシと頭を撫なでられて、オレは思わず声を上げた。

　打ち合わせのことが気になっているわけではなく、次に不破さんに会えるのがいつなのかが知りたかっただけというのが、しっかり見み抜ぬかれていたらしい。

　そんなにオレの顔って、考えてることが出てるのかな……。

　気恥ずかしさに俯うつむいていると、愛車の運転席に乗り込んだ不破さんが声をかけてきた。

「とりあえず今日は寝ねてろ。こんなに隈くま作ってたら、可愛かわいい顔が台なしだぞ？」

「か、かかか、可愛いって…!?」

　不破さんは狼狽うろたえるオレにもう一度笑うと、車のエンジンをかけた。

「携けい帯たいは近くに置いておけよ。何かあったら連絡するから」

「わかりました。じゃあ、気をつけて」

　あまり引き止めてるわけにもいかないから、オレは素す直なおに頷く。けれど、車の発進の邪じや魔まになるかと思い数歩下がろうとしたオレは、呼び止められて足を止めた。

「智久」

「はい？」

　見ると、不破さんは人指し指を手前にくいくいと動かし、顔を貸せというジェスチャーをしている。

　何だろう？

　大きな声では云えない話でもあるのだろうか？

　それとも、髪かみにトーンの切れ端はしがついてるとか？

　深く考えずに運転席の窓の辺りまで顔をよせたら、不意打ちに掠かすめるようにしてキスを奪うばわれた。

「不破さん!?」

　オレ、お風ふ呂ろ入ってないのにっ。

　それに、こんなところで誰だれか見てたらどうするんだよ！

「いまはその呼び方じゃないだろう？」

「あ、そっか、総一郎さん。───じゃなくてっ！　誰か見てたらどうすんですかっ」

「心配性しようだな、誰も見てないって。周りに人なんかいないだろ？　それに、こんな中ちゆう途と半はん端ぱな時間にマンションから駐車場を眺ながめてる酔すい狂きようなやつもいないって」

「……そうかもしれないですけど……」

　印刷所に朝七時までに原げん稿こうを届けなくてはいけないため、いまはまだ早朝六時前。登校や出勤の朝のざわめきもまだ鳴りを潜ひそめている。

　でも、誰がいつ通りかかるかわからないようなところでキスなんて、ちょっと大だい胆たんすぎるんじゃ……？

　ぐるぐると考え込んでいるうちに、車のエンジンがかかっていたらしい。不破さんは危ないから下がるように云うと、オレに向けて軽く手を上げた。

「それじゃあ、いってくる」

「あっ、いってらっしゃいっ」

　走り出した車の後ろ姿に向かって、オレは思わずそんな言葉を返してしまう。

　けれど、何か違ちがわないか？

『いってらっしゃい』じゃ、まるで……。

「わー！　何考えてんだ、オレ!!」

　自分の思いつきが恥はずかしくて、オレはカッと熱くなった頰ほおをバシバシと叩たたく。

　オレのバカ！　この場合は『よろしくお願いします』とかが正しいんだろうがっ!!

「はぁ…」

　きっと寝ね不ぶ足そくのせいで、オレの思考回路はおかしくなってるに違いない。

　アシスタントの人たちを早く帰して、後片づけして、さっさとやることやって寝ちゃおう。

　オレはくるりと踵きびすを返すと、いそいそとマンションのエントランスをくぐったのだった。










「ただいまー」

「おかえり。ずいぶんゆっくりな見送りだったな？」

　仕事場に戻もどって早々、出で迎むかえてくれた俊也に意味深なことを云われドキリとする。

　切れ長の目元に涼すずしげな顔立ちの俊也は、同い年で小さい頃ころから兄弟同然で育った従兄弟いとこだ。

　だけど似たような環かん境きようで育ったっていうのに、オレよりも頭がいいし、背も高いし、性格だって大人びてる。何をするにしても要領の悪いオレの面めん倒どうを見てくれる俊也には、昔から全然頭が上がらないのだ。

「ちょ、ちょっと次の打ち合わせのことを話してたんだよ」

「ふうん？」

　信じてないって顔だな……。

　不破さんへの気持ちもオレが白状する前から気づいていたらしく、告白した途と端たんすぐに俊也にはバレてしまっていた。そんな俊也には、いまオレが見送りに出ていった理由も、とっくに見抜かれているんだろう。

「ま、今回は大目に見てやるか。お前もがんばってたしな。いつもの差し入れ持ってきてあるぞ」

「やった！　オレ、お腹なか空すいてたんだよね」

　休きゆう憩けい用のテーブルを見ると、重箱に詰つめられた差し入れが載のっていた。

　これは俊也の母であるオレの伯母おばが、修しゆ羅ら場ば明けに合わせていつも作ってくれるゴハン。

　俊也の自宅はこの仕事場のあるマンションの最上階にあり、このマンションは俊也の家が経営しているものだ。その関係でこの部屋を仕事場として安く貸してもらったり、こうして差し入れを用意してもらったり、オレは俊也の家に凄すごくお世話になってるというわけ。ちなみに、料理がもの凄く上手うまい伯母さんからのこの差し入れは、オレにとって仕事中の楽しみのひとつだったりする。

「あっ、そうだ！」

　重箱に手を伸のばそうとしたオレは、大事なことを思い出した。

「あの、今回はごめんなさい…っ。オレが赤点なんか取ったばっかりに、こんな迷めい惑わくかけちゃって……」

　オレは姿勢を正し、手伝ってくれた人たちにがばっと頭を下げる。

　補習のせいで来てもらう日程をずらしてもらったり、徹てつ夜やで最後の仕上げを手伝ってもらったり、今回は本当に、あり得ないくらいの迷惑をかけまくってしまったのだ……。

「気にしてません。都筑先生のところは、全然マシなほうです」

「そ、そうなんですか？」

　伸ばしっぱなしの髪を後ろで縛しばり直しながらそう云いってくれたのは、毎回メインで手伝ってくれているアシスタントの日下佑たすくさんだった。

　朴ぼく訥とつとした喋しやべり方のせいで、初めの頃は嫌いや味みなのか本音なのかよくわからなかった。でも、日下さんはこれが地なんだよな。オレより五歳も年上で、無口な上に三白眼で目つきが悪いから、初対面のときはちょっと怖こわかったんだけど、中味は全然そんなことなくて、実は人情に厚い熱血派だったりする。

　日下さんは不破さんが紹しよう介かいしてくれた漫まん画が作業を手伝うことを本業にする、プロのアシスタント、いわゆる『プロアシ』で、オレなんか足元にも及およばないくらい絵が上手い。

　何でも、歳としの離はなれたお兄さんが青年誌の漫画家さんで、小さい頃から原稿を手伝わされてきたせいで、なんとなくプロアシになってしまったのだと云う。

　けど、お兄さんの下もとでは薄はつ給きゆうで扱こき使われてしまうので、それを避さけるためにこうしてオレのところや他ほかの先生のところに行って仕事をしているのだそうだ。

　デビュー当時、独学ばかりでちゃんとした漫画の技術なんかほとんど知らなかったオレに、色んなことを教えてくれたのは彼だった。

「伊川くんも来てくれてありがとう！　いきなり頼たのんじゃって、ごめんね」

「いえっ、俺なんかで、お役に立てたかどうか…」

　そして、彼が伊川愁くん。アシスタント経験はまだ数えるほどらしいけれど、手が速く、予想以上に戦力になってくれた。

「ううん、ほんっとに助かったよ！」

　そう告げると、伊川は眼鏡めがねの奥の大きなまん丸い目をしばらくぱちぱちとさせてから、はにかむように微笑ほほえんだ。オレと同い年って聞いたときには驚おどろいたけど、笑うと童顔な顔立ちがますます女の子めいて見える。

「俺、都筑さんのお手伝いができて嬉うれしかったです！　直接、都筑さんの原稿に触ふれられて感激でした!!」

「そ、そう」

「俺でよければ、いくらでも手伝いますから云って下さいね。とくに夏休みの間ならいつでも来れますからっ」

　キラキラした瞳ひとみを向けられて、オレは少しだけたじろいでしまう。

　打ち合わせのために訪おとずれた編集部で初めて不破さんに伊川を紹介されたときも、初対面で突とつ然ぜん『俺、先生の大ファンなんです！』なんて云ってくれたくらいだから、本当にオレの漫画を好きでいてくれてるんだとは思う。

　まぁ、そう云ってくれるのはありがたいし嬉しいとは思うけれど、慣れないオレは今回の修羅場で、何度そのテンションに引きそうになったかしれない……。

「…じゃあ、またヤバいときはお願いするかもしれないから、そのときはよろしくね」

「はい！」

「あと…俊也もごめん……色々と……」

　時間の足りなさに、無理矢理引っ張り込んでしまった俊也にも礼を云う。

　もちろん、担当である不破さんにも多大な迷惑をかけちゃったけど、一番割を食ったのは誰だれかと問われれば、俊也と答えるしかないだろう。アシスタントでも漫画家でも編集者でもないのに、今回は追試と修羅場両方で面倒をかけてしまった。

「別にいつものことだしな。でも、これ以上バカになったら僕も面倒見きれないぞ」

「肝きもに銘めいじておきます……」

　うう…やっぱり怖い……。

　でも、わざわざ期末試験の面倒を見てもらったのに赤点取って、余計に追試の面倒まで見させて、その上原げん稿こうの手伝いまでさせちゃったんだから、今回は全面的にオレが悪いよな……。

　オレは俊也の厳しい言葉に恐きよう縮しゆくし、改めてみんなに頭を下げる。

「みんな、本当にごめんなさい」

「もう謝らないでいいです。間に合ったのは、都筑先生ががんばったからですよ」

　しゅん、とするオレをフォローするかのようにして、日下さんが言葉をかけてくれた。

　やっぱり日下さんて、いい人だよなぁ……。

「そうですね。とはいえ、コイツにはまだまだ云いたいことはありますが、取りあえず辛しん気きくさい話はこのくらいにして、食事にしましょうか」

　俊也はそう云うと、テーブルに重箱を広げ始める。その様子を見て、ひとまずオレはキッチンにそそくさと逃にげ込んでしまうことにした。

「あっ、オレ、お茶淹いれてくるねっ」

「それなら俺も手伝います」

「ありがとう。じゃあ、そこの棚たなから湯ゆ吞のみを四つ出してくれる？」

　ついてきた伊川に指示を出しながら、オレはやかんを火にかける。

「あのう……ちょっと聞いてもいいですか？」

「うん？　何？」

　基本的に人が来るときにしか使わないキッチンには、必要最小限のものしかない。出しっぱなしにしていた急きゆう須すにお茶の葉を落としながら、オレは何気なく返事をした。

　だけど───。

「……都筑さんって、不破さんと『特別』仲がいいんですか？」

「はい!?」

　唐とう突とつな質問に、オレは思わず急須の周りにお茶の葉をぶちまけてしまった。

　いいいいったい、何を思ってそんなことを訊きいてくるんだ!?　つか『特別』って何？　つき合ってることがバレたのか？？

　あまりに脈みやく絡らくのない問いかけに、オレは目まぐるしく思考を巡めぐらす。

　ま、まさか、さっきの駐ちゆう車しや場じようでのキスを見られたとか……。ででででも、ここは五階だし、ベランダから見下ろしたって、そんなにはっきりとは見えないはず───だと思いたい。

「な、何でそんなこと訊くのかな…？　普ふ通つうの担当と漫画家と変わりないと思うけど」

「んー、不破さんって、他の漫画家さんより都筑さんのこと大事にしてるみたいだし。って、それは都筑さんが売れっ子だから当たり前ですよね」

「そ…そんなこと…」

「でも、都筑さんも不破さんと一いつ緒しよのときは何だか楽しそうだなーって」

　引き攣つった笑みを浮うかべ、しどろもどろに返答すると、無む邪じや気きな微笑みを返された。　>>>♥

　わっ……わからない……。

　伊川が何を考えてるのか、表情からはちっとも読み取れない。どうにかして誤ご魔ま化かさなくちゃ……といっても、伊川がどんなふうに思ってるのか、はっきりしてない以上、対処の方法に困ってしまう。

　でも、ここで『オレたち、どういうふうに見える？』なんてことを訊くのは、自ら墓ぼ穴けつを掘ほるようなものだし……。

「違ちがいますか？」

「そっ、そうかな？　えーっと、それは、その……」

　普通に『尊敬してるんだ』とか『ああいうふうな大人になりたいから』とか無難なことを云えばいいのに、上手うまく言葉が出てこない。だけど、あまり焦あせると不破さんに告白したときみたいに、オレの口がうっかり余計なことを云わないとも限らないし。

　オレは気持ちを落ち着けるために、ひとまず零こぼしたお茶の葉を集めてゴミ箱に捨て、新しいものを急須に入れ直した。

「ええと、仲よく見えるのって、慣れのせいじゃないかな。オレ、不破さんに担当してもらって一年以上経たつせいか、緊きん張ちようもあまりしなくなったし。伊川くんだって、いずれそうなるよ」

「……そういうものなんですか？」

「そうそう！　きっと、そうだよ！」

　笑いを張りつかせた顔で、必死にそう云い募つのる。

　告白したのがオレからだったとしても、つき合っていることがバレたら、担当作家（それも未成年）に手を出したことで責められるのはきっと大人である不破さんのほうだろう。きっと厄やつ介かい事ごとは全部、不破さんのほうに行ってしまうような気がする。

　それだけは避けたいから、絶対にオレたちの関係を他人に勘かんづかれるわけにはいかないんだ。

「おい、智久。お前の携けい帯たい鳴ってたぞ」

　心臓をバクバクさせながら伊川の追つい及きゆうに身構えていたら、ふいに居間から俊也に声をかけられた。

「えっ、ホント？」

　話が逸それたことに内心ほっとして、放ほうられた携帯を両手で受け取って見ると、云いわれた通り液えき晶しよう画面にはメールの着信を知らせるマークがあった。

『無事に印刷所に着いた。入稿は問題ないだろうから、打ち合わせも兼かねて夜にでもそっちに行く。夜は仕事場にいるのか？　　不破』

「……！」

　やった、今日の夜に会えるんだ！

　用件が打ち合わせだったとしても、一週間ぶり以上の二人きり。嬉しくないわけがない。

『お疲つかれ様です。夜は仕事場にいます。待ってます。　都筑』

　慌あわててメールの返信を打っていたオレは、そこではたと伊川が側そばにいたことを思い出し、思わずニヤけかけた表情を引きしめた。

　万が一こんなメールの内容を見られたら、伊川にどんな疑ぎ惑わくを持たれるかわからない。

「都筑さん？」

「あ、ごめんごめん。不破さんからだったよ。印刷所に間に合ったって」

　差し障さわりのない部分だけ、口で伝える。

「よかった。じゃあ、もう大だい丈じよう夫ぶですね」

　オレの説明で納なつ得とくしてくれたのかどうかはわからないけど、幸い伊川はあれ以上の追及はしてこなかった。

　まあ、いいや。今日のところは様子を見よう。対策は、伊川が何を考えているか見み極きわめてからだ。

「うん。本当に今回はみんなのお陰かげだよ。とりあえずお茶も入ったことだし、ご飯にしようよ」

　そう云ってお茶を淹れると、オレは笑え顔がおを張りつかせたまま、伊川を仕事場として使ってるリビングへと追い立てたのだった。










「よし！　準備万ばん端たん！」

　お風ふ呂ろにも入り直したし、歯も磨みがいた。あとは不破さんを待つだけだ。

「メールには夜来るって書いてあったけど、何時くらいに来るんだろう？」

　もう少しで、時計は夜の十時を指そうとしている。

　毎日終電ギリギリまで仕事をしてるらしいけど、今日は本当にギリギリの最終校こう了りよう日び──全すべての入稿作業を終えなきゃならない日のこと──だって云ってたから、きっと普ふ段だん以上にバタバタしているんだろう。仕事が落ち着いたとしても、深夜になるんじゃ……？

「ふわぁ……」

　嚙かみ殺す暇ひまもなく、大きな欠伸あくびが出てしまう。

　充じゆう分ぶん寝ねたつもりでいたんだけど、やっぱまだ寝足りないのかも…。

　今朝は俊也が持ってきてくれた差し入れをみんなで食べたあと、へとへとになりながらもそれぞれが家路に就ついた。

　オレも片づけをしてから昼前に一いつ旦たん自宅に帰り、お風呂に入ったとこまでは覚えているけど、さすがに疲れ果てていたのか、そこから先の記き憶おくがない。母さんに夕飯だと起こされるまでの六時間くらい、死んだように眠ねむっていたようだ。

　それから目ま蓋ぶたが落っこちそうな状態で夕飯をすませて、夜に来ると云ってくれた不破さんを待つために、母さんには『仕事が残ってるから』と云って仕事場に戻もどってきたんだけど。

「うー…眠い……」

　目が覚めたと思ったのは、一時のことだったみたいだ。ごしごしと目を擦こすって眠気を追い払はらおうとしているのに、重くなった目蓋はなかなか云うことを聞いてくれない。

「……ちょっとだけ、横になってようかな」

　不破さんが来る前に、目を覚ませば問題ないわけだし。

　オレは念のためにと目覚まし時計をセットすると、自分の部屋の仮か眠みん用ベッドにぱたりと倒たおれ込む。

「気持ちいい……」

　そうして昼に干した布ふ団とんの感かん触しよくにうっとりしているうちに、睡すい魔まはあっという間にオレの意識を夢の中へと引き摺ずり込んだのだった。

　───それから、どのくらい経たった頃ころだろうか。

（………ひさ…）

　え？

（……智久、眠ってるのか？）

　心地ここちよい微睡まどろみの中、不破さんの声がどこかから聞こえてきたような気がした。

　不破さん、もう来たんだ……。

　早く起きなくちゃと思うのに、眠りの淵ふちから抜ぬけ出せない。

（眠いなら、寝てていいから……）

　寝ててもいいの…？　でも、打ち合わせはどうするんだろう？

　そんな心配をしつつも、さらさらと髪かみを梳すく感触が気持ちよすぎて、オレは目蓋を上げる気にどうしてもなれない。

　もしかして、これは夢なんだろうか？

　いつもの不破さんなら、仕事を先に片づけさせるだろうし、ここしばらくは慌ただしくてこんなふうに甘やかしてくれることもなかった。

　早く不破さんに来て欲しいと思ってたから、こんな夢を見てるのかもしれない。

（……智久…？）

　ふいに指が離はなれたかと思うと、しばらくして指は頰ほおを滑すべり、喉のど元もとをくすぐるように撫なでてくる。こそばゆさに首を竦すくめると、今度は体の上を辿たどられた。

　胸を通り、脇わき腹ばらを撫で下ろしたあと、その硬かたい感触はパジャマの下に潜もぐり込んでくる。

　……ん？

　この指の動き、って……？

　直じかに触さわられる感触に反応し、体温がじわじわと上じよう昇しようする。それと同時に、焦りに似た感覚がオレの中に込こみ上げてきた。

　ゆっくりとオレの脇腹を撫でると、指先がパジャマのズボンの中に少しだけ入り込み、下腹を軽く押す。ざわりと皮ひ膚ふが粟あわ立だった。

　これって……、これって……。

「……智久……」

「……ッ！」

　やっぱり、夢じゃない！

　囁ささやきとともにこめかみに降りてきた唇くちびるの温かな感触に、オレはぱちりと目を開けた。

「ふ、不破さん…っ!?」

「何だ、もう起きたのか。いたずらしても目ぇ覚まさないから、どこまでできるかやってみようと思ってたんだけどな」

　ニヤリと笑って云われた言葉に、オレは目をぱちぱちさせる。

「いったい…いつ来たんですか…？」

「一時間くらい前か？　明かりはついてるのにインターホン鳴らしても出てこないから、悪いとは思ったけどもらった合あい鍵かぎで勝手に上がらせてもらったよ」

　時計を見ると、もう十二時を回っている。

　全っ然、気がつかなかった……。

　もしかしてオレ、目覚ましが鳴ったのにも気づかないくらい熟じゆく睡すいしてたのか？

「起こしてくれたらよかったじゃないですか！」

「だから、こうやって刺し激げきしてやってたんだろう？」

「さっきはいたずらって云いってました！」

「そうだったか？　どちらにしろ、目は覚めたんだから問題はないな」

　不破さんはくすくすと笑いながら、またオレの体を弄いじり始めようとする。けれど、納得がいかないオレは不破さんの手を押さえつけた。

「そ、それに、寝てていいとか云ってませんでしたか？」

「それは風呂借りてた間だ。お前、寝ねぼけて記憶がごっちゃになってるだろ」

「？？？」

　どういうことだろう？

「だから、ここに来たらお前が寝てたから、さすがに疲つかれてるだろうし今日は帰るって云ったんだよ。そうしたら『お風呂でたら起こして』って、お前が云ったんじゃないか」

「オレが…？」

「やっぱり寝ぼけてたな。一いつ瞬しゆん起きて喋しやべったかと思ったら、髪梳いた途と端たんまたスーッと寝るから変だと思ったんだよ」

　確かに髪を梳いてもらってから不破さんの指がオレの体を辿り始めるまで、ちょっと時間があったようには思うけど。喋ったことも、起きたことも全部、全く覚えてないってことは……。つまり、不破さんの云う通りオレが寝ぼけてたってことなのか？

「かわいそうかとは思ったが『起こして』って云われたしな。仕方ないから優やさしく起こしてやってたのに、起きる気配もないから、好きにしてもいいのかと」

「好きにって……どうしてそうなるんですかっ!?　オレはただ眠かっただけです！　不破さんだって寝てないのに…っ」

　不破さんも夜はオレの原げん稿こうの手伝いで、この二日まともに眠っていない。昼間だって仕事をしていたはずだから、オレよりも睡眠時間は短いはず。

　なのに、何でこんなに元気なわけ？

　じぃっと上目遣づかいで訴うつたえるように見つめていると、ふっと不破さんの表情が弛ゆるんだ。

「俺は徹てつ夜や慣れしてるから大だい丈じよう夫ぶなんだよ。まぁ、今回はさすがに智久もバテたか。徹夜で作業なんて初めてだったもんな？　本当にあんな状じよう況きようでよくやったと思うよ」

「不破さん……」

　ふいに労いたわるような言葉をかけられて、オレはジン…と胸が熱くなった。

　不破さんはオレをからかったり苛いじめてきたりもするけれど、こうしてがんばったとことか努力したとこはちゃんと認めて誉ほめてくれる。

　だから挫くじけそうになっても、不破さんのことを思い出すと、もっとがんばれるような気がしてくるんだよな。ここでがんばったら不破さんが認めてくれるかもしれない、って思っちゃうんだ。

「入稿前に読み直してみたけど、面おも白しろかったぞ」

「ホントですか!?」

「ああ。危機感が原稿に乗り移ってるみたいで、緊きん迫ぱく感かんもあったし？」

「もう、そのことは何度も謝ってるじゃないですかっ」

　せっかく感動してるのに、すぐにそういうことを云うんだからなぁ……。

「誉めてるじゃないか」

「それ誉めてるって云いません！」

　むくれて云い返すと、不破さんは楽しそうに笑った。こうなるともう完全に、誉めているっていうより、オレをからかって遊んでるとしか思えない。

「けど、最近絵も上手うまくなってるし、どんどん成長してると思うぞ。漫まん画がとしてのレベルも上がってる」

「……え？」

「自分では気づかないものかもしれないな。今度、コミックスの一巻と比べてみろよ。コマ割りも場面の見せ方もだが、線がどんどん綺き麗れいになってるのがわかるぞ？」

「そ、そうかな…」

　描かき慣れたぶん去年よりは野や暮ぼったさが抜けてきたかなと思ってたけれど、不破さんにこうして誉めてもらうと、本当に上達できてるような気がしてくる。

「───さて、と」

「？」

「続きをさせてもらうかな」

「続き…？　えええっ、あ、あのっ、打ち合わせはどうするんですか!?」

　オレは視線を泳がせながら、慌あわてて本来の目的であるはずの予定について訊たずねてみた。

「あと回しに決まってるだろう。俺には睡すい眠みん欲より先に満たしたいものがあるんだ」

「は？」

　睡眠欲より先に満たしたいものって……。

　その答えにすぐに思い当たってしまい、オレはカァッと顔が熱くなる。

　よくよく見れば、不破さんは上半身に何も着ていなかった。

　見つめてくる目を見ていてもドキドキするし、だからと云って逸そらすと綺麗に筋肉が張った胸が視界に入ってきて、どうにも落ち着かない。

「で、でも……また今回みたいにスケジュールがずれ込まないとは限らないし、やるべきことを先にやっておいたほうがいいんじゃ……」

　本題を思い出してもらうため、オレは必死になって言葉を紡つむぐ。

　だって、校こう了りよう直後で疲れている不破さんを無理に打ち合わせだなんて云って来させてしまった身としては、来てすぐこういう状況ってのはやっぱりちょっと心苦しい。それに一応、本題をすましてからのほうが、ゆっくり時間も取れると思うんだけど…。

「あのな。一週間以上もお預け食わせておいて、まだガマンさせる気か？」

「けど、先に仕事終わらせちゃったほうが…」

「いいだろ、終わったばかりなんだからさ。……いい加減、俺だってもう限界だってことくらいわかってくれ」

「え？　え？」

　詰なじるような文句に狼狽うろたえてしまう。

「…ったく、相変わらず色気がないな。こういうときは雰ふん囲い気き作るもんだろうが」

　苦く笑しよう混じりにそう云われ、しゅんとなった。

　前もそんなことを注意された気がする。エッチもキスもそれなりにしてるっていうのに、オレって全然成長してないかも……。

「ご、ごめんなさい」

「謝るくらいなら、そろそろ名前で呼んでくれてもいいんじゃないか…？」

　そうだった。不破さんはさっきから『智久』って呼んでくれてるのに、オレのバカ。

　プライベートと仕事の境界線を越こえるタイミングが摑つかめなくて、いっつも不破さんに注意されるんだよなオレ……。

「そ、総一郎さん……あ…っ」

　未いまだに呼び慣れない下の名前を口にするだけで、気き恥はずかしさに頰ほおが火ほ照てる。首筋に顔を埋うずめた不破さんの濡ぬれた髪かみからは、シャンプーの香かおりの混ざった体たい臭しゆうが香ってきた。

　……不破さんの感かん触しよくだ。

　そう実感すると、胸がきゅっと締しめつけられる。

　おずおずとオレが不破さんの頭を抱だきしめると、耳の後ろやうなじに唇くちびるを押し当てられ、皮ひ膚ふがぞくりとざわめいた。

「……ん……っ」

　会えないことも辛つらいけれど、同じ空間にいるのに日下さんや伊川の手前、何でもないふりをしなくちゃいけないのも辛かった。

　バレるわけにはいかないから、仕方ないのはわかってるけど、そうしているうちに心まで離はなれてしまうんじゃないかって不安になったりもした。

　そのせいか、いまはこうして触ふれる体温にさえ、オレはほっとしてしまう。

「何、安心しきってるんだ？　今日は余よ裕ゆうじゃないか、智久」

「そ、そういうわけじゃ…」

　不破さんの指し摘てきに、オレは普ふ段だんよりも体から力が抜ぬけていることに気づく。

　いつもは、硬かたくなっている体を不破さんになだめすかされて、ようやく緊張が解けていくんだけど…。

「もう今までみたいに、手加減しないでいいってことか？」

「ええ!?　あれで!?」

　信じられない。あれで手加減してたなんて……。

　色事に関して全く初心者のオレに、色んなことを教えてくれたのは不破さんだった。

　とは云いっても、教えてもらう事こと柄がらはどれもこれも刺し激げきが強くて、オレはいつだって最後のほうにはわけがわからなくなってしまうのだ。

「優しかっただろう？　でも、智久にも余裕ができてきたみたいだし、そろそろ加減なしでつき合ってもらおうか」

　しゃあしゃあと嘯うそぶいてキスしてこようとする不破さんから、唇を手でガードしながら、オレは慌てて反論した。

「あっ、ああああんなんじゃ、手加減って云いません！」

「それはお前が大人の本気を知らないからだよ」

　不破さんは、くっと笑ったあとオレの手の平をねっとりと舐なめ上げてくる。

「～～～～っ」

　びくんと体を震ふるわせると、オレの反応をもっと引き出そうとでもするかのように、不破さんは手首を摑つかみ指の間に舌を這はわせてきた。

「ふ、不破さ……っ、や……ぁ」

「総一郎、だろう？」

　指を一本一本舐めしゃぶり、敏びん感かんな指先を甘あま嚙がみし……不破さんはオレから少しずつ官能を引き擢ずり出していく。

　見せつけるような動作から目を離すことができずにいると、高鳴る心臓の音とともに、体に熱が生まれ始めた。

「あ……そ…いちろ、さ……」

　オレの弱々しい抵てい抗こうはすぐになきに等しいものとなる。

　すると、不破さんはくったりとなったオレの手をどけ、勝利者の笑えみを浮うかべた唇で口づけてきた。

「……ん…」

　どうして、いつもこうなっちゃうんだろう…？

　初めから不破さんにはかなうわけがないことくらい承知してるけど、オレは何だか悔くやしくて、唇の間から忍しのび込んできた舌先に軽く歯を立て、先制攻こう撃げきを食くらわせてやった。

　でも、それは失敗だったかもしれない。

　不破さんは一いつ瞬しゆんだけ動きを止めると、容よう赦しやなくオレを責め立て始めたのだ。

「んっ！　んん、んー…っ」

　荒あら々あらしく口の中を搔かき回され、戸と惑まどう舌先を痺しびれるほどに吸い上げられると、頭がくらくらとしてきてしまう。

　そして巧たくみに動く不破さんの舌は一度離はなれたかと思うと、オレの唇の端はしから零こぼれる唾だ液えきをゆったりと舐め取ったのだ。

　こくりと喉のどを鳴らして飲み込む姿が目に入った瞬間、ざあっとオレの全身に鳥とり肌はだが立った。

「……っ」

　鷹おう揚ような動作なのに、まるで肉食獣じゆうのような獰どう猛もうさを孕はらんでいるように見え、オレは無意識に腰こしが退ひけてしまう。

「───智久、逃にげるな」

「……あ……」

　言葉一つで、動きを封ふうじられる。

　いつの間にか最後の一つになっていたパジャマの上着のボタンを指先で外されると、肌が露あらわになった。

　恐きよう怖ふと期待に体がおののく。

　すると不破さんは、滾たぎる瞳ひとみでオレを射い貫ぬいたまま鎖さ骨こつに嚙みついてきたのだ。

「……っ」

　声にならない悲鳴を上げ、オレはびくんと背中を弓なりに撓しならせる。

　浮いた腰を摑まれると、すぐに胸に吸いつかれた。チリチリとした痛みと、それに勝まさる快感が、触れられる場所から生まれていく。

「んっ……あぁ、あ…ッ」

　弄いじられる前からすでにぷつりと尖とがってしまっていた胸の先にキツく歯を立てられて、一層甘い声が喉の奥から零れ落ちる。

「や…っ、嚙まないで…っ、ん……ぁあ…！」

　だけど声を上げてしまうオレの反応を楽しむかのようにして、不破さんは執しつ拗ように責め立てるのだ。

　初めはくすぐったいばかりだったそこが、こんなにも感じるようになってしまったのは、絶対に不破さんのせいだと思う…。

「もっと、の間ま違ちがいじゃないのか？」

「あっ、あ、あ、あ……っ」

　そう云って不破さんは、唾液で濡れそぼった胸の二つの尖りを指で捏こねながら、体を下のほうへとずらしていく。そうして唇で肌を辿たどりつつ、オレが反応する場所に触れる度たびに、そこを吸い上げては甘嚙みを繰くり返した。

　体の奥に溜たまってきた熱が疼うずきへと変化し始めて、ズキズキと脈打つ下腹部を意識すると、自分の中心がもうすでに反応しきっているのがわかった。

　どうしよう……まだ触さわられてもないのに、こんなに過か剰じような反応をするなんて───。

「もうこんなか？　一週間ブランクがある割には刺激が強すぎたか…」

　そう低く笑う声すら、ぞくりと腰に響ひびく。

　やんわりと勃たち上がったそこを布越しに撫なでられると、どうしようもなく四し肢しが震えた。

「や…っ!?」

　突とつ然ぜん、パジャマのズボンを下着ごと引き下ろされ、下か肢しを剝むき出しにされる。

　大きく左右に押し開かれて、摑まれた膝ひざ裏うらに不破さんの指が食い込む。そうして露になった内うち腿ももに、ねっとりと舌が這わされた。

「あ……や、やだっ、あ…っ」

「またそれか？　素す直なおにいいって云えないのか、その口は」

「なっ、そっ……───んんっ」

　必死の反論も、止とどまることを知らない愛あい撫ぶのせいで途と切ぎれてしまう。

　日に当たっていないために白いままのオレの肌は、少し強く吸われるだけで赤い跡あとが残った。

　目前で足の内側にいくつもの鬱うつ血けつを残され、足のつけ根の際きわどい場所を舌先でくすぐられるいたたまれなさに、オレは思わず顔を背そむける。

「そ…いちろさんの意地悪……っ」

　ぎゅっとシーツを握にぎりしめ、オレは何とか云いかけた文句を口にしたが、云われた本人は意に介かいする様子もない。膝裏を舐め、脹ふくら脛はぎを吸い、足の指を嚙み、好きにオレの体を弄もてあそぶ。

　なのに高まった熱が出口を探して弾はじけそうになった途と端たん、昂たかぶりの根元を押さえつけられてしまい、オレはもう半泣き状態だった。

「意地悪、なんだろ？　俺は」

「や、あ…っ、あ、やだぁ…っ」

　……って、もしかして、オレが意地悪って云った仕返しをしてるわけ？

　だけどそれに気づいても、オレは感じすぎてしまう体を持て余し、ふるふるとかぶりを振ふることしかできない。

　云わなきゃよかった、って後こう悔かいしても遅おそいことはわかってるけど……。

「あ……っ!?」

　な、何───!?

　突然、昂りの先せん端たんにねっとりとしたものが触ふれ、強きよう烈れつすぎる刺激に反射的に頭を起こすと、不破さんがオレの昂りに舌を這わせていたのだ。

「や、やだ…うそ……っ」

　これじゃ『約束』と違ちがうじゃないかっ!!

　舐められる行こう為いにどうしても慣れなくて、泣いて頼たのみ込んで、ようやくこの間「もうしない」と約束してもらったはずなのに。

「な…舐めるのやだって云ったのに…っ」

「あれは『後ろ』だろ？　こっちは約束の範はん疇ちゆうじゃない」

　後ろはなしで前はありって、そんな揚あげ足取りみたいなこと云いわれても…っ。

「でも…っ、あ、あ、あ…っ」

　どっちにしたって舐なめられるなら、オレにとって恥はずかしさの度合いは変わらない。

　それどころか、生まれる快感が強いぶん、こっちのほうが辛つらいくらいだ。

「気持ちよくしてやるから、恥ずかしいのはガマンしておけ」

「そ…んな……っ、やっ、いや…ぁ、あぁ…っ」

　温かな感かん触しよくは濡ぬれた音を立てながらそこを舐め濡らし、窪くぼみに滲にじむ体液を掬すくい取る。

　反り返る裏側を舐め下ろされ、根元の膨ふくらみをやわやわと指で揉もまれると、ゾクゾクッと腰に痺れが走った。

「…っん、は…っ、も…やめ……あっ！」

　啜すすり上げるような音が、リアルに鼓こ膜まくに届くのも恥ずかしい。

　強い快感が体を蕩とろけさせ、芯しんを失ってぐずぐずとくずれおちていってしまいそうになる。

「ひっ…ぁ、あ…っ、あぁあ…っ」

　だけど吸われる度にイッてしまいそうな感覚が襲おそってきてるのに、不破さんはオレの昂りの根元を指で締しめつけたまま、達することを許してはくれない。

　もう…頭がおかしくなりそうだよ…っ。

　耐たえきれず嬌きよう声せいを上げていると、たっぷりと濡らされた指が後ろへと潜もぐり込んできた。

「やっ、うそ…っ」

　冷たいとろりとした感触は潤じゆん滑かつ剤ざいのそれだ。

　いったい、いつの間にそんなものを用意してたわけ…っ？

　問い詰つめたくても、浅く埋うずめられた指が中で妖あやしく蠢うごめくせいで、オレの唇くちびるはまともな単語も紡つむげない。

「あぁ…っ、あ…んぅ…っ、んんんっ」

　イキたいのに、イカせてもらえない。

　それなのに、快感は次から次に与あたえられて、オレの体はどこもかしこも甘ったるく蕩けきっていた。

　久しぶりの行為のせいか、それとも遠えん慮りよのない愛撫のせいか、もう理性が消えかかっている。

「ふ……ぁ…っ、そ…いちろ、さ……っ」

「もっと呼んでみろよ。そしたら、お前の云う通りにしてやるよ」

「総一郎さん…っ、あ…っ…おね…が…っ、も…う…っ！」

「もう、何？」

　云いながらも、不破さんの舌はそこへ執拗にまつわりつき、後ろを弄る指はゆっくりと抜ぬき差しを繰くり返す。　>>>♥

　くちゅくちゅという濡れた音にさえも感じてしまい、オレはついに限界を超こえて泣き出してしまった。

「いじわる…っ、も、やだぁ…っ」

「その意地悪な男が好きなんだろう？」

「すき…だけど…っ、こんなの、やだ……っ」

　好きだけど、好きだから嫌いやなんだ。

　こんなふうに一方的にされてばっかりじゃなくて、ちゃんと二人で気持ちよくなりたいのに。

　すると、ようやく苦く笑しようめいた声が聞こえてきた。

「わかったよ。可愛かわいい声も散々聞いたし、先に一回イカせてやるか」

　締めつけがふっと弛ゆるんだかと思うと、ガチガチに張り詰めた昂りが、再び不破さんの口に含ふくまれる。括くびれた部分を唇で擦こすられ、先端の窪みを尖らせた舌先で抉えぐられると、急激に血液が体の中心に集まっていくような感覚に襲おそわれた。

「あ…あぁ…っ、だめ…離はなして……も、イっちゃ……っ」

　そして不破さんを引き剝はがす間もなく、オレはビクビクと腰こしを震ふるわせて昂りを含んだ口の中に白はく濁だくを吐はき出してしまったのだ。

　慌あわてて謝ろうとしたけれど、ふいに聞こえてきたこくりと喉のどが鳴る音に、オレは思わず固まってしまう。

　もしかして、いま……。

「…………」

　きっと、不破さんのことだから文句を云っても居直るに決まってる。

　オレは理り不ふ尽じんさを感じながらも、苦情を云うのは諦あきらめて、くったりと手足をベッドに投げ出した。

「何、不満そうな顔してるんだ」

「…だって、オレ、やだって云ったのに……」

　拗すねた気持ちを口にすると、じわりと悔くやし涙なみだが浮うかんできた。

　どうして、いつもオレってこうなっちゃうんだろう……。

「気持ちよかったくせに何云ってる」

「きっ、気持ちいいのと恥ずかしいのは別次元ですっ」

　子供っぽいと自覚しつつも、上がけを引っ張って体を隠かくすと、オレはそっぽを向いた。

　言葉でどれだけ云っても勝てないのなら、こうして態度で示すしかすべはない。

　すると、頰ほおに触れるだけのキスが落とされた。

「同じだと思うけどな。……あーわかったよ、悪かった。調子に乗りすぎたよ俺も。どうしたら機き嫌げん直してくれるんだ？」

　笑いながら謝られても、反省の気持ちが全然伝わってこない。なのに、頰に落とされたキスの甘さだけで、ほだされそうになっている自分がいたりして。

　そんな自分が気恥ずかしくて、オレは体を起こすと、不破さんの胸におでこをぶつけて顔を隠した。

「……オレばっかなのが、嫌なんです」

「智久……」

「一人でわけわかんなくなっちゃって、気がついたら朝だったりするし……何か、そういうのがやだなって……」

　気持ちよいのが嫌なんじゃなくて、自分だけなのが嫌なのだ。

　もどかしさを必死で拙つたない言葉で伝えると、不破さんは片かた腕うででぎゅっと抱だき寄せてくれた。

「じゃあ、どうしたい？　お前は俺にどうして欲しい？」

「それは……だから、その、俺ばっかじゃなくて、不破さんも一いつ緒しよに……き、気持ちよくなってくれれば……」

「それなら問題ないじゃないか」

　しどろもどろになって云うと、至し極ごくあっさりとした答えが返ってきた。

「へ？」

「俺もちゃんと、気持ちよくしてもらってる」

「そ、そうなんですか？」

　でも、オレは不破さんに何もしてあげられてないと思うんだけど…？

　不破さんの言葉に、オレは内心で首を傾かしげた。

「そうじゃなかったら、抱きたいなんて思わない。だから、そんな可愛い心配してくれるな」

「……そ、総一郎さん…」

　……真に受けてもいいんだろうか？

　オレに気を遣つかって云いってくれてるんじゃ、という思いも残っていたけれど、それでも不破さんがそう云ってくれたことが純じゆん粋すいに嬉うれしかった。

　じわりと胸に広がる温かさを嚙かみしめていると、不破さんは声こわ音ねを少し変えて囁ささやいてきた。

「───もっとも、智久が自分から何かしたいと思ってるのなら、話は変わってくるか」

「えっ？」

　何だか悪い予感がする。

　なぜなら、くいと顎あごを持ち上げられて思わず見上げた不破さんの顔が、いかにも悪いことを企たくらんでますって顔だったのだ。

「まあ、奉ほう仕ししてもらいたいってのも男心だからな」

「はい!?」

　奉仕って……まさかまさか……？

　ど、どうしよう…もしかしてオレ、墓ぼ穴けつ掘ほった…？

「で、お前は何をしてくれるつもりなんだ？」

「え、えーと…」

　そんな具体的なこと、考えてなかった……。

　でも、不破さんが望んでるんだから、努力はしてみないといけないよな。ええと、何をすれば、不破さんの云う『奉仕』とやらになるんだろう。

　動どう揺ようしかけた気持ちを引きしめて、オレは真しん剣けんな顔で訊たずねてみる。

「あ、あの…何したらいいんでしょう…？」

　真ま面じ目めくさってそう告げると、不破さんは一いつ瞬しゆん押し黙だまり、そのあとクッと噴ふき出してから、嚙み殺すようにして笑い出した。

　えっと、オレ何かヘンなこと云ったかな？

　笑いを堪こらえようとして起こる小刻みな震えは一向に治まらず、不破さんはそうやってひとしきり笑ったあと目め尻じりに溜たまった涙を拭ぬぐいとる。

「冗じよう談だんだ、冗談。あんまりお前が可愛い顔して云うから、ちょっとからかってみただけだ」

「え？　冗談…？」

　し…真剣に考えたのに…！

「別に俺はお前に無理させたいわけじゃない。お前が俺に抱かれたいって思ってくれるだけで充じゆう分ぶんだよ」

「総一郎さん……」

「そう思ってくれてるって、自うぬ惚ぼれてもいいんだろ？」

「……はい」

　オレは震える声で肯こう定ていする。

　そういえば、いつも求められるままに体を委ゆだねてきたけれど、自分から「して欲しい」と云ったことは、まだないような気がする。

　不破さんはちゃんと云ってくれたんだ。オレも、ちゃんと自分の気持ちを言葉にしたほうがいいかもしれない。

　ごくんと唾つばを飲み込むと、オレは固く目を閉じ、大きく息を吸い込んでから、おずおずと口を開いた。

「ああああのっ、不破さん…っ」

「うん？」

「オ、オレは、不破さんに───」

　ところが意を決して云いかけた言葉に重なって、携けい帯たいの着信音が鳴り響ひびいたのだ。途と端たん、無機質な音階にオレは我に返ってしまう。

　このメロディは、不破さんの携帯？

「悪い、少しいいか？」

　不破さんはオレに一言断ると、ヘッドボードに手を伸のばす。そして、置いてあった携帯の通話をオンにした。

「はい、不破。どうした、原はら田だ。何かあったのか？」

　原田って、確か新人の編集さんじゃなかったっけ。こんな時間に電話だなんて、大変なことでもあったのだろうか？

　そんな危き惧ぐを抱いだいていると、初めは億おつ劫くうそうだった不破さんの声が、いきなり慌てたものになった。

「何だって!?　今いま更さらそんな───わかった。謝らなくていいから、とにかく探せ。いいな？」

　そうして念を押してから通話を切ると、不破さんは深々とため息をつく。

「どう…したんですか…？」

「印刷所でトラブってるらしい。ったく、終わったと思ったら！」

「え!?」

　まさか、オレの原げん稿こうに何か問題があったとか!?

　で…でも、仕上げの前に一度自分で確かく認にんしたし、持って行ってもらう前にも不破さんにちゃんと確認してもらったはずだし。ミスはないと思うんだけど……。

　不安一いつ杯ぱいで作業を反はん芻すうしていると、不破さんがくしゃりとオレの頭を撫なでて云った。

「そんな顔しないでも大だい丈じよう夫ぶだよ、お前のじゃない。今回、入稿が押したのがお前の他ほかにもう一人いてな、どうも後から入稿した分のそいつの原稿の枚数が足りなくて印刷が止まっているらしいんだ」

「え、そんなことってあるんですか!?」

「あっちゃいけないだろ。原田は入稿したはずだと云ってるんだが……とりあえず探すようには云ったし、なんとか……」

　不破さんはそこで言葉を切ると、黙り込んでしまった。

　心配……だよな、やっぱり。

　いますぐにでも飛んでいきたいって顔してるのに、オレがいるから踏ふんぎりがつかないのかもしれない。そんな大変なこと、新人の編集さんになんか任せておけないもんな。

「───行ったほうがいいです」

「智久……」

「オレはいいですから、行って下さい。オレも心配だし」

　本当は、行って欲しくなんかない。

　せっかく仕事が終わったんだからもっと一緒にいたいし、話したいことだってたくさんある。

　けど、不破さんは編集者で、オレは漫まん画が家かなのだ。

　こんな状態で『行かないで』なんて云えるわけがない。

「……悪い」

「いいですってば。ほら不破さん、早く行ったほうがいいですって！」

　苦い表情で謝る不破さんを、オレは精一杯急せかして追い立てる。オレが暗い顔なんかしてたらますます出て行きづらくなってしまう。だから明るい顔で見送らないと。

「わかった」

　すると不破さんは躊躇ためらいを断たちきるかのようにして勢いよく立ち上がり、床ゆかに落ちていたシャツを拾って袖そでを通した。そして手早く身み支じ度たくを整え、最後に携帯をポケットに押し込む。

「戸と締じまりはしていくからお前は寝ねてていい。打ち合わせの件はまた連れん絡らくする」

　そう云って、不破さんは慌あわただしくオレの部屋から出ていってしまった。

「……行っちゃった」

　ぽつんと取り残されたオレはベッドに倒たおれ込み、ぽすん、と枕まくらに顔を埋うずめる。

　そりゃ、久しぶりの二人っきりの時間を仕事に邪じや魔まされちゃったのは残念だけど、仕方がないことくらいわかってるから、不破さんを行かせたことに後こう悔かいなんてしていない。

　これでよかったと思ってる。

　でも、理性で納なつ得とくしてるはずなのに、胸に広がったもやもやが晴れてくれないのだ。心の奥底で、恋こい人びと同士としての時間を仕事に取られてしまったことにムカムカしてる自分がいる。

「あーあ……」

　ここで仕事を放ほうってオレを選ぶようだったら、多分、オレは不破さんを好きになっていなかった。その気持ちは噓うそじゃない。

　だけど───本当は、行って欲しくない。残って欲しい。そばにいて欲しかった。

　でも、そんなこと云ったらきっと不破さんの負担になる。それがわかっているから『行かないで』なんて云えない。

　あんな人にオレなんかを好きになってもらえたことだけでも奇き跡せきに近いんだ。欲張りすぎると全すべてを失うかもしれない。

　ワガママを云って困らせて、面めん倒どうに思われて嫌きらわれて───終わりが近づくくらいなら、このくらいガマンしなきゃダメだ。

「でも、どうしてこうなんだろう……」

　いつも仕事に邪魔されて、一いつ緒しよにいる時間や恋人っぽい雰ふん囲い気きが突とつ然ぜん消え失うせてしまう。

　そもそも仕事とプライベートの区別が、ほとんどないのがいけないんだよな。

　だから、さっきみたいに打ち合わせ中にエッチに雪崩なだれ込んじゃって、打ち合わせができなかったり、せっかく二人っきりになれても仕事の話を優先しちゃったりするんだ。これをちゃんと区別つけることができたら、もう少しマシに……って、あれ？

　そういえば……オレって、休日に不破さんと外でデートとかもしたことないかもしれない。たまに外に出ても、打ち合わせしながらのご飯くらいだし。大たい概がいは仕事場でエッチに雪崩れ込んでしまうことが多いし……。

　二人とも忙いそがしくて、会える時間が限られているから仕方ないのかもしれないけれど、オレたち、つき合ってるはずだよな？　恋人同士って、そういうもん？　つか、それで不破さんは本当に満足してくれているんだろうか…？

　オレはもっと不破さんと一緒にいたいのに…。

　やっぱり編集者と漫画家、特とく殊しゆ職業の忙しい者同士って、つき合うの難しかったりして……。

「ダメだ……もう、寝よう」

　ぐちゃぐちゃ考えてると、気持ちが滅め入いってくる。

　さっき脱ぬがされたパジャマを着込み、部屋の明かりを消して、ベッドに潜もぐり込む。

　だけど、何とも云い難がたいもどかしい気持ちをどうにか忘れてしまおうとしてオレにできたのは、上がけを無理矢理頭から被かぶることだったのだ…。
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「ええと、プロット入れたし、忘れ物ないよな？」

　いつも使ってるカバンにファイルを入れ、ペンケースが入ってるのを確かめてから、オレは時間を確認した。

　まだ、出かけるにはちょっと早いんだよな。前のときみたいに早く行きすぎると、編集部の人に迷めい惑わくをかけちゃうし。

　この微び妙みような時間をどうやって潰つぶそうか考えていると、ピンポーンと玄げん関かんのチャイムが鳴った。

「お客さん？」

　こんな時間に誰だれだろう？　俊也には、打ち合わせで今日は出かけるって云いってあるし、不破さんにはこれから打ち合わせで会うわけだし。

　あ、もしかしたら、宅配便かも。

「はーい。どちらさま───あれ？」

　判子を握にぎりしめて玄関に出向いたオレは、意外な人物に目を丸くした。玄関の前に立っていたのが、先日の修しゆ羅ら場ばを手伝ってくれた伊川だったのだ。

　申し訳なさそうに小さくなっている姿は、まるでハムスターか何かの小動物のように見える。

「こ、こんにちはっ」

「どうしたんだ、今日は？」

　今日来るなんて連絡は受けてないし、確か伊川の家からここまで、そんなに近くはなかったはずだけど……どうしたんだろう？

　アシスタントに来てもらった数日は一緒に過ごしたけれど、そんなに親しい間あいだ柄がらでもないから、こんなふうに訪ねてくることがあるなんて考えもしなかった。

「直接来ちゃってすいません…。失礼かとは思ったんですが、この前は不破さん経由でのアシスタント依い頼らいだったんで、都筑さんの電話番号とかわからなくて。あの俺、都筑さんのとこに忘れ物しちゃったみたいで、それを取りに来たんです」

「忘れ物？」

「はい。この間、ペンケースを持ってきてたんですけど、どこかに置いていっちゃったみたいなんです」

「ペンケース？　ちょっと待ってて。いま見てくるから」

「すいませんっ」

　オレは仕事場に引き返し、捜そう索さくを開始した。

　他人の物があったりすると掃そう除じのときにすぐ気づくのに、おかしいな。今回の修羅場は相当ぐちゃぐちゃな状じよう況きようだったから、そのときどこかに紛まぎれてしまったんだろうか？

「このへんかなぁ？」

　だけど、伊川が座っていた机の下にも落ちてないし、ペン立てに見慣れないものは刺ささっていない。もしかして引き出しの中だろうか？

「あ、あった」

　一番上の引き出しを開けると、奥のほうに青いラインの入った透とう明めいのケースが見えた。

　手伝いに入ってもらってるときは、アシスタントさん用に置いてある机の引き出しをロッカー代わりに使ってもらっている。でも、一応何かあるといけないからって（俊也の受け売り）帰るときには必ずチェックしてもらってたんだけど、今回は奥のほうに入っていたせいでさすがに気づかなかったみたいだ。

「あったよ、ペンケース。これだろ？」

「はい！　それです！」

　なくしものが見つかった伊川は、弾はずんだ声を上げた。

「引き出しの奥に入っちゃってたから、帰るときに気づかなかったんだね」

「よかった…！　持ち慣れたやつじゃないと、何か上手うまく描かけなくて…」

「そうだよな。慣れない道具じゃ、調子出ないもんなー」

　使い慣れた道具が側そばにないと、落ち着かない気持ちはよくわかる。

　オレだって、いつも使ってるペン軸じくとかインクとか原げん稿こう用紙とかじゃないと、何となくしっくりこないもんな。

「お忙しいのに、本当にすいませんでした…っ」

「別にいいって。こっちこそ、ごめん。オレが早く気づいて送ってやればよかった」

　もうちょっときちんと部屋の掃除をすれば探せたかもしれないけど、今回は疲つかれすぎてて何となく適当に終わらせちゃったのがいけなかったんだ。

　オレは伊川に対して、申し訳ない気持ちになる。

「いえっ、忘れた俺が悪いんです！　お忙しいときにお邪じや魔ましちゃって、ホントすいませんでした」

「ホントにそんな気にしないでいいってば。でも───できたら、お茶でも出してあげたいところなんだけど、これからオレ、出かけなくちゃいけないんだよ」

　この暑い中、こんなところまで来てもらったのに追い返すような真似まねをするのは忍しのびないけど、こればっかりはしょうがない。

「ごめんなさい、そんなときにお邪魔しちゃって」

「大だい丈じよう夫ぶ、まだ全然時間あったから。電車で来たんだよね？　だったら、一緒に駅まで行かない？」

　ゆっくり歩けば、時間も丁度よくなるだろうし。

「あ、はい。都筑さんがご迷惑じゃなければ、ご一緒させて下さい！」

「じゃ、行こっか」

　オレはカバンを手にすると、伊川と連れだって部屋を出た。

　夏の昼下がりは、溶とけそうなくらいに暑い。日ひ陰かげの多い道を選んで駅に向かいはしたけれど、アスファルトから立ち上る熱気は容よう赦しやなくオレたちを茹ゆだらせた。

「あっついなー。こんな日に、わざわざ来させちゃってごめんな。オレが早く気づいて、宅配便か何かで送ればよかったのにな」

「いえ、そんな。都筑さんに、そんな手間取らせるわけにはいきませんよ！」

　伊川は緊きん張ちようした面おも持もちで、ふるふると首を横に振ふった。

　オレってそんなに相手を緊張させるタイプでもないと思うんだけど。歳としも近いんだから、他人行ぎよう儀ぎな態度じゃなくてもいいと思うんだけどなぁ…。

「手間なんかじゃないって。あ、不破さんに預かってもらう手もあったか」

「え？　不破さんに会う用があるんですか？　だってこの前、原稿終わったばっかりですよね？」

　伊川は思いつきで云ったオレの言葉に、驚おどろいた顔を見せた。

「あ、うん、今日編集部行くから」

「編集部？　不破さんと打ち合わせとかですか？」

　何故なぜかしつこく追つい及きゆうされる。

　伊川だってこの間編集部で打ち合わせしてたのに、何でそんな驚くんだろう？

「ほら。あんま、来てもらってばっかだと悪いし」

「来て…って、打ち合わせのためだけに、不破さんが家まで来てくれるんですか!?」

「う、うん…。何かヘンかな？」

「俺は打ち合わせなんて、だいたい電話ですんじゃいますよ？　会って打ち合わせなんて、都筑さんに初めて会ったときで二度目で、そのあと不破さんに直接会ったのはこの間の修羅場ですもん」

「えっ？」

　自分と伊川の違ちがいを聞かされ、今度はオレのほうが驚く番だった。

　つき合うようになる前から、会って打ち合わせをすることがほとんどだったから、何の疑問も抱いだいてこなかったけど、普ふ通つうって違うもんなわけ？

「もしかしたら、俺がまだ新人だから会う時間をとってもらえないだけかもですけど。やっぱ、都筑さんくらいの人になると違うんだなぁ…」

「あはははは…」

　まさか新人の頃ころからずっとこうでしたとは云いえずに、オレは乾かわいた笑いを浮うかべた。

　不破さんは、初めからオレに目をかけてくれていたみたいなことを云ってたけど、他ほかの人とここまで明確な差があるとは思ってもみなかった。

　オレって、本当に『特別扱あつかい』してもらってたんだ……。

　知らなかったこととはいえ、これはちょっとバレちゃいけなかったのかもしれない。

「…そっ、そうだ！　コンビニ行かない？　暑い中歩いてきて、喉のど渇かわいただろ？　取りに来させちゃったお詫わびに奢おごるし！」

　オレはこれ以上余計なことまで探さぐられたらかなわないと思い、無理矢理話題を変えることにした。

　勘かんぐりすぎだとは思うけど、なんとなく。用心するに越こしたことはないもんな。

「そんな、都筑さんに奢ってもらうなんてできませんよ！　でも、歩いたせいで喉は渇いてるからコンビニは行きたいかも」

「じゃあ、ちょっと遠回りになるけど寄っていこう」

　誘ゆう導どう通りに会話に乗ってきてくれた伊川にホッとしつつ、オレは会話を続けた。

「でもさ、伊川はオレが仕事場にいなかったらどうしたんだ？」

　自宅の場所は教えてないし、オレがいなかったら無む駄だ足あしになるとこだったんじゃないのか？

　今日は偶ぐう然ぜん、打ち合わせ前に仕事場に寄ったからよかったけど、普ふ段だんだったら絶対にすれ違ってるに決まってる。

「マンションの前で待たせてもらおうかと思ってました」

「そんなことしたら熱ねつ中ちゆう症しようで倒たおれるって！　オレ、普段は仕事場に泊とまったりしないし、来るときは電話してくれれば…って、番号教えてなかったっけ？」

「はい」

　そうだった。この間は、全部不破さんが連れん絡らくを取ってくれてたから、オレは伊川の連絡先を知らないし、伊川もオレの連絡先を知らないんだ。

「じゃあ、携けい帯たい番号交こう換かんしとこうか？　そのほうが、何かあったとき便利だし」

「えっ？　いいんですか!?」

「うん。番号云うから、入力したら一回かけてくれる？」

「はい！」

　そしてオレは自分の番号を読み上げると、すぐにかかってきた伊川の番号を携帯に登録した。

　これで今度は大丈夫。待ち惚ぼうけ食くらわせちゃったら可哀かわい想そうだもんな。

　不破さんはあんまり他人に携帯番号を教えるなって云うけれど、伊川なら問題ないと思うし。

「何かあったら、ここにかけてよ。家にいても仕事場にいても、携帯なら捕つかまると思うから。さすがに授業中は切ってるけどさ」

「本当の本当に、この番号にかけてもいいんですか？」

「かけて欲しくなかったら、番号なんて教えないよ」

　真しん剣けんに念を押してくる伊川の様子に苦く笑しようする。

「あの、じゃあメアドも教えてもらっちゃダメですか…？」

「メールアドレス？　いいよ。そっちのほうが気楽とか？」

　オレは請こわれるままに携帯の液えき晶しように自分のメールアドレスを表示すると、伊川に見せながら訊たずねた。

「いえ、電話して繫つながらなかったときとかに必要かなって……。それに俺、都筑さんとはもっと仲よくなりたいんです！」

「そ、そう…」

　キラキラとした目で真正面から見み据すえられ、オレは思わず引き攣つった笑え顔がおを返してしまう。

　ファンだと云ってくれるのは嬉うれしいし、普段は普通にいい子だとも思うんだけど、どうして男のメールアドレス一つでこんなにも喜べるかがわからない。

　普通、ファンってこういうものなんだろうか？

　そういえば、原稿の手伝いに来てもらったときも、オレのものだというだけで、伊川は色んなものを欲しがってたよな。

　使い終わったペン先とか、試ためし描がきした紙とかトーンの切れ端はしまで……。

「そうだ。都筑さん、先月の俺の読み切りって読んでいただけましたか？」

「え？」

　急に話が切り替かわって、オレは頭がついていけずに思わず首を傾かしげてしまう。だけど、すぐに何のことを云っているのか思い当たる。

「あっ、読んだよ。凄すごく面おも白しろかった！　この間は喋しやべる余よ裕ゆうもなかったから、云いそびれてたんだけど」

　聞かれたのは、先月号に掲けい載さいされた伊川のデビュー作品のことだった。

　投とう稿こう作を改稿したものらしいけど、伊川の人ひと柄がらが滲にじみ出てるような丁てい寧ねいな作風で、もっと続きが読みたいって思わせる話だった。

　絵柄も可愛かわいい感じだったし、オレなんかがデビューしたときよりもずっと上手うまかったと思う。

「どんな話を描くのかなぁって気になってたんだ。次が楽しみだよ」

「ありがとうございます！　都筑さんにそう云ってもらえると、嬉しいです」

　はにかんだ表情に、こっちまで嬉しくなった。オレも一昨年おととしは同じような立場だったんだなと思うと、懐なつかしい気持ちで応おう援えんしたくなる。

「不破さんって───」

　伊川のほうから、ふいに不破さんの名前を出されて、オレの心臓はドキンと跳はねた。

　な、何を云い出すんだろう？

「さすがって感じですよね」

「な、何が？」

「読者のツボを心得てるっていうか、指導が的確っていうか。今回、アドバイスされた通りに直したら、話が格段に引きしまったんですよね」

　あ……そういうことか……。

　確かに不破さんの指導は、オレも凄いと思う。一方的に考えを押しつけるだけじゃなくて、ちゃんとこっちが考えて答えを導き出せるようなアドバイスをくれるのだ。

　少しでもオレが成長しているように見えるなら、それはオレを根気よく育ててくれた不破さんのお陰かげでしかないと思う。不破さんがいなかったら、いまのオレはなかっただろう。

「俺、他ほかの編集さんに聞いたんですけど、不破さんが担当する新人は必ずヒットを出すって評判らしいじゃないですか」

「うん、そうらしいね」

　前に編集部でそんな話を聞き齧かじったことがある。『だからがんばりなさい』って云われて、詳くわしくはわからなかったけど、あの時は不破さんが凄いってことだけは何となくわかった。

「だから、不破さんって新人ばっかり担当してるのかなぁ」

「え？」

「ほら、北ほく王おう社しやで描いてる岩いわ城き先生っているじゃないですか」

「うん。『ＺＯＮＥゾーン』で描いてるよね、今」

　前回引き抜ぬきのことで揉もめたときに、北王社には嫌いやな思い出ができてしまったけれど、岩城先生はオレがもの凄く尊敬してる先生だ。

　とても緻ち密みつな絵を描くのに、構成にも隙すきがない。下手したらカルト的な作品になってしまいそうなモチーフだったりするのに、色んな層に読まれる作品に仕立て上げる技量は本当に凄いと思う。

「岩城先生の一番初めの担当って、不破さんだったらしいですよ」

「えっ!?　そうなの!?」

　知らなかった……。

　そういえば昔はウチの雑誌で描いてたこともあったよな。でも連れん載さいが終わったあと、岩城先生は違ちがう雑誌で描くようになったんだっけ。

　読者の立場だったオレは、雑誌が変わったことをたいして気にもしなかったけど、いま考えると不思議な感じがする。そんな簡単に看板作家を他社に移したりしないよな？

「あとは、澤さわ辺べ先生とか……」

　そうやって伊川が次々に口にする先生の名前は、いまでは確固たる地位を築いている有名どころの人ばかりで、それだけ聞いても担当してきた不破さんの優ゆう秀しゆうさがわかるような気がした。

「凄いですよね。不破さんて、新人を担当して一、二年育てて大きくしたあとは、他の編集に引き継つがせては新人をまた担当する、ってことを繰くり返してきてるらしいですよ」

「そうだったんだ。オレ、全然知らなかった」

「不破さんが担当から外れるときって、『もう手放しても大だい丈じよう夫ぶ』ってときらしいです。だから、最近は編集部のほうもそのサイクルで予定が組んであるとかって」

「へえ…」

「それ聞いて、俺もがんばんなくちゃなぁって思ったんです」

「そうだね。オレももっとがんばんなきゃ」

　オレだって、伊川に負けてはいられない。

　プロットもネームも、リテイクの回数は確実に減ってきてるけど、まだまだ不破さんに頼たよってる部分もあるし、もっとレベルアップしなくちゃ。

「都筑さんはもう充じゆう分ぶんじゃないですか！」

「そんなことないよ！　オレだって、まだペーペーだし」

　よく育ったなって云いってもらったことはあるけど、まだ一人前とは云えないから。不破さんに一人前だって認めてもらえるようになるのが、オレの当面の目標かもしれない。

「がんばろうね！」

　オレは自分に云い聞かせるようにして、もう一度そう云った。










　伊川とは駅で別れ、オレは編集部へと赴おもむいた。

　会社の入り口に立つと、中から冷たい空気が流れてくる。汗あせが引いていくのを感じながら左右に視線を巡めぐらすと、ちょうど不破さんがエレベーターで降りてきたところだった。

「不破さん！」

「よう。外、暑かっただろう？」

「もう、溶とけそうでした」

　お決まりの会話を交かわしながら、打ち合わせのために押さえておいてくれた小さな会議室へと向かう。

　今日の打ち合わせ内容は、この間しそびれた次の話のことだ。

　ちなみに、こうして会うのは三日ぶり。

　結局、金曜日は入稿したはずだと騒さわぎになった原稿が原田さんの机の上から発はつ掘くつされ、不破さんはその事後処理やら何やらで次の日も奔ほん走そうしていた。

　で、日曜日に埋うめ合わせをしてくれるつもりで連れん絡らくはもらったんだけど、日曜日くらいちゃんと休んで欲しくて、オレのほうから家の用事があるからと云って断ったのだ。

　もちろん会いたかったけど、疲つかれきってる不破さんを呼び出すほうが心苦しいし……。

「あ、そういえば、いまさっき伊川に会いましたよ」

「伊川？　何でだ？」

　さっきのことを軽い気持ちで報告すると、不破さんは思いきり怪け訝げんな顔をした。

「ウチに忘れ物して、取りにきたんです」

「アポなしでか？」

「え？　あ、はい。連絡先とか教えてなかったし」

「あいつ……。俺のほうには、一言もなかったぞ」

　不破さんは眉み間けんに皺しわを寄せたまま、苦々しく呟つぶやく。

　何で、そんなに渋しぶい顔をするんだろう？

「不破さん？」

「まあ、終わったことは仕方ない。今回の件は俺のほうから注意しておく」

「え、でも……」

　忘れ物は誰だれだってすることだし、使い慣れている筆記用具が手元にないことの落ち着かなさはよくわかるから、直接出向いてしまった伊川の気持ちもわからないでもない。

　それに、ペンケースに気づかなかったのは、オレの落ち度でもあるし。伊川が注意されるようなことじゃないと思うんだけど？

「いまのあいつは同業者である前に、お前のファンなんだ。ちょっと熱ねつ狂きよう的なところも見えるから、急に距きよ離りを縮めると、ヘンにヒートアップする可能性だってあるだろ？」

「あ……」

　その不破さんの言葉に、思い当たる節がいくつかあった。

　まるでオレを信しん奉ぽうするかのような、眼まな差ざしや過か剰じような反応。不破さんの云う通り、それはまだオレと同業者だっていう自覚を持ってないせいなのかもしれない。

「いくら好きな作家とはいえ、同じ土俵に立つ以上はライバルなんだ。自覚は早く持っておいたほうがいい。これはあいつのための注意だ」

「はい…」

　そうか…不破さんは伊川のそんなところまで気づいた上で、注意しようとしてるんだ。

　確かにいまからちゃんと、自分が『作家』である以上、もうただの『ファン』ではいられないんだって、自覚させたほうがいいよな。これは趣しゆ味みではなく、仕事なんだから。いつかは好きな作家を追い抜かなきゃいけない。

　……オレも伊川が『後こう輩はい』である前に、『同業者』で『ライバル』だという自覚を改めて持ったほうがいいのかもしれない。

「その忘れ物だって実際はどうなんだか……」

「え？」

「いや、何でもない。さて、気を取り直して打ち合わせするか。プロットはちゃんとやってきたか？」

「はい。でも、ちょっと内容詰つめ込みすぎかなぁと思ったんで、その辺を相談したいんですけど」

　丸いテーブルを挟はさんで向かい合って座り、オレはカバンからファイルを取り出すと、レポート用紙に書き出してきたプロットを見せつつ細かいところを説明していく。

「……どうですか？」

　一通り黙だまって聞いていた不破さんは、少し思案してから云ってきた。

「悪くない。いや、テンポも展開もかなりいいとは思うが……」

「が？」

「都筑が嫌いやでなければ、これからの話の流れに新しい展開を加えたいんだよな」

「新しい展開、ですか？」

　不破さんの提案に、オレは目を丸くした。　>>>♥

「ああ。このままでも悪くはないが、もう少し、精神的部分に広がり持たせてもいいと思ったんだが、どう思う？」

「……そうですね。正直、このところシリアス続きでちょっと辛つらかったんですよね。話に広がりが出て、いまの状態を抜け出せるのなら、それもいいと思います」

　いま連載で書いている話は、少年漫まん画がの定番でもある「友情・冒ぼう険けん・勝利」を土台にしたファンタジー系の漫画で、一応最後までの大筋は決まっている。

　打ち合わせでは、描えがきたいと思ってるその回ごとの細かなエピソードを不破さんに伝え、助言してもらったり、違う方向からの見方を教えてもらったりして話をまとめ、それをプロットにして提出するのだ。

　このところ、主人公の過去に関かかわったどちらかと云いえばオレらしくない暗めな展開が続いている。そのせいで、展開に目を引くような動きや目新しさがなくなっていたのかもしれない。不破さんは、そこらへんの息いき抜ぬきをしたくて、新しい展開を提案してくれてるんだろう。

　オレもあのテンションを描かき続けていくのは、ちょっとしんどいなあとは思ってたので、いいタイミングかもしれない。

「どうしましょうか？　何か一回で終わるような事件っぽいのを挟みますか？」

「うーん……いままで通りコメディ調の話を入れるのもいいけど、俺としてはもうちょっと作品に色気を出して欲しいというか……」

「い…色気…？」

　オレはその単語に、思わず首を傾かしげた。一言で云われても、漠ばく然ぜんとしててよくわからない。

　そういえば、この間も『色気がない』って云われたんだっけ。

　つーか、そんなものどうやって出せばいいんだ。どこからどう見ても、男のオレにそんなものあるとは思えないし───って、今はプロットの話だったっけ…。

「お前の場合、わかりやすくつけ加えるとしたら恋れん愛あいネタかな」

「恋愛…ですか…」

「ちょうど主人公とそういう雰ふん囲い気きになりそうな脇わきキャラがいるだろう。恋愛漫画にする必要はないから、軽い感じで話に練り込めないか？」

「はあ、まあ、そうですね……」

　できないことはないと思う。読者からのファンレターでも、雑誌のアンケートハガキでも『あの二人はどうなるんですか？』って書いてあるのが最近はけっこうあるし。

『恋愛』かぁ……まあ、今まさに不破さんと恋愛中だから、全然縁えんがないとは云わないけど。

　でも、オレの漫画の主人公は、不器用で熱くてまっすぐで。そのせいで無神経なところもあったりする、中味は普ふ通つうの男の子だ。

　そんな男の子が、全まつとうすべき目標しか見えていない状じよう況きようで、仲間として横に立っている女の子に今いま更さら恋愛感情を抱いだくだろうか？

　もしもどこかで好きになっていたとしても、その気持ちにどうやったら気づくんだろう？

　オレが不破さんに感じてしまう胸の高鳴りと同じものを、あの子に感じたりするってことだよな？

「…………」

「いきなり難しすぎる課題だったか？」

　眉間に皺を寄せて考え込んでいたら、苦く笑しよう混じりにそう云われた。

「……何か、ピンとこなくて」

「今回は無理に入れなくてもいいから、少し考えてみろ。いくら話の筋が決まってるからって云っても、コロコロ変わっていく読者の好みにもある程度は対応していかないとな」

「そうですよね」

　不破さんはこうやって、目の前のことにいっぱいいっぱいなオレに時々釘くぎを刺さしてくれる。

　苦手なネタだからと云って避さけるのは、逃にげてるみたいで悔くやしいし。いいアイデアが浮うかぶかどうかわからないけど、がんばってみようとオレは心の中で気合いを入れた。

「そうだ。勉強に参考資料でも持っていくか？」

「参考資料？」

「隣となりの部署には恋愛モノの漫画がどっさりあるからな」

「あのう……そ、それって、少女漫画なんじゃ…？」

　それはたくさんあるだろう。何せ、お隣は少女漫画誌の編集部なんだから。

　でも、オレの描いてるのは少年漫画なわけだし、参考にして大だい丈じよう夫ぶなんだろうか？

「あんなふうなのを描けってわけじゃないから安心しろ。考えるきっかけになればいいと思ってるだけだ」

「……はあ」

　実は、あのきらびやかでふわふわとした画面がちょっと苦手だったりするんだけどな。

　オレの好きな絵え柄がらは、もっとこう男らしくて力強い岩城先生みたいな───って、いまはそんなオレの好き嫌きらいを云ってる場合じゃないか。

「───さてと。都筑、このあと時間あるか？」

　机の上の手帳や書類を片づけながら、不破さんがそう訊たずねてくる。

「え？」

「予定があるならいいんだ。無理にとは云わないから」

　改まって都合を訊きいてくるなんて、どうしたんだろう？　打ち合わせのあと食事に連れて行ってくれるときも、こんなに改まって訊いてきたりしないのに───あっ！

　も、もしかして初デートの誘さそいとか!?　入にゆう稿こう終わったばかりで次に忙いそがしくなるまではまだ時間もあるし、あり得ない話じゃないよな？

　いまの時間からの無難なラインだと、買い物したり、映画に行ったり？

　学校の友達は遊園地とかのテーマパークに彼女と行ったりしてるらしいけど、さすがに、不破さんがそんなところにオレを誘ってくれるとは思えない。でも不破さん、スポーツ観戦とかも柄じゃなさそうだし……。

　浮かんできた可能性に、オレの心臓はドクンドクンと高鳴り始める。

「俺の上司が、お前に会っておきたいって云ってるんだ。改めて食事とかに連れて行かれたりすると、お前、気を遣つかうだろう？　どうせだから、今日会っておかないか？」

　───何だ……そういうことか……。

「……な、夏休みだし、別に急ぐ用事はないですから大丈夫ですよ」

「悪いな。今、呼んでくるから待っててくれ」

　不破さんが会議室から出て行き、一人になったオレは大きくため息をついた。

「……はあ」

　ぬか喜びしちゃったぶん、落らく胆たんは大きい。

　やっぱり、デートなんて夢のまた夢の話かぁ……。

　食事に行くときは打ち合わせ込こみなことが多いし、それ以外って云ったら仕事場で会ってばっかりだし、不破さんの部屋に行ったのだって不幸中の幸いでの一回こっきりだ。おまけに、この数週間は期末試験やら補習やら仕事やらで、それどころじゃなかった。

　ただでさえ時間がない日々を送っていて、デートなんかしてる暇ひまなんかないのはわかってるけどさ……不破さんのバカ！　力いっぱいドキドキしちゃったじゃないか！

　がっくりと落ち込んでいると、会議室のドアがノックされた。

「入るぞ、都筑」

「は、はいっ」

　慌あわててオレは、その場に立ち上がって姿勢を正す。すると、不破さんに続いて会議室に二人の男の人が入ってきた。

「あ、こんにちは」

「どうも、都筑先生。こうやって会うのは久しぶりですね」

　そう挨あい拶さつしてきた人は、不破さんの上司の根ね元もと編集長。前に紹しよう介かいされて、何度か話したことがあるから知っている。

　肌はだは浅黒く、体格もがっちりとしていて、顔立ちも彫ほりが深くてはっきりとしている。歳としは三十代の後半だって云っていたけど、全然そうは見えず、若々しいというか精力的というか、エネルギー溢あふれるスポーツマンタイプだ。そんなふうな体育会系な見かけをしてるから、初めて会ったとき不破さんに云われるまで正直、編集長だとは気づきもしなかったんだよね。

　そしてもう一人のほうは、今日初めて会う人だった。

　不破さんは上司って云ってたから、きっと偉えらい人なんだとは思うんだけど……見た感じ、ウチの父さんと同じような年代っぽい。高そうなスーツをきっちりと着込み、どこからどう見ても（根元さんとはまた違ちがった意味で）編集さんには見えない。

「初めまして。私、取とり締しまり役やくの松まつ永ながです」

　とっ、取締役!?

　何で、そんな人がオレに会いにくるんだ？

「は、初めまして都筑ですっ！」

　動どう揺ようしながらも、オレは勢いよくペコリと頭を下げる。頭を再び上げた瞬しゆん間かん、松永さんの後ろで、困っているオレを見て苦笑している不破さんが目に入ってきた。

「まあ、立ち話も何ですからかけましょう。都筑も座っていいぞ」

「あ、はい」

　促うながされて席についたのはいいけど、何だか居い心地ごこちが悪い。

　……いったい、この面子メンツで何の話をするっていうんだろう？

　そんなオレの不安をよそに、松永さんが口火を切った。

「いやぁ、最近はますます好調ですね、都筑先生」

「えっ？　あ、はい。でも、今回は色々ご迷めい惑わくかけちゃってすみませんでした。お陰かげ様さまで何とか続けさせてもらってます」

「何を云ってるんですか。先生のお陰で、本誌の部数も伸のびてますし。アンケートもデビューからずっと一位をキープしてるなんて、そうそうできることじゃないですよ」

「あはは…はは……」

　部数が伸びてるのがオレのお陰かどうかは謎なぞだけど、アンケート一位に関しての努力には不純（？）な思おも惑わくも含ふくまれていたこともあって、思わず口の端はしを引き攣つらせてしまう。

「アニメ化の日取りも決定しましたし、このへんで大きく広告を打とうと思ってるんですよ」

「はあ」

「ノベライズの企き画かくも進行中ですし、ゲーム化の話も来てますからね。これからもっと忙しくなるかと思いますが、よろしくお願いしますよ」

「が、がんばります」

　勢いよく次々に捲まくし立てる松永さんに、オレは少しだけ退ひいてしまう。

　アニメの企画が決まったのはつい最近のことだ。

　だけど、まだ連れん載さいも一年ちょっとだからコミックスは二冊目が出たばかりで、毎週放送することになるアニメにはシナリオが足りなさすぎるため、原作とリンクした別バージョンの話をノベライズしてもらい、それをアニメに組み込んでいく予定になっている。

　とはいえ、それに関してのオレの仕事は、話のアイデアを出して、プロットと出来上がってきた小説原稿をチェックするだけ。世界観やキャラクラーを壊こわすようなことはしないで欲しいという希望は伝えてあるけれど、アニメや小説のことはオレは門外漢だから、不破さんやライターさんに任せっきりな状態だ。

　ゲームに関しても同じようなスタンスで、オレにはパッケージとかそういった仕事があとで来るみたいだけど、詳くわしいことはよく知らなかったりする。

　どれもこれも凄すごいことだとは思うけど、知らないところで話が大きくなってるような感じで、あんまり実感がわいてこないんだよな……。

「それにしても、不破くんが持つ新人はみんな大きく育ってくれてるねえ」

「偶ぐう然ぜんですよ。才能のある先生を運良く担当させていただいてるだけですから」

　オレの反応が弱かったせいか、今度は不破さんの話題になった。

　上じよう機き嫌げんな松永さんの反応に、不破さんはちょっとだけ困った顔をする。

「いやいや、才能を見み出いだす力があるのは素す晴ばらしいことだよ。不破くんには、今後も都筑先生のような実力のある新人を育ててもらいたいものだ」

「ありがとうございます」

「いつかは都筑先生にも、ウチの若いのを育てていただけるといいですな」

「え…？」

　───オレ…？

「うちの会社のシステムみたいなものでしてね。新人の漫まん画が家かはベテランの編集者が育て、新人の編集者は実力ある先生に育ててもらう。そうやって人を育てているんですよ」

　……どういうことだろう…？

　どくん、どくん、と心臓が速まって、空調はしっかりと効いているはずなのに、背中にじっとりと嫌いやな汗あせが浮うかんできた。

　それと同時に、さっき伊川から聞いたことを思い出す。

『不破さんて、新人を担当して一、二年育てて大きくしたあとは、他ほかの編集に引き継つがせては新人をまた担当する、ってことを繰くり返してきてるらしいですよ』

　さっきは考えもしなかったけど、それってオレにも当てはまることなんじゃないのか？

　いまオレは、不破さんに担当してもらって二年目だ。不破さんは、オレ以外にも何人もの作家を担当してるけど、この間、一年ぶりに新人───伊川を受け持つことになったって云ってた……。それってもしかして、ある程度育ったオレを手放すことになったから、だったりするのか…？

『不破さんが担当から外れるときって、『もう手放しても大だい丈じよう夫ぶ』ってときらしいです。だから、最近は編集部のほうもそのサイクルで予定が組んであるとかって』

　松永さんが云いおうとしてるのは、そういうことなのか…？

「いまの都筑先生なら、きっとうちの新人編集者をしっかり育ててくれますよ」

　つまり……不破さんが、オレの担当じゃなくなる？

　体から血の気が引いていき、視界が暗くなっていく。

　そうなったらどうしようと思ったことはあったけれど、松永さんの言葉はそんな危き惧ぐでしかなかった不安などとは比べ物にならないほどの重さで、オレにのしかかってきた。

「松永さん、先にも云いましたが、いまはアニメの件でもごたついてますし、その……」

「ああ、もちろんいますぐって話じゃないよ。そのくらい、君にも期待してるってことを云いたかったんだ」

「……ありがとうございます」

　不破さんからはこんな大事な話、一言も聞かされていなかった。でも『先にも』ってことは、この話が出たのは今日が初めてじゃないってことだよな…。

「では───」

「───だといいが───」

　そのあとも不破さんと松永さんとの間で何言か交かわされていたけれど、オレの耳にはもう届かなくなっていた。

　不破さんが担当じゃなくなってしまったら、どうなるんだろう？

　打ち合わせも、プロットやネームのチェックも他の誰だれかにしてもらうことになる。

　泣き言を聞いてくれるのも、叱しつ咤た激げき励れいしてくれるのも、不破さんじゃなくなるってことだ。

　それにいまでさえ二人きりの───恋こい人びととしての時間が足りないのに、担当が変わっちゃったらいつ会えばいいんだ？

　どんどん離はなれて行っちゃって、会えない日々のせいで心まで離れてしまったら……？

「…………」

　不安がオレの胸を侵しん食しよくしていく。どくん、どくん、と心臓が脈みやく拍はくを速めていき、手の平にじっとりと汗が浮かんできた。

「そういえば、都筑先生は今年高校三年生でしたよね？　卒業後の進路は決まってるんですか？」

「えっ!?」

　唐とう突とつに話を振ふられ、オレははっと我に返った。

　そうだ、ここには松永さんや根元さんがいるんだった。暗い顔をしてる場合じゃない。

「やっぱり、漫画家一本にするんですか？　それとも、進学を？」

「あ……ええと……」

　不思議と言葉に詰つまってしまう。

　いままでだったら、『進学せずに漫画家一本にするつもりです』って簡単に口にできたのに、どうして、すんなり答えられないんだろう？

「…まだ、考え中なんです」

　そして代わりに出てきた言葉に、オレは自分で驚おどろいてしまった。

　漫画家以外の将来なんて考えたこともない。その気持ちに迷いはなかったはずだ。

　なのに、どうして……。

「そうですか。まあ、将来も関かかわって来ますから、簡単には決められませんよねえ。ウチの会社としては専業になっていただきたいのはやまやまですが、私個人的には大学へ行くのもいい経験になると思いますしね」

「ええ、まあ…」

　動どう揺ようを押し隠かくしたくて俯うつむこうとしたとき、オレは強い視線を感じ反射的に顔を上げた。すると、不破さんが苦い表情を浮かべてオレを見つめていたのだ。

　……不破さん……。

　卒業後は漫画家一本にするという気持ちは、不破さんにしか云ったことがない。だからそれは、決意というより二人の間の約束に近かったように思う。

　けど、さっきはなぜか、どうしてもすんなり答えることができなかった。

「───都筑、確かお前このあと用事があるんだったよな？」

「え？　あ、はい」

　突とつ然ぜんの問いかけに首を傾かしげつつも、オレは追つい及きゆうせずに不破さんに頷うなずいた。

　予定は入っていないと云ったはずなのに変だな？　とは思ったけれど、きっとこれも不破さんに何か考えあってのことだろう。

「ああ、そうだったんですか？　残念ですね。今度は是ぜ非ひ、お食事でもご一いつ緒しよしましょう」

「あ…ありがとうございます」

「では、都筑を送ってきますので。根元さん、何かあったら携けい帯たいにご連れん絡らくいただけますか？」

「わかった。都筑先生、今日は突然すみませんでしたね。また今度、ゆっくり話でもしましょう」

「はい。じゃあ、失礼します」

　用があると云ってしまったせいで、いつものように打ち合わせのあとに食事に連れて行ってもらうことはできなくなっちゃったけれど。居い心地ごこちの悪い顔合わせは、不破さんのお陰かげで早々に切り上げてもらうことができた。

　だけど帰宅途と中ちゆうの車の中では、ぎこちない雰ふん囲い気きが流れていて……。

「…………」

　オレからも聞きたいことがあるし、多分、不破さんもオレに云いたいことがあるみたいでお互たがいに落ち着かない感じだ。

　確かく認にんするのは怖こわい。

　でも、このまま不確かなままじゃ他のことが何も手につかなくなりそうだったから、オレはこっそりと深呼吸したあと、覚かく悟ごを決めて呼びかけた。

「あの、不破さんっ」

「なあ、都筑」

「…………」

「…………」

　同時に口を開いてしまい、オレたちは次の瞬しゆん間かん一緒になって黙だまり込む。

　何でこう、オレって間が悪いかな…。

「な、何ですか？」

「都筑こそ、云いたいことがあるんだろう？」

「いえっ！　オレはあとでいいですから、不破さんから先に……」

　勢いが殺そがれて、云い出しにくくなってしまったオレは、ぶんぶんと首を横に振る。そうやってオレが促うながすと、不破さんは逡しゆん巡じゆんする様子を見せたあと、躊躇ためらいがちに訊たずねてきた。

「……さっき、どうしてあんなことを云ったんだ？　ずっと、卒業したら漫まん画が家か一本にするって云ってたじゃないか？」

　う……。

　やっぱり、それを訊きいてくるよな。

　予想通りの問いかけに、オレはこくりと唾つばを飲み込んだ。

　自分でもはっきりとした理由がわからないというのに、何て答えればいいんだろう？

「少し、考えたほうがいいかなと思ったんです…」

　結局、悩なやんだ末にオレが口にできたのは答えにならない答えだった。

　漫画家になりたいっていう大きな夢がかなってしまってからは、目の前のことでいっぱいいっぱいで、いままでオレは明確な将来のことなんて考えてこなかった。

　でも、この先もずっと漫画家でやっていける保証はない。

　続けるための努力は惜おしまなくても、ダメなときはあると思う。いくら描かきたいと思っても、描かせてくれるところがなくなったら、ただの趣しゆ味みになってしまうのがこの仕事だ。

　───改めてそう思ったら、一気に不安になったのだ。

　いまのオレは、不破さんと仕事をしたくて、一緒にいたくて必死にがんばってる。けれど、不破さんから他ほかの誰かに担当が変わったらどうなる？

　この先、オレはいまと同じようにがんばっていくことができるんだろうか？

　変わらない日々なんかないってわかってたのに、オレはずっとそのことから目を逸そらしたままでいた。あり得ないって思おうとしていたのだ。

　だけど、もうそろそろちゃんと考えなきゃいけないのかもしれない……。

「それは仕事のことをか？」

「オレ、いままで何にも考えてなかったから……その……」

「……そうか」

　不破さんはそれ以上、オレに何かを云いおうとはしなかった。

　納なつ得とくしてオレの気持ちを尊重してくれるつもりなのか、何を云っても仕方ないと思ってるのか、よくわからない。

　不破さんは、どう思ってるんだろう？

　担当編集者としてだけじゃなく、恋人として、オレとのこれからのことを考えてくれているんだろうか……？

「都筑、お前も云いたいことがあったんじゃないのか？」

　運転する不破さんの横顔をぼんやりと見つめていたら、ふと思い出したかのように云われた。

「あ、はいっ！　ええと、その……本当に不破さん、担当代わっちゃうのかなって……」

「────」

「いますぐじゃないって云ってましたけど、だったら、いつかは不破さん、オレの担当から外れちゃうってことなんですか？」

　云った途と端たん、不破さんは予想していた通り、その顔に苦い表情を浮うかべた。

「まあ、そうだな……上が決定したら、そうならざるを得ないな」

「そう…ですか……」

　オレは不破さんの返答に、がっくりと肩かたを落とす。

「だが、そうなると決定したわけじゃないし、いまはその予定もない。余計なことを考えてないで、お前は仕事してくれ」

「……はい」

　しょげ返るオレを見み兼かねたのか、不破さんは、ぽんぽんとオレの頭を軽く叩たたきながら慰なぐさめの言葉をかけてくれる。

「俺が何のためにいると思ってる？　担当ってのは、よりよい環かん境きようで仕事してもらうためについてるんだ。大だい丈じよう夫ぶだ、悪いようにはしないから心配するな」

「……不破さん……」

「俺はお前の足元が揺ゆらがないようにするために、できる限りのことをしてるつもりだ。お前が漫画を描きたいと思ってるうちは、お前の望む状じよう況きようを作ってやるから安心しとけ」

　俺はお前の一番のファンだからな、と云うと、自分で口にした言葉が照れくさいのか、不破さんは無意味な空から咳せきを繰くり返した。

　だけどオレは、その不破さんの言葉に感動しつつも、胸に浮かんだ不安を完全には拭ぬぐいきれずにいた。

　いまは不破さんが云うように大丈夫かもしれない。でも、その先は？

　いつ似たような話が出てくるとも限らないんじゃないのか？

「いらない心配なんかしないで、仕事に集中してくれ」

「……はい」

　───そうだった…。

　落ち込んで、仕事に支障が出たら、不破さんの迷めい惑わくになっちゃうじゃないか。くよくよ悩んでるくらいなら、前向きなことを考えたほうが建設的だよな。

　いまのオレにできることといったら、忙いそがしい不破さんの負担にならないようにがんばることだけなんだから。

「着いたぞ、都筑」

「あ、はい。ありがとうございました。プロットまとめ直したらファックスしますね」

「おう、がんばれよ。……って、おい、忘れ物だ」

　車を降りようとしたオレを、慌あわてて不破さんが呼び止める。そして、体を捻ひねって後ろの座席へと手を伸のばし、引き摺ずり出された大きな紙かみ袋ぶくろに、オレは「あっ」と声を上げた。

「……参考資料、ですね」

　その実体は少女漫画だけど。

「まあ、じっくり読んで勉強してみろ」

「はあ」

「凄すごいぞ、いまの少女漫まん画がは。親おや御ごさんに見つかったら驚おどろかれるかもしれないから、見えるところには置いておかないほうがいいかもな」

「ええっ!?　そんな内容なんですか!?」

　親に見つかったらまずいって、どんな漫画を貸し出されたんだろうオレ……。

　不安に眉まゆを寄せると、不破さんは笑い声を上げる。

「少年漫画ばっか読んでるやつには、刺し激げきが強いかもしれないな。ま、今回のプロットはいつも通りで構わないから、その次の展開に組み込めるよう考えておけよ？」

「わ、わかりました。がんばってみます」

　何だか、面おも白しろ半分で少女漫画を押しつけられた感もなくはないけど、不破さんが意味のないことをするはずがないと、オレは自分に云い聞かせて納得する。

「次の締しめ切りは補習もないから余よ裕ゆうだろう？　ちゃっちゃとネーム上げて、原げん稿こうに入ろうな。じゃあまた連れん絡らくする」

「……不破さんのいじわる……」

　悔くやしいけれど、今回の失態はしばらく云われ続けるだろう。

　あーあ。次こそはちゃんと原稿を上げて、不破さんに迷惑をかけないようにしないと！

　オレは走り去る不破さんの車を見送りながら、そう心に誓ちかったのだった。










「たっだいまー」

「おかえりなさい。今日はお仕事はいいの？」

　家に帰ると、母さんが出で迎むかえてくれた。まだ日も高い時間にオレが帰ってきたことに驚いてるんだろうけど、無理もないよな。

　ここしばらくは、ずっと仕事場に籠こもってたんだから。

「母さんも今日は休みなの？」

「キャンセルが出たから午後暇ひまになっちゃったのよ。それで、あとはスタッフに任せて帰ってきちゃったの」

　ウチは両親共働きで、母さんはフラワーアレンジメントの仕事をしてる。

　事務所のようなものを立ち上げてからは経営のほうの仕事が主になってるみたいだけど、花をいじることが好きだからと、自分でもよくクライアント先に行ってるみたいだ。

　本当なら学業を優先しなくちゃいけない歳としだというのに、オレが摑つかんだ漫画家という仕事を陰かげから支えてくれるのは、母さんも好きで始めたことを仕事にしているからだと思う。

　父さんも初めは渋しぶい顔をしていたけれど、初めてのコミックスが出たときは凄く喜んでくれたし、いまでは二人ともオレを応おう援えんしてくれている。

「時間があるなら、あとで一いつ緒しよにお買い物行かない？　お父さんも今日は帰りが早いみたいなのよ」

「わかったー。オレ、部屋にいるから出かけるとき呼んで」

　オレは素す直なおな返事を返すと、自室のある二階へと駆かけ上がった。

　このところ忙しくてほとんど仕事場に籠りっきりだったし、たまには親孝行をしておかなくちゃだよな。

「よっ」

　重たかった紙袋を床ゆかに置き、オレはベッドに寝ね転ころんだ。

　まずは与あたえられた課題をこなそうと、中の一冊を取り出してみる。表紙はよく本屋で見るような、可愛かわいい感じの絵え柄がらとデザインだけど、不破さんは何が凄いって云ってたんだろう？

「まあ、いいや。読んでみればわかるだろうし」

　だけどそれを軽い気持ちで読み始めたオレは、だんだんと眉み間けんの皺しわを深くするハメになった。

　どのページを開いても、主人公は相手の男のことばかり考えている。それは恋れん愛あいモノの基本だから当たり前な展開だろうけど───なんだかものすごく展開が早くないか？

「うっわぁ……」

　読み進めていったオレは、開いたページに出てきた明け透すけなシーンに目を丸くした。

　び、びっくりした……。

　というか、びっくりしすぎて、言葉も続かない。予想もしてなかったエッチシーンに動どう揺ようしてドキドキしてきてしまう。

　いまの少女漫画はこんなに激しいのか……。　>>>♥

　動揺しながらも、オレは紙袋の中のコミックスを次々に読んでいく。

　初めに読んだものはとくに激しい（？）作風だったみたいで、他にはラブコメとか、ほのぼのした話とかもあったけれど、全体的にどれもこれも思ってた以上に女の子が積極的で驚いてしまった。

「……そういや、俊也んちにあるのは古いのばっかだもんなぁ」

　伯母おばさんが好きで残してあるという少女漫画は、いまでは名作と云いわれるような過去の作品ばかりだった気がする。

「いまの女の子は、こうなんだ……」

　というか、世間の恋こい人びとってこういうことをしているものなのかと、オレは目から鱗うろこが落ちた気分だった。

　ここのところ、ずっと疑問に思ってはいたんだけど……もしかして、どう考えてもオレと不破さんって恋人同士っぽくないんじゃないか？

　好きだとは云われたけどあれっきりだし、しょっちゅう会っていても打ち合わせや修しゆ羅ら場ばばかりでデートっぽいことはしたこともない。よく電話したりメールしたりはするけれど、それも仕事のことばっかりだし。

　やっぱりこれって、オレが漫画家で不破さんが編集者だからなのかな？　一番の共通の話題が仕事なのが、仕事とプライベートが一緒になっちゃう原因だとか？

　ってことは、世間の恋人同士と同じようになるためには、オレが漫画家をやめればいいってこと？

「……そんなことできない」

　せっかくかなった夢を手放すことなんてできっこない。

　不破さんは大事だけど、漫画だって同じくらいオレにとっては大事なのだ。簡単に秤はかりにかけられるようなことじゃない。

　それに、オレが漫画家やめたって、不破さんが忙しいのは変わりがないだろうし。もしそうなったら、いまだって打ち合わせと称しようして一緒にいるのが精せい一いつ杯ぱいなのに、ますます会う時間が減っちゃうに決まってる。

　普ふ通つうの恋人同士っぽくはなりたいけれど、仕事を日常と切り離はなすことはできないし。どっちかを選ぼうとすると、どっちも失っちゃいそうだし……。

　その上、不破さんが担当を外れたら、どうなるんだろう？

　仕事のこと、恋愛のこと、問題は山積みだ。

「こ…困った……」

　解決策が見つからない。

　オレは途と方ほうに暮れ、ぱたりとベッドに突つっ伏ぷしたのだった……。
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「これで買うものは全部だよね？」

「多分、買い洩もらしはないと思うが…」

　開いたばかりのスーパーマーケットで、オレと俊也はメモを見ながら、カートに放ほうり込んだ野菜やら肉やらをチェックしていた。

　今日は、俊也のとこの伯母さんの代わりに買い物に来てるのだ。

　長期の休みの間は俊也の家でお昼を食べさせてもらうのが、小さい頃ころからのお約束になってるんだけど、昨日、伯母さんが階段で転んで足を捻ねん挫ざしてしまった。

　幸いたいした怪け我がじゃなかったけど、スーパーまでの往復をするのはさすがに辛つらいだろうということで、オレたちが買い物の代打を買って出たってわけ。

「ああ、そうだ。母さんが『お使いのご褒ほう美びにアイス買ってきてもいい』って云ってたぞ」

「やった！……って、なんかオレたち、ガキ扱あつかいされてないか…？」

「たち、は余計だ。智久だけだろ、ガキなのは」

「何だよ、それっ！」

　みんなして、オレと俊也が同い年だってこと忘れてるんじゃないかって、たまに不安になってくる。

　自分でもガキっぽいところがあるのは、否定できないけどさ。

「いいから、買うのか買わないのか？」

「買う」

　何だかんだ云い合いつつも、結局は俊也も自分のぶんを選んでカートに放り込み、レジへと向かった。

「今日は仕事どうするんだ？」

「もちろんやるよ。プロット早く終わらせないと、不破さんに会う時間ができないし」

　夏休み中の日課は、朝に仕事場に来て、昼ご飯を俊也の家で食べさせてもらって、俊也の予備校がない日はそれからしばらく勉強。それがすむと仕事場に戻もどってその日のノルマをこなし、夕ご飯の時間に間に合うように帰るというのがオレのスケジュールになっている。

　勉強はしなくてもいいかなーと思っても、真ま面じ目めに勉強してる専属俊家庭教師也の手前、サボるわけにはいかないのだ。

　お陰かげで夏休みの宿題はほとんど終わっちゃってるから、次の原げん稿こうの締しめ切りのときはラクだったりするんだけど。

「…ったく、お前はそればっかりか」

「だ、だって、なかなか会えないんだから仕方ないだろう……」

　しつこくして鬱うつ陶とうしく思われるのは嫌いやだし、何の用事もないのに忙いそがしくしてる不破さんに電話するのも気が退ひける。

　でも、毎日会えなくても、声くらいは聞きたい。だからオレは、そのためにせっせと仕事をしてるのだ。仕事を一つ終わらせれば、会う口実が一つできるし。

　───って、もちろんそんな不純な気持ちだけで仕事をしてるわけじゃないけどっ！

「つき合ってるんだろ？　会いたいって云えば、来てくれるんじゃないのか？」

「そうかなぁ……」

　仕事を放り出して『会いたい』なんて云ったら、力いっぱい怒おこられそうだから、そういうワガママを口にはし難にくいというか……。

「…………」

　もしかして、恋人らしくないのはそのせいなのか…？

　昨日読んだ漫まん画がに出てきたカップルは、もっとこう、互たがいが好きで好きで仕方ないってのが行動や言葉でわかりやすかったよな……？

「何、深刻な顔してんだ？」

「え？　あ、うん、ちょっとね……」

　いけない。眉み間けんに皺しわが寄ってたみたいだ。

　笑って取り繕つくろおうとしたオレは、はたと気がついた。

「何？」

　こういうことは、俊也に相談してみればいいのかも。

　オレは会計を終え、スーパーの袋ふくろに野菜を詰つめていた俊也の顔を、じっと見つめた。

「なあなあ、俊也。ヘンなこと訊きいていい？」

「……そういう顔してるときは、ろくなこと相談してこないんだよな、お前は……。まあ、あんまりよくないが、聞いてやる」

　許可が下りたので、心置きなく質問をぶつけてみた。

「どうしたら、不破さんと恋人らしくなれると思う？」

「…………」

「…………」

　ずばり訊いてみたら、俊也は瞬まばたきも止めて黙だまり込んだ。

「……あのなあ。そんなの自分で考えたらどうなんだ。僕だって、そこまで世話焼けないぞ？」

「うー…、やっぱ、そうだよね……」

　やっぱり、さすがに俊也もそんな相談には乗ってくれないか。

　でも、どうしたらこのはまり込んだ袋ふくろ小路こうじから抜ぬけ出すことができるんだろう？

　途方に暮れた顔をしていたら、俊也のほうから折れてくれた。

「まったく…わかったよ。話だけなら聞いてやるから」

「！」

　ずっしりと重いビニール袋を手て渡わたされ外に出ると、強い日ひ射ざしがアスファルトを照りつけ、空気が揺ゆらいでいるのが目に入る。

　アイスのパッケージをビリビリと破っている俊也に倣ならい、オレもビニール袋から自分のぶんを取り出し、そして、アイスを齧かじりながらぽつぽつと愚ぐ痴ちり始めた。

「不破さんと顔を合わせてる頻ひん度どは高いんだけどさ、いっつも仕事のときばっかりなんだよね。今月なんて、ほとんど二人きりになれてないし」

「それはお前が赤点取ったからだろう」

「そ、そうだけどさ、でも、それ以外でもあんまりゆっくり会えないし、二人でいても話すことって云いったら仕事のことばっかだし、オレは自分のこと話すのに不破さんは全然……」

　云いかけて、はっとなった。

　オレ、不破さんのプライベートなこと、全然知らない…？

　誕生日とか、趣しゆ味みとか、好きな食べ物とか。

　不破さんと交かわした会話を思い返してみても、仕事絡がらみのこと以外、何もわからない。

「智久？」

「……ごめん。本当にオレ、不破さんのこと何にも知らないんだなーって思ったら、情けなくなっちゃって」

　照りつける太陽に溶とかされたアイスが手を伝い、地面にポタリと滴したたり落ちる。

　プロフィールから好きになるわけじゃないけど、仮にも恋こい人びとだというのに、こんなにも無知なのは問題なんじゃないのか？

「話す時間が少なかったのは仕方ないだろ？　つき合い始めてすぐに試験と補習と追試が続いたんだから」

「慰なぐさめてんの？　それとも、ヘコませてんの？」

　いつも通りのぞんざいな俊也流の慰め方に、オレは苦く笑しようした。

「ある意味、不ふ可か抗こう力りよくだって云ってるんだよ。色々話したいなら、これからどうにかすればいいことじゃないのか？」

「そうなんだけどさっ！……そうなんだけど、どうしたらいいかわからないから、こうして俊也に相談してるんじゃんか」

「不破さんに直接云ってみれば？」

「う～～」

　俊也は簡単に云うけれど、実行するのは難しいんだぞっ。

　何に対しても玉ぎよく砕さい覚かく悟ごの体当たりが身上のオレも、不破さんに関してはどうも度胸が足りないらしい。ワガママだと思われたりはしないかとか、しつこくして面めん倒どうと思われたりはしないかとか、仕事の負担になったりはしないかとか───余計なことばかり考えてしまって、大たい抵ていは望みを口に出すことができない。

　だから、この前も『行かないで』と云えなかったし、担当のことだって『変わって欲しくない』とはっきり口にすることができなかったのだ。

「云えたら、こんなに悩なやまないって！　あーあ、こんなんで、不破さんが担当じゃなくなったらどうなっちゃうんだろう…。そうなってもつき合ってもらえんのかなぁ」

「担当変わるのか？」

「ううん、いまのところは大だい丈じよう夫ぶみたい。けど、昨日会ったお偉えらいさんが、そうしたそうなこと云ってたから……」

　それに、不破さんも『上が決定したら、そうなる』って云ってたから、いつ担当が変わる日が来てもおかしくはない。

「別にそんな心配する必要ないだろ。お前は不破さんのことを担当だから好きなのか？　担当じゃなくなったら、好きじゃなくなるのか？」

　肩かたを落としていると、隣となりを歩く俊也の大おお袈げ裟さなため息が聞こえてきた。

「そんなことないよ！」

　不破さんは不破さんだから、好きなんだ。担当だからとか、そんなことは関係ない！

　でも、オレが昨日読んだ少女漫画に描かいてあった。体の距きよ離りが離はなれると心も離れるから、だから遠えん距きよ離り恋れん愛あいは上手うまくいかないって。

　確かあの話は、遠距離恋愛中の子が身近な男の子と恋に落ちてしまって、罪悪感を抱いだきつつ……って感じの話だったよな…。

　それって会いたいときに会えないから、すれ違ちがっていっちゃったってことなんじゃないの？

　だから、遠くにいる相手よりも側そばにいてくれるひとのほうが、大事になっちゃったんじゃないのかな？

　ってことは、担当変へん更こうしてなかなか会えなくなっちゃったら、不破さんの気持ちも離れていっちゃうんじゃ───？

「だったら、担当が変わることと、つき合っていけるかどうかってのはまったく別問題じゃないか」

「あ……」

　オレは、俊也の言葉にはっとなる。

　もしかしてオレ……焦あせって混乱して、別々の問題を混同させてしまったのか？

「まあ、智久の不安の理由もわからなくはないがな。会うのが編集部だったり智久の仕事場だったりするから、何においても仕事を中心に考えてしまうんじゃないのか？」

「そう……かもしれない」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやくと同時に、ずるりとアイスが丸ごと溶け落ちてきた。

　手にべっとりとつきそうになったアイスの残りを慌あわてて食べながら、オレは再び悩み込む。

　だとしても、どうしたら仕事から離れられるんだろう？

　どうあがいても、オレは漫まん画が家かで、不破さんは担当編集者なのだ。いくら恋人だって云っても、基本的な接点が『仕事』である以上、何か劇的に変わるとも思えない。

　そもそも、そのことで悩んでいるわけであって……って、ダメだ、頭がこんがらがってきた。

「どうしたらいいんだろう…？」

「そうだな…」

　悩む仕草を見せたあと、俊也は蟬せみの鳴き声が響ひびく中、一つの提案をしてくれた。

「仕事以外で会う時間を作ってみろよ。シチュエーションを変えてみれば、雰ふん囲い気きも変わってくるんじゃないか？」

「シチュエーション？」

「たまには他ほかの場所で会ってみるのも手だと思うけど。デートにでも誘さそってみればいいんじゃないか？」

「うーん、でも、あんまり時間ないし…」

「バカか、お前は。時間は自分で作るもんだろうが。それに、そのくらいの努力もしないで不満ばっかり云うんじゃない」

「ご、ごめ…」

　自覚していた部分を指し摘てきされ、俊也の言葉がざくりとオレの胸に突つき刺ささる。

「どこかに行きたいとか、そのくらいなら云えるだろう？　知らないことが多いなら、これから聞けばいいんだよ。してもらうことばっかり考えてないで、自分で動け」

「……はい」

　びしばし正論をぶつけられ、オレは自己嫌けん悪おが深くなる。

　自分の弱さはわかっていたつもりだったけど、改めて云われるとかなりくるよな…。

　でも、俊也に活を入れられて、気持ちが浮ふ上じようしてきたのも確かだった。

「その歳としの差を利用して、わがまま云ってみてもいいんじゃないのか？」

「わがままかぁ…」

「恋人だって云うんなら、もっとプライベートに踏ふみ込んでもいいはずだろ？　文句を云うのはそのあとだ」

「う……うん、そうだよね…！」

　勝手にシミュレーションして、一方的にダメだと決めつけてちゃ、何も進展しない。

　不破さんとのことはオレの頭の中の物語じゃなくて、現実なんだ。

　誰だれに相談したって、解決できるのは自分だけなんだから、いつまでもうじうじしてたって始まらない。自分でできることは、自分でやらないと。悩み込むのは、オレの柄がらじゃないもんな。

「悩んだら、お腹なか空すいちゃった」

　あっけらかんと告げると、俊也も笑えみを見せた。

「もう、昼だからな。帰ってメシ食ったら、今日のノルマこなすぞ」

「ええー…やっぱり、勉強すんの？」

　今日くらいは息いき抜ぬきできると思ったのに。ホント、俊也ってスパルタだよな……。

「当然だ。いま、僕たちは受験生なんだから───って、そういえば、智久は大学どうするんだ？」

「あ。……それも悩んでるんだった」

　不破さんのことで頭がいっぱいになってて、それどころじゃなかったけど、進路のことも考え直そうと思ってたんだっけ。

「悩んでることを忘れてたのか、呆あきれたやつだな……。けど、お前は仕事のほうが忙いそがしいんだから、大学は行かないでもいいんじゃないか？」

「うん…そう、思ってたんだけどさ、オレ、何にも考えてなかったなーって反省したんだ。で、進路のこともちゃんともう一度考え直してみようかなって」

「そうか。でも僕は、智久はぐちゃぐちゃ考えるより、直感で決めたほうがいいと思うぞ」

「直感？」

「お前、単純だからな。余計なこと考えると、だいたい裏目に出るじゃないか。どっちかっていうと、野性の勘かんのほうが正しいっていうか───おい、あそこにいるの不破さんじゃないのか？」

「オレを何だと思ってんだよ！　って、えっ？　不破さん？　どこどこっ」

　何だか、かなり失礼なことを云いわれたような気がするんだけど、そのあとに続いた言葉に、オレは意識が逸そらされてしまった。

「ほら、マンションの駐ちゆう車しや場じようのとこ。あそこで車停とめてんの、不破さんだろ」

「駐車場？」

　俊也は植え込みの向こうを指差すけど、オレにはその先なんか見えやしない。

　くっ、身長の差が憎にくい……。話を逸らすための噓うそだったら、怒おこるからな！

　小走りで植え込みの横を抜け駐車場に回り込むと、ちょうど来客用スペースに停まった車から不破さんが降りてきたところだった。

「不破さん…！」

　オレは思わず俊也を置いて走り寄る。

「おう、都筑。もしかして、出かけるところか？」

「いえ、帰ってきたところですけど、今日はどうしたんですか…？」

　こっちに来る予定はなかったはずだけど。

　それとも、俊也の部屋に置きっぱなしにしてきた携けい帯たいに連れん絡らくを入れてくれてたんだろうか？

「ちょっと近くまで来たから、食事がてら打ち合わせをしようと思って。何か予定があったか？」

「とくに何を予定してたわけでもないので、どうぞ連れて行って下さい」

　不破さんの問いかけに、追いついてきた俊也が勝手に答える。

　どうして、お前がその返事をしてんだよ……。

「俊也くん。この間はお疲つかれ様。悪かったね、君にまで手伝わせちゃって」

「いえ、智久のことで手を焼かされるのは昔からですから。不破さんも、これのお守もりは大変でしょう？」

「大だい丈じよう夫ぶ、手て間ま暇ひまかかるほうが可愛かわいいもんだしな」

「ふ、不破さん！　俊也も、二人して何の話してんだよ!!」　>>>♥

　微び妙みような話になってきて、オレが思いきり狼狽うろたえると、二人して噴ふき出した。

　くそぉ、オレのことからかって楽しんでるな……。

　不破さんも、俊也がオレたちのことを知ってるから、あんまり表面を取り繕つくろう気がないらしい。

「じゃあ、しばらく都筑こいつを借りて行くな」

「どうぞどうぞ。ごゆっくり」

　俊也はオレの手からスーパーのビニール袋ぶくろを奪うばうと、完全に見送り態勢に入った。

「だから、何でお前が許可出してんだっ！　不破さんも何で俊也に訊きくんですか!?」

「だって、俊也くんはお前の保護者みたいなもんなんだろう？」

「なっ……」

　不破さんにまで、そう思われてるなんて……。

　がっくりと肩かたを落としつつも、結局はオレが不破さんに付いて行かないわけがないのだ。

「ごめん、俊也。伯母おばさんに昼ご飯いらないって云っておいて」

　不破さんの車の助手席に乗り込みながら謝ると、俊也は納なつ得とくずみって顔をした。

「わかってるよ。───そうだ、智久。不破さんに聞きたいことがあるんだろう？　ちょうどよかったじゃないか」

「あ…」

「聞きたいこと？」

　俊也の言葉に、不破さんが反応する。

　……もしかして俊也、きっかけを作ってくれた？

「あ、いえっ、たいしたことじゃないんですけど…っ」

　オレは慌あわてて頷うなずきながら俊也のほうをちらりと見ると、声には出さずに唇くちびるだけで、がんばれよ、と云ってくれていた。

　走り出した車の中、オレは一人でドキドキしていた。

　昨日の今日で会えるとは思ってなかったから、かなり嬉うれしい。

　……でも、打ち合わせって昨日で一いつ旦たん終わらなかったっけ？

　プロットもまだチェックを入れてもらえるような状態じゃないし。いったい、不破さんは何をしに来たんだろう？

「何しに来たんだって顔してるな」

「あ、いえっ、そんなことは…！　打ち合わせ、ですよね？」

　図星を指されて、狼狽える。

　そんなにわかりやすく顔に出てただろうか。

「打ち合わせはただの口実だ」

「へ？」

　口実って？

「今日は埋うめ合わせ。昨日はメシ食わせてやれなかったからな。…ってのも口実で、本当は智久の顔を見に来たんだよ」

「……!!」

　ニヤリと口の端はしを上げて云われた言葉に、カッと頰ほおが熱くなった。

　ちゃんとオレのことを考えてくれてるんだろうかって不安に苛さいなまれたりもしたけど、不破さんはこうしてちゃんとオレのことを考えてくれている。

　忙しいのにわざわざ時間を作って訪ねてくれたりもするのに、これのどこが恋こい人びとらしくないって云うんだろう。そんなのオレの杞き憂ゆうだったんだ。

　オレは一人でぐるぐると思い悩なやんでいたことを恥はじ、反省した。

「で、聞きたいことって何なんだ？」

「もういいんです！　た、たいしたことじゃないんで…っ」

　これ以上を望んだら、罰ばちが当たりそうで怖こわい。

　なのに、不破さんはどうしてもオレに白状させようとしてくる。

「たいしたことじゃなくてもいいから云っておけ」

「あ、いや、その……聞きたいことっていうか、お願いしたいことっていうか……」

　デートに行きたいと云ったら、きっと連れてってくれると思う。

　けど、オレとしてはあんまり不破さんに無理させたくない。休みの日まで、外に連れ出して疲れさせるのは申し訳ないもんな。

「どっちでもいいから、さっさと云え」

　ええと、仕事場とか編集部の会議室とか打ち合わせ用の喫きつ茶さ店てんとかじゃない、二人きりになれる場所。それでもって、不破さんが疲れないところって云ったらどこだろう？

　不破さんの追つい及きゆうにおろおろとしていたオレは、はたと最適な場所を思いついた。

「……不破さん家ち」

「は？」

「不破さんの家にもう一度行ってみたいなぁ…って」

　これなら『デートに行きたい』というよりは、負担にならないと思うんだけど……。

　それに今回は、俊也が云うように不破さんのプライベート部分にも踏ふみ込んでいきたい、って気持ちもあった。

　でも、ちょっといきなりすぎただろうか？

「ウチ？　何でだ？」

「だ、だって、この間はあんまりゆっくりできなかったから……」

　延べ時間にしてみたらそこそこ滞たい在ざいしていたことはいたけど、それの大半がベッドの上という状じよう況きようだった。

　それに、無理矢理他社の編集者から飲まされたアルコールも手伝ってか、相当な時間眠ねむってしまったのだ。……もちろん、眠る以外のこともしたけれど。

　オレとしては、不破さんが嫌いやじゃなければ、あんなアクシデントでではなく、ちゃんと招待された上であの部屋に行ってみたいってのが本音だった。

「まあ、智久が来たいって云うなら、構わないが。……週末辺り来るか？」

「いいんですかっ!?」

「来たいって云ったのはお前だろう」

　驚おどろきの声を上げると、呆あきれ口調で返された。

「そ、そうなんですけど…」

　そうなんだけど、こんな簡単にＯＫされるとは思ってなかったのだ。

　半分閃ひらめきで云ったようなものだったから、予期せぬ幸運って感じで、ついつい口元が弛ゆるんでしまう。

「今度の土曜なら、ちゃんと片づけておくよ。この間連れていったときは酷ひどかったからな」

「そんなに酷くはなかったと思うんですけど」

「見み栄えくらい張らせろ」

　不破さんはそうやって憮ぶ然ぜんとした顔で云い返してきたけど、あのくらいの雑然さは普ふ段だんの忙いそがしさをかえりみたら仕方ないとオレは思う。逆に生活感が見えて嬉しかったんだけどな。

　どこが不本意だったんだろう？

「───じゃあ、都筑。プロットは今晩提出で、金曜までにネーム。できるよな？」

「はいっ！」

　急に真ま面じ目めな顔になって課題を課してきた不破さんに、オレは力強く頷いた。

　できなければ、週末の予定はナシだってことなんだろう。

　でも、絶対に金曜までにプロットもネームも終わらせて、不破さんのＯＫ取ってやる。

　週末に向けて、オレは気持ちを引きしめたのだった。










　───そして。

　不破さんとの約束を取りつけたオレは、帰って早々にプロットを片づけてファックスし、手元にある少女漫まん画がを参考に計画を練ねった。

　せっかく家に連れていってもらうんだから、恋人として株を上げたいと思うのが恋心ってものだ。

「うーん。やっぱ、男の理想って云ったら、家庭的なところ？」

　オレだったら、ご飯とか自分のために作ってもらったら感動しちゃいそうだけど、オレに料理なんかできるわけがない。

　せいぜいできることと云ったら、米を洗って炊すい飯はん器きでご飯を炊たくことくらいだ。…って、そんなの料理って云わないよな。

　掃そう除じとか整理整せい頓とんとかは好きだけど、不破さんがしておくみたいなこと云ってたし。

　どうしたら、不破さんに喜んでもらえるんだろうか。

　漫画を描かくこと以外、オレ…得意なことってこれと云ってないんだよな……。

「あっ」

　ふいにオレは、ぱらぱらと捲めくっていた少女漫画のあるページで目を止めた。

　そこでは主人公の女の子が、好きな相手に授業の実習で作ったクッキーを渡わたしていた。

　素す直なおになれない彼女は「余ったから」と、一生懸けん命めいに作ったそれを男に押しつけ、つき返されるかもしれないという不安から、その場から足早に立ち去ろうとする。けれど、その男は───って話の筋を追ってる場合じゃない。

「これなら、オレにもできるかも」

　クッキーのプレゼントって、男がするようなことじゃないような気もするけど、この際、贅ぜい沢たくは云ってられない。

　ありがたいことに、オレには料理好きの伯母おばがいる。

　ケーキも簡単に焼いてしまう彼女なら、クッキーの作り方くらい教えてくれるだろう。

　作り方を教えてくれと云ったら訝いぶかしがられてしまうだろうけど、そこは俊也にも口裏を合わせてもらって、家庭科の宿題で一品作らなくてはいけないことにしてしまえばいい。

「っしゃ！」

　がんばって、不破さんに喜んでもらうんだ。

　オレはすっくと立ち上がると、計画の協力を求めるために俊也の部屋に向かったのだった。
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「おじゃましまーす……」

　招き入れられるために開かれたドアをくぐり、オレは不破さんの部屋に足を踏み入れた。

　今日は約束の土曜日。

　朝、家まで迎むかえに来てくれた不破さんに連れられてやってきたマンションは、ウチからそう遠くないところにあった。

　車の中から地下鉄の駅の看板が見えたから、電車でも来れそうだ。

「いらっしゃい。───何、緊きん張ちようしてるんだ？　一応、これで二度目だろうに」

「だ、だって」

　前回は酔よっぱらってたし、不意打ちみたいなところもあったから緊張するよりも戸と惑まどいのほうが大きかった。

　だけど今回は、せっかく招待してもらったんだから失態のないように、と思うとドキドキしてきてしまう。

「ちょっと寒いか？」

「あ、オレは大だい丈じよう夫ぶです」

　空調を効かせておいてくれたらしく、部屋の中は外の炎えん天てん下かが噓うそのように涼すずしい。

　案内されたリビングは広く、壁かべ一面に並んだ本ほん棚だなにはぎっしりと本が詰つまっており、部屋の一角にあるオーディオセットはとても立派なものだった。

　前に来たときはあんまり観察しなかったけど、少なくとも床ゆかに本が積み上がっていたのは覚えてるから、きっと不破さんはその辺を片づけたんだろう。

　興味津しん々しんできょろきょろ辺りを見回してると、不破さんが苦く笑しようした。

「そんなにジロジロ見るなよ。粗あらが見えるだろ」

「す、すいません。でも、嬉うれしくて……」

　本棚やインテリアを見ていると、オレの知らない不破さんが見えてくるみたいで楽しいし。

「何がそんなに嬉しいんだ」

「だって、普段はどんなの読んでるのかなあって思うじゃないですか。あっ！　あの本、ウチにもある！」

「どれ？」

「あの、田た中なか先生の……」

　コミックスが詰まってる本棚を指差し、きっちりと順番通りに並べられている作品のタイトルを読み上げた。

「お前、けっこう渋しぶい趣しゆ味みだな。あれが出たのって、智久が幼よう稚ち園えんか小学校のときじゃないか？」

「中学のとき、古本屋でたまたま一巻を買ったら面おも白しろくて、先を集めちゃったんです」

　当時のお小こ遣づかいの数ヶ月ぶんがふっとんだけど、後こう悔かいはしていない。

　そのくらい面白い話だったし、今でも読み返すくらいだ。

「あれが好きなら、この棚たなにあるのはだいたい好みに合うんじゃないのか？　読みたかったら持って帰っていいぞ」

「いいんですか!?」

　不破さんの本棚には気になってたけど、もう絶版で普通の本屋では手に入らないコミックスとか、巻数が多くて購こう入にゆうに二の足を踏ふんでいたものとかもあって、漫画好きだったらゾクゾクしちゃうラインナップばかりだった。

　何日、この部屋にいても飽あきないと思う。

　でも、これまで漫画の話をしてきて趣味が合うなぁと思ってきたけど、こんなにかぶってるとは思わなかった。もしかしたら、不破さんがオレの話に合わせてくれてんのかなって思ってたくらいだから、凄すごく嬉しい。

「漫画以外は読まないのか？」

「うーん、たまに俊也から借りて読みますけど、自分ではあんまり買わないです。守備範はん囲い外だから、アンテナが働かないというか、どれが自分の好みに合うのかわかんなくて」

「じゃあ、あとで何冊か見み繕つくろってやるよ。お前も好きそうなのもあるし」

「ホントですか!?　ありがとうございます！」

　やった！　思わぬ収しゆう穫かく……って、オレここに本を借りに来たわけじゃないってのに……。

「あっ…」

　そのとき、本棚の下のほうに並んでいたコミックスに目が留まった。

　あれって、ウチの雑誌で連れん載さいしてた岩城先生のだ……。

「何か、他ほかに気になるのでもあったか？」

「……不破さんって、岩城先生とか澤辺先生とかの一番初めの担当をしてたって本当ですか？」

「…………」

　思わず口をついて出た質問に、不破さんは一いつ瞬しゆん黙だまり込んでしまう。

「ああ…。だけど、何でお前がそれを知ってるんだ？」

「伊川に聞いたんです。不破さんは新人ばっかり担当してて、一、二年したら他の人が引き継つぐって。不破さんが担当したから、岩城先生も澤辺先生もいまみたいに売れっ子になったって云いってました」

「───いったい、いつそんなことを聞いたんだ？　お前はまだあいつと会うことがあるのか？」

　オレの言葉に、不破さんは気色ばむ。

　突とつ然ぜんどうしたんだろう？　オレ、また変なことを云ってしまったんだろうか？

　剣けん吞のんな表情に、オレはしどろもどろになって返した。

「えっと、この間忘れ物を取りにきたときです。それからは全然会ってません」

　そう説明すると、不破さんは忌いま々いましげに舌打ちした。

「…ったく、あいつはどこでそんな話を仕入れんだか。たしかにその先生たちに最初についたのは俺だよ。けど、あの人たちが売れてるのは俺がどうこうしたからじゃなく、彼らの実力だ。それに、一、二年で引き継ぎしたのはただのタイミングであって、故意じゃない」

「でも、上の人が担当変へん更こうしろって云ったら、それに従わなくちゃいけないんですよね」

「一応、宮仕えの身だからな」

「じゃあ、オレも担当変更されちゃうのかな…」

　ふと、胸の奥に引っかかっていた不安が、ぽろりと唇くちびるから零こぼれ落ちた。

　云ってしまってから後悔したけど、もう遅おそい。不破さんは眉み間けんに皺しわをよせ、オレをじっと見つめてくる。

「まだ、気にしていたのか？」

「…………」

「───智久。岩城先生だって澤辺先生だって、いまじゃウチで描かいてないだろう？　何でだかわかるか？」

「いえ、わかりません」

　諭さとすような口調になった不破さんの言葉に、オレは首を横に振ふる。

　確かにその二人は、完全に他誌に移ってしまっている。デビューしたところで描かなくなるのって、それなりの理由がありそうだけど、何故なぜなんだろう……？

「担当変更して新人編集者に任せた途と端たん、他社に持ってかれたんだよ。俺が担当してたときは、条件のいいところに誘さそわれても、最初から面めん倒どうを見てたってことで義理立てして断ってくれてたけど、上からの指示で引き継ぎしてる間に、な」

「そうだったんですか……」

「そういう教訓があるから、いまウチではあんまり担当を変えないようにしてるんだ。まあ、現場を知らない上はいまでも軽く云ってくるがな。だいたい、アニメ化も進行してるようなこんなバタバタしてる時期に、担当を変えるわけないだろう。そんな暇ひまどこにある？」

　そう云って、不破さんはオレの額を軽く小こ突づいてくる。

「そ、そうですね」

「だから、心配すんな」

「……はい」

　とりあえずは、アニメ化のことが落ち着くまでは現状のままだってことだよな。

　───ただ、そのあとはわからないけど。

「もう辛しん気きくさい話は終わりにしとこう。そうだ、智久。昼飯は？」

「食べてきてませんけど」

　迎むかえに来てもらったのがちょうど十二時だったから、お昼は食べないで出てきた。

　第一、食事をする時間があったとしても、期待と緊きん張ちようで胸がいっぱいでご飯が喉のどを通らなかっただろうし。

「腹減ってるなら、何か作るぞ」

「えっ!?　不破さんが作ってくれるんですか!?」

　不破さん、料理もできるんだ！

「何だ、嫌いやなのか？」

「いえっ、ちょっとびっくりしただけで……」

　というか、もの凄すごい嬉しいけど、これ以上不破さんに太刀たち打うちできなくなっても困るんですけど、オレ……。

　だって、クッキー程度じゃ、どうにもならないじゃん。

　それに第一、男のオレがそんなものを作ってきてるってのはヘンだよな。

　……やっぱり、あれは持って帰ろう。

「一人暮らしも長いからな。自分の世話くらいできるようになるさ。まあ、作れるって云っても、たいしたものはできないけどな」

「でも、凄いです」

　不破さんくらい忙いそがしかったら、外食とか店屋物に逃にげちゃってもおかしくない。

　オレなら一人暮らししたって、自じ炊すいしようって気にならないと思う。

「ご飯ものと麵めん類るい、どっちがいい？」

「えーと、麵、かなぁ」

「じゃあ、パスタでいいか。智久はそのへん座ってろ。暇だったら、漫まん画が読んでてもいいし、ＤＶＤも見てていいから」

「えっ」

　オレは慌あわてて、キッチンに行ってしまった不破さんを追いかける。

　不破さんが疲つかれないようにって、会う場所をここにしたのに、オレばっかり世話を焼いてもらっててどうするよ。

「あのっ！　オレ、お手伝いします」

　あまり役には立たないかもしれないけど、何もしないで待ってると緊張が増していきそうだ。

「そんなたいしたもん作るわけじゃないから大だい丈じよう夫ぶだぞ？」

「で、でも、座ってるのも落ち着かないし……」

　それに、料理をしてる不破さんを見てみたいって気持ちもあったりして。

「迷めい惑わくだったら、いいんですけど」

　窺うかがうように見つめると、不破さんはしばらく唸うなったあと、手伝いの許可をくれた。

「そうだな……。なら、玉たま葱ねぎ剝むいておいてくれるか？　それが終わったら、冷蔵庫から明めん太たい子こ出して中味をかき出しておいてくれ」

「はいっ」

　てきぱきと不破さんが用意する横で、オレは云いつけられた仕事に集中する。

　外側の皮を剝いた玉葱を不破さんに手て渡わたすと、ザクザクと切られ、温められたフライパンに投入された。

　不破さんが作ろうとしているのは、明太子のクリームパスタらしい。

　クリームパスタも明太子もオレの好物だったりする。もしかして不破さん、わざわざ材料を用意しておいてくれたとか…？

　…って、それは自意識過か剰じようすぎかな。冷蔵庫にたまたま入ってただけかもしれないし。

　そうやって考え事をしていたら、明太子をほぐす作業もあっという間に終わってしまい、オレはやることがなくなってしまった。

「他にやることないですか？」

「あとはパスタが茹ゆで上がるのを待つだけだ。皿を出しておいてくれると助かるんだが……届かないか」

　不破さんの見上げる先は、食器棚だなの上に位置する扉とびらだった。

　椅い子すか何かに乗らなきゃ、オレには到とう底てい届きそうもない。こういうとき、背が低い自分が恨うらめしい……。

「あ！　それなら、オレがパスタをザルに上げておきますからっ」

「大丈夫か？　あの鍋なべ、けっこう重たいぞ？」

「平気ですよ。それにほら、フォークの場所とかもオレわからないし」

「じゃあ、頼たのむな。オレはテーブルのほう、片づけてくるから」

　だけど、鍋なべ摑つかみで底の深い鍋を持ち上げたオレは、予想以上の重さに驚おどろいた。似たようなのを母さんや伯母おばさんが使ってるからもっと軽いかと思ったのに、甘かったかもしれない。

「よいしょっ」

　持ち上げた鍋を持って流しまで移動し、置いてあったザルに恐おそる恐るゆっくりと傾かたむけていく。

　ところが、重さに負けて鍋が傾きすぎた途端、お湯が勢いよく流れてしまったのだ。

「うわっ、湯気がすご……っ」

　一気に立ち上る熱い湯気に、オレはたじろいでしまう。

　おまけによろめいた弾はずみでザルの縁ふちにかかった熱湯が跳はね、ハーフパンツを穿はいている素す足あしにかかってしまった。

「あつっ」

　思わず小さな悲鳴を上げると、不破さんが血相を変えてキッチンに飛び込んでくる。

「どうした、智久!?」

「あ、すいません。ちょっと、足にお湯が───」

「……っ、こっちに来い！」

　シンクの横に鍋を置きながら、苦笑いを浮うかべて失敗を白状すると、不破さんはそんなオレの手を強ごう引いんに引いてバスルームへと連れて行く。

「どこにかかったんだ？」

　シャワーヘッドを握にぎりながら訊きいてくるところをみると、多分熱湯がかかったところを冷やしてくれるつもりなんだと思う。

「膝ひざの辺りですけど……大丈夫ですよ？　あんまり赤くなってないし」

「火傷やけどは放ほうっておくとあとで痛くなるんだ。そこに座って足を出せ」

　云いわれた通り、浴よく槽そうの縁に座ると冷たいシャワーを足に浴びせられた。

　不破さんの深刻な表情に、次し第だいにオレの胸の内に罪悪感がふつふつと湧わき上がってくる。

「あの……ごめんなさい……」

　役に立ちたかったのに、逆に迷惑をかけちゃったんだ、オレ……。

　やっぱり、漫画みたいに上手うまくは行かないもんだよな。こんなことなら、大人しく待っていればよかった。

　しゅん、となって謝ると、不破さんは強こわ張ばらせていた表情をふっと和やわらげてくれた。

「怒おこってるわけじゃない。火傷もたいしたことなくてよかった。でも、本当に気をつけてくれよ？　俺がこんなに大事にしてるんだ、怪け我がなんかしてくれるな」

　不破さんはきゅっとシャワーを止め、濡ぬれた指の背でオレの頰ほおを撫なでてくる。

「だ……っ、な、何云ってるんですか！」

　そういう恥はずかしいことを素面しらふで云うのはやめて欲しいんですけど！

　でもこっちの動どう揺ようなんかお構いなしに、不破さんは淡たん々たんと言葉を続けた。

「お前はけっこう抜ぬけてるところがあるから、心配でしょうがない」

「うわぁっ!?」

　ため息混じりの言葉のあと、掬すくうようにして抱だき上げられる。そうして、濡れた足もそのままに、リビングのソファーまで連れていかれた。

「ゆ、床ゆか、水で濡れちゃってますよ？」

「そんなのあとで拭ふけばいい。まずはお前だ」

　不破さんはオレをソファーに座らせると、寝しん室しつからバスタオルを持ってきて、オレの足を拭き始める。

「自分でできます…っ」

「いいから大人しくして……ん？　お前、手にも火傷してるじゃないか」

　タオルを奪うばおうとした拍ひよう子しに手を見られ、オレは水みず膨ぶくれになったままの火傷を不破さんに見み咎とがめられてしまった。

「あっ、これは…！」

　伯母さんに習ってクッキーを焼いてるとき、オーブンに触さわっちゃってできた火傷だ。そのときも冷やして薬を塗ぬってはおいたけど、昨日の今日で治るわけがない…。

「鍋でも触ったか？」

「あ、その、これは家で……」

「智久、料理なんかできたか？」

「ちょ、ちょっと手伝いをしただけなんですけど……」

　まさか、不破さんにあげるクッキーを焼いて火傷を負っちゃったなんて、恥ずかしくて云えるわけがない。

「…ったく！　そっちも見せてみろ」

　不破さんはソファーセットのローテーブルの下から救急箱を引っ張り出すと、中から軟なん膏こうのチューブや絆ばん創そう膏こうを取り出した。

　そして、てきぱきと薬を赤くなったところへ塗り込み、その上から絆創膏を貼はっていく。

　うわ……何か、やばい、かも……。

　不破さんの指を意識し始めたら、体が熱くなってきた。

　何の含ふくみもないってわかってるのに、不破さんに触られるだけでドキドキしてくる。

「他ほかに怪我してるところはないか？」

「だ、大だい丈じよう夫ぶです」

「……智久。顔が赤くなってる」

「平気ですってば！」

　むしろ、距きよ離りが近いほうが平気じゃないというか。

　オレは、どうにかして離はなれなきゃと、じりじりとソファーの上を移動していく。

「どうして離れようとするんだ？」

「それは───」

「隠かくさないでも、わかってるよ」

　不破さんはニヤリと笑ったあと、また体を抱かかえるようにしてオレを膝の上に乗せてしまう。

「こうすれば、逃にげられないだろう？───心臓の音が凄すごいな」

「……っ」

　抱きしめられ、胸に耳を押し当てられる。

　そのあと、オレは手を取られ、不破さんの胸を触らせられた。

「わ……」

　不破さんの心臓も凄い。

「この間はお預け食くらったからな。俺も忍にん耐たい力りよくがなくなってるらしい」

「へ？」

　誘ゆう惑わくに勝つには、理性が足りない。

　不破さんはそう云いながら自じ嘲ちよう気味な笑えみを浮かべたあと、密ひそやかに訊いてきた。

「───昼飯はあと回しでいいよな？」

　熱を持った瞳ひとみでオレをじっと見つめてくる。

　そんな瞳で見つめられたら、ダメだなんて建て前でも云えなくなるじゃんか……。

「……はい」

　こくりと頷うなずくと、いい子だとでも云うかのように頭を撫でられた。

「智久」

　不破さんの唇くちびるに刻まれる自分の名前が、ヤケに甘く響ひびく。

　とくん、とくん、と速さを増していく心臓を意識していると、別に悲しいことなんて何もないのに勝手に瞳が潤うるんできてしまう。

　見つめられているだけで、胸がぎゅうっと締しめつけられるのだ。

「総一郎さ……ん───ふ…っ、んぅ……」

　するりと首の後ろに手を回され、オレは求められるままに唇を重ねた。

　口づけはだんだんと甘さを増し、交わりが深くなっていく。

　息いき継つぎすらままならないキスだったけれど、オレはそれでもやめたくはなくて。

「ん……んん……」

　オレも、前回中ちゆう途と半はん端ぱにされたせいで、欲求不満になっていたのかもしれない。

　肩かたに縋すがりついていた手を不破さんの頭に回して、かき抱いだく。自分から舌を絡からめると、不破さんは一いつ瞬しゆん動きを止めた。

「や……もっと……」

「どうした？　今日はヤケに甘ったれだな」

　オレからキスを乞こうと、軽く啄ついばまれながら、そんなことを云われた。忍しのび笑いの振しん動どうさえ、オレの体を震ふるわせる。

「だって……っ、あ…っ」

　ガマンしてたのは、不破さんだけじゃないんだよ？

　そう告げようとしたけれど、強く吸いつかれた首筋から走った電流のような痺しびれに言葉が途切れてしまった。

　チリ、と痛みを感じるほど吸い上げられたあと、ねっとりとそこを舐なめられる。　>>>♥

「でももだっても禁止。智久のほうからウチに来たいって云い出したんだからな。何されても文句は云うなよ」

　囁ささやかれながら、耳みみ朶たぶを嬲なぶられ、甘あま嚙がみされ……それだけのことで溶とけ落ちてしまいそうな体が心こころ許もとなくて、オレは不破さんの首に絡ませた腕うでをキツくした。

「……あ……」

　やっぱり、不破さんっていい匂においがする……。

　不破さんの首筋に顔を埋うずめたオレは、鼻先を掠かすめた香かおりに一瞬くらりとなった。

「こら、あんまりくっつくと何もできないだろう？」

「あ、ごめんなさ……んっ、あ……」

　強くしがみついていたら、ペシッと軽く頭をはたかれる。はっとなって腕を緩ゆるめた直後、Ｔシャツの下に不破さんの手が忍び込んできた。

　少し冷たい手の平。

　何度も、この体温に触ふれられているはずなのに、未いまだ触れられる度たびにドキドキしてしまう。

　どうしてオレは、自分よりも温度の低いこの手に毎回熱くさせられてしまうんだろう？

「心臓の音、凄いな」

「……っ」

　胸の上に滑すべってきた手の平は、何の膨ふくらみもないそこを揉もみ込むようにし、小さな尖とがりを指先で捏こねる。

「あ…ぁ……っ、んくっ」

　喘あえぐ唇を再び塞ふさがれると、キツく舌を吸われ、溢あふれる唾だ液えきを啜すすられる。

　胸や脇わき腹ばらを撫なで擦こすられてるうちに、下か肢しの中心がジンジンと熱を持ってくる。

　血液がその部分に集まり、苦しいほどに張り詰つめてきて……。

　いまにもくずおれてしまいそうにくたくたになった体は、不破さんに向きを変えられる。

　膝ひざの上なのは変わらずに、背中を預けるような体勢にされたあと、ふとこんなことを云いわれた。

「そうだ、智久。そこのテーブルの軟なん膏こうを取ってくれるか？」

「え？　あ……はい」

　どうしていきなり火傷やけど用の軟膏なんだろう？　という疑問が脳のう裏りを掠めたけれど、深く考えられる余よ裕ゆうはいまのオレにはなかった。

　体を折り、云われるままに手を伸のばす。

「どうするんですか？」

「代用品だよ」

「は？」

　後ろから抱だきかかえるように回された手が、ハーフパンツのウエストにかかったかと思うと、下着もまとめて力任せに引き下ろされた。

　それは膝ひざ下したまで下ろされたあと、重力に従って床ゆかにずるずると落ちていく。

「ちょっ……総一郎さん……っ!?」

　心の準備もなく露あらわにされた下半身に、オレが呆ぼう然ぜんとしていると、不破さんは勃たち上がりかけてた中心に指を絡めてきた。

　やんわりと撫でられる感かん触しよくに、腰こしの奥がゾクゾクと震える。

「や……っ、んな…いきなり……っ」

「いきなりでもないだろうが。こんなにしておいて」

「だ、だって！」

「だっては禁止って云っただろう？」

「ぁあ、あ…っ、あ……！」

　何度か擦られただけで、そこはあっさりと張り詰めてしまう。

　先せん端たんを撫でられるとぬるぬるとした感触がして、体液が滲にじみ出しているのを思い知らされた。

「俺だって、余裕ないんだ。恥はずかしいのくらいガマンしろ」

「な、何？───ひぁ……っ」

　だらしなく投げ出すようにしていた片足を持ち上げられ、晒さらされた場所に何かぬるりとした冷たいものが触れてくる。

　それがさっきの軟膏だってことにはすぐに思い当たった。

　不破さんが代用品と云ったのは、こういうことだったんだ。

「や…ぁ……あ、あ……っ」

　入り口を揉み解ほぐされたあと、指先が中へ入り込んでくる。軟膏のぬめりのお陰かげか、不破さんの節の太い指は簡単に奥へと沈しずんでいった。

「ん？　だいぶしてないのに柔やわらかいな。智久、お前、自分でしただろ？」

「し、知らない…っ」

　───なんてとんでもないこと云うんだ、この人は！

「こうやって、中弄いじったんだ？」

「ちが……っ、あぁっ、ん、あ…っ、あ……！」

　不破さんは沈めた指を抜ぬき差しし、そして時折、搔かき回すようにして器用に指を動かしてくる。

　しばらくすると、柔らかく解ほどけていく粘ねん膜まくがその指に絡みつき、小刻みに震え始める。するとすぐに指が増やされて、内部では圧あつ迫ぱく感かんが少し増した。

「じゃあ、もっと奥？」

「やぁ…っ、んん、んー…っ」

　ずっ、と指を深くに突つき入れられ、内ない壁へきを摩ま擦さつされると、腿ももの内側がヒクヒクと痙けい攣れんする。腰の奥からせり上がってくる快感が、オレの頭のてっぺんまでを痺れさせた。

　それだけじゃない。感じすぎて、爪つま先さきも、ドクドクと早はや鐘がねを打つ心臓も、疼うずくように痛んで、どこもかしこもおかしくなっている。

「し…て…ない…。そう、じゃなくて……っ」

「智久？」

「そ…いちろさんじゃないと、きもちよくない…っ」

　好きな人の体温を感じた直後、自分で自分を慰なぐさめたって、虚むなしさが募つのるだけだ。

　だけど、体を蝕むしばむ切なさを消してしまおうと、あの夜はすぐに布ふ団とんを被かぶったけれど、なかなか寝ねつかれなくて苦しい思いをしたのだ。

「……ったく、こういう殺し文句をどこで覚えてくるんだか」

　うなじに触れた苦笑いの吐と息いきに、気持ちが凍こおりかける。

　もしかして、呆あきれられた…？

　そんな不安を感じていると、体から指が引き抜かれ、オレは喪そう失しつ感かんに戸と惑まどってしまう。

　不破さんが背後で身じろぐ気配を感じた直後、腰を摑つかまれ、体をぐっと持ち上げられた。たったいままで解されていたその場所に、熱いものが触れたせつな、カッと体が発火したように熱くなる。

「あっ」

「ちっと痛いかもしれないが、ガマンできるか？」

「ん……いいから……、あ…ぁあ……っ」

　腰を落とされ、ぐっと先端がめり込んできたあとは、体の重みであてがわれた昂たかぶりを吞のみ込んでいく。

　入り込んできたものの熱さと大きさに目眩めまいがする。

　だが、めいっぱいに押し開かれた器官は、それにまつわりつくようにきゅっと締しまった。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「へい…き……」

　自分の心臓の音と、不破さんの心臓の音。

　どくん、どくん、と激しく脈打つ鼓こ動どうが重なった瞬しゆん間かん、胸の奥がじわりと温かくなった。

　どっちも、オレの中で鳴り響ひびいているんだって思うと、不思議な感じがする。

　安あん堵どに似た気持ちで、衝しよう撃げきに強こわ張ばらせていた体からふっと力を抜くと、背後で不破さんの笑う気配がした。

「何、安心してるんだ？」

「へ？　うぁ…っ、あ、あ、あ…っ」

　くったりと力を抜き、不破さんに預けきっていた体をふいに揺ゆすられ、オレは上うわ擦ずった声を上げてしまう。

　いつもとは違ちがう角度で貫つらぬかれているオレの体は、戸惑いに打ち震ふるえ、とてつもなく熱いものに体の中を擦られ、ざわりと全身が総毛立つ何とも云えない感覚に狼狽うろたえた。

「あ…やぁ…っ、あ…っ」

　緩ゆるやかに伝わる振しん動どうが、徐じよ々じよに速さを増していく。

　搔き回される体内はどろりと溶とけ、形をなくしていってしまいそうだった。

「…あっ…やっ」

　気き紛まぐれに体を持ち上げられ、腰を落とされる。その度たびに収縮する粘膜が、入り込んだものの形を、熱を覚え、もっと刺し激げきが欲しいと訴うつたえる。

「凄すごいな、そんなに飢うえていたのか」

「んっ、んん……っふ、あぁ…っ」

　腰を摑んでいた手が妖あやしく腹部を撫でたあと、ぷつりと硬かたくなった胸の尖とがりに触ふれてきた。

　やわやわと指で揉もみしだかれ、押し潰つぶされる。敏びん感かんなその突とつ起きは、全すべての刺激を痛いほどに感じてしまう。

「…っあ、んぅ…っ、んんん」

　不破さんは首筋に吐息を吹ふきかけ、うなじに嚙かみついてくる。何度も何度も些さ細さいな刺激を繰くり返されているうちに、下腹部に溜たまる熱量は増え、疼きは次し第だいに激しくなっていく。

　……もう、イキたい。

　体の中で暴れ回る熱を、いますぐ手放してしまいたい。

　ガクガクと体を揺さぶられる中、オレは耐たえきれなくなって、半ば無意識に自分の足の間に手を伸のばした。

「こら。自分でやるのはルール違い反はんじゃないか？」

「や…っ」

　不破さんはオレの手を摑み、諭さとすように云いってきた。

　悪戯いたずらが見つかったときのような身の置き場のない気持ちになり、カアァッと顔が熱くなる。　>>>♥

「して欲しかったら、俺に云えばいいだろう」

　不破さんはくすくすと笑いながら、硬く勃ち上がったオレ自身に触れてきた。

「あ…！」

　絡からみつく指の感触と体温に息を吞のむ。望んでいた刺激に、四し肢しが震えた。

「どうして欲しい？」

「も、っと、ちゃんと触さわって…っ」

　上下に擦こするように動き出した不破さんの手は、オレの感じる場所を知り尽つくしてるかのようにポイントをついてくる。

「こうか？」

「ん、あっ、はっ…あ、あ……っ」

　つけ根の膨ふくらみを揉み込んだあと、不破さんの指は裏側を擦り、括くびれを撫なでる。

　先せん端たんのくぼみを指先で抉えぐられると、ビクンと腰こしが跳はねた。

「んぁ……っ、あぁ、ん……っ！」

　怖こわいくらいに体が熱い。

　体の奥から湧わき上がる疼きと、与あたえられ続ける快感に、すっかりオレの息は上がってしまっていた。

　ひっきりなしの喉のどの奥からせり上がってくる嬌きよう声せいは、何度耳にしても、自分の声だとは思えないくらいに甘ったるい。

「あ……総一郎さん……っ、も…ダメ……ッ」

　膨らみきった熱はすでに限界が近くて、オレにはもうそれ以上耐えることができそうもなかった。なのに、不破さんは開放を許してはくれなくて……。

　昂りの根元を指で押さえつけられ、オレは一いつ瞬しゆん、息が止まる。

「……ッ」

「一人で先にイクつもりか？」

「や……やだ……放し……っ」

　欲望を塞せき止められ、体の中で暴れ狂くるう衝しよう動どうに、頭がおかしくなってしまいそうだった。

　不破さんは体を繫つなげたままオレの体を倒たおすと、ソファーに肩かたを押しつける。そして腰だけ高く掲かかげられた格好で、後ろからまた深く奥を突つき上げられた。

「ひぁ…っ、あぁああ……っ」

　衝動に耐えるため、オレはソファーに爪つめを立て、背中を弓なりに撓しならせる。　>>>♥

　乱暴に体の中を搔かき回され、頭の中はもうぐちゃぐちゃだった。激しく体を揺さぶられれば、抑おさえることのできない矯声が上がるばかりで。

「んぅ……ふ、あ……っ、あ、あ…っ」

　どうしようもなく、熱い。

　感じる場所を抉るようにして奥を突かれ、細さい胞ぼうの全てがジンジンと疼く。

「……智久…っ」

「あ……っ」

　耐えるような声こわ音ねで名前を呼ばれた瞬間、ざぁっと皮膚が粟あわ立だった。

　不破さんも、余よ裕ゆうないんだ……。

　短い響きでも、それはすぐに伝わってくる。

「やぁ、あ……も、イク……っ、イッちゃ………」

「もう、ガマンできない？」

　問いかけにオレは、こくこくと頷うなずく。

　早く、この強きよう烈れつな快感をどうにかしたい。

「できない………っ、おねが……イカ…せて……っ」

「ああ───俺ももう限界だ」

　掠かすれた声で告げられたあと、追い上げるピッチが上がり───。

「あぁあ……っ！」

　直後、摑つかまっていたソファーに爪を立てながら、オレは欲望を弾はじけさせ、それと同時に体の中に温かなものが注ぎ込まれたのがわかった……。










「あの、シャワーありがとうございました」

　用意してあったバスタオルで、ガシガシと頭を拭ふきながらリビングと続いているダイニングに顔を覗のぞかせる。

　わ、いい匂におい……。

「上がったか。遅おそくなったけど、昼飯はできてるぞ」

　途と端たんに、お腹なかが空腹を訴えてくる。そんな単純な自分に苦く笑しようしつつ、用意されたテーブルに着いた。

　きっと、パスタはオレがシャワーを浴びてる間に茹ゆで直してくれたんだろう。少し底が深くなっている皿に盛られた明めん太たい子このクリームパスタは、ほかほかと湯気を立てている。

「あの……さっきはすいませんでした…」

　オレは、さっきの失態を思い出して謝った。

「お前のせいじゃない。俺も少し取り乱したしな……。まあ、いいから食え。腹減ってるだろう？　まずくても文句は云うなよ」

「云いませんよ！」

　先に座っていた不破さんは、手に見覚えのある何かを持っていた。

「ああそうだ、ネーム見せてもらったぞ」

「あ…」

　あ、そっか。さっき、シャワーを浴びてるとき、直したネームを見たいって云われたから、カバンの中から勝手に出して下さいって云ったんだっけ。

「初めのより、すっきりまとまってるし、話の流れにメリハリもきいたんじゃないか？」

「本当ですか？　よかった、ちょっと悩なやんだんですけど」

　自分でも単純だって自覚はあるけれど、がんばったことをこうして誉ほめてもらうと、やっぱり嬉うれしい。もっと、がんばろうって気持ちが大きくなるんだ。

「───ところで、智久」

「はい？」

　なんとなく、不破さんの声音が変わった気がして、オレは慌あわてて我に返る。

「ちょっと訊ききたいんだが───カバンに入ってたあれは何なんだ？」

「カバン………？　あーっ!!　みみみ見たんですか!?」

　首を捻ひねりかけたオレは、はたと思い出した。

　力いっぱい忘れてたけど、カバンの中に焼いてきたクッキーを入れてあったんだ！

「カバン開けていいって云いったのはお前だ。こんなものが入ってたら誰だれだって気づくだろ」

　そう云って、不破さんはクッキーの包みをぽんと机の上に置いた。

「うわあっ！　返して下さい!!」

　ああ、もう！

　恥はずかしくていたたまれない。どうして、さっきのオレはクッキーの存在を忘れきってたんだろう？？

「誰にもらったか白状したら、返してやってもいいぞ？」

「は？」

　誰にって……不破さん、何か思い違ちがいしてない…？

「学校の同級生か？　それとも、近所の子か？　カバンに大事に入れてくるんだから、よっぽど嬉しかったんだろ？」

　ヤバイ、や…やっぱり勘かん違ちがいされてるよっ!?

「違うんです！　それ、オレが作ったんです……っあ！」

　ギャー！　云っちゃった!!

　隠かくしておこうって思ってたのに………。

「…………お前が？」

「だ、だって、せっかく不破さん家ちに招待してもらうんだし、何か持っていきたいなって思ったんです。で、不破さんから借りたやつ読んで研究したんですけど、オレにできそうなことって云ったらそのくらいしかなくて…っ」

　怪け訝げんな顔をされたオレは死ぬほど恥ずかしくなって、必死に云い訳を捲まくし立てる。

「借りたやつって、まさか少女漫まん画がか？」

「そ、そうです……」

　ああもうっ、オレのバカ！　またもやいらないことを云ってるし！

　はぁ……こうなったら、開き直るしかないか。

「だいたい俊也ならともかく、オレが女の子にそんなものもらうわけないじゃないですか」

「そうか？　学校じゃモテてるんじゃないのか？」

「はぁ？？」

　どこをどう見たら、オレがモテるなんて思えるんだろう。不破さんって、微び妙みようにオレへの認にん識しきを間違えてると思う。

　そういえば、時々オレのこと『可愛かわいい』とか云ったりするもんな…。欲目を加えて見てくれてるのは嬉しいけど、あんまりヘンなふうに思い込まないで欲しい。

「モテませんよっ。生まれてこのかた、バレンタインチョコなんて一コももらったことないんですからね…！」

「今年はファンから届いてたじゃないか」

「あれは、何か意味合いが違うと思うんですけど……」

　どっちかっていうと、オレ宛あてにっていうよりキャラクター宛てって感じだったし。オレ個人に向けられたチョコレートは、ほとんどなかったはずだ。

「そういうのは全部、オレの人生では俊也が持っていっちゃってるんですよ。そんなこと云ったら、不破さんのほうがモテそうじゃないですか」

　きっと高校生の頃ころは、不破さんだって俊也みたいに学校帰りに女の子に待ち伏ぶせされてたりしてたに決まってる。過去に嫉しつ妬とするなんてことをするつもりはないけれど、不破さんこそどうなのか知りたい。

「俺か？　俺はお前だけにモテてればいいんだよ。智久は可愛い顔してんだから、気をつけろよ？」

「何に気をつけろっていうんですか……」

「全部にだ」

　もう、よくわからない。

　不破さんはいったい、何を心配してるんだ？

　このまま話してても堂どう々どう回めぐりっぽい気がして、オレは自分から話題を変えることにした。

「…てゆーか、白状したんだから、それ返して下さい」

「ん？　俺にくれるつもりだったんなら返さなくていいだろ？」

「その、不破さんの口には合わないかもしれないし……」

　これでまずいって云われたら、しばらく立ち直れないかもしれない。

「そんなの食べてみないとわからないじゃないか」

「でも」

「大だい丈じよう夫ぶだよ。智久が俺のために作ってくれたんだったら旨うまいはずだ」

　まるで不破さんが作ったみたいに自信満々にそう告げられる。

「～～～～っ」

「食ってもいいだろ？」

「……はい」

　畳たたみかけるように云われ、オレもう頷うなずくしかなかった。

　不破さんの長い指が、ラッピングのリボンをほどいていく。

　焼き立てはまずくなかったけど、いまはどうだろう。

　オレはドキドキしながら、クッキーが不破さんの口に運ばれていくのを見守った。

「何、泣きそうな顔してんだ」

　クッキーを一つ咀そ嚼しやくし終わった不破さんは、オレの顔を見て笑う。

「だ、大丈夫でしたか…？」

「そんな心配しないでも平気だって。旨いよ、これ」

「本当ですか…？」

　思わず、確かめるようなことを云ってしまう。

「疑うたぐり深いな。味見したんだろ？」

「したけど、あのときは焼き立てだったし」

「ほら、一コ食ってみろ」

　ぽい、と口の中に放ほうり込まれたクッキーは、少し硬かためだったけどそう悪くない出来だった。

「美味おいしい…かな…？」

「だろう？　もしかして、手の火傷やけどはこれのせいか」

「…ええ、まあ」

　そんなことまで見み透すかさなくていいです……。

　喜んでもらえたような気はするけど、どうしてこうカッコ悪いことになっちゃうんだろう。

　もっと、ビシッと決めたかったのに。

「残りは俺がありがたく食べさせてもらうよ。智久は、俺が作ったやつを食ってくれ」

「あ、はいっ」

　せっかく作ってもらったパスタがまた伸のびてしまうのは勿もつ体たいない。オレはいただきますと云ってフォークを手に取った。

「！」

　フォークにくるくると巻きつけて口に運んだパスタはクリームのコクと明太子の塩しお辛からさが合っていて、本当に美味しかった。

　元々好きな味っていうのと、味つけが絶妙ってこともあるけど、不破さんが作ってくれたことが一番のスパイスになってるのかもしれない。

「どうだ？」

「すっごく美味しいです!!」

　本心からそう云うと、不破さんはふわりと微笑ほほえんだ。

「よかった。足りなかったら俺のも食っていいぞ？」

「オレ、そんな大食いじゃないですよっ」

　不破さんの口調じゃ、オレが食べ物に意い地じ汚きたないみたいじゃないか。

　そう思って抗こう議ぎすると、しれっとした顔で云い返された。

「そうだったか？　メシ食いにいくときは、いつも俺より食ってる気がするんだが」

「いいじゃないですか！」

　だって仕方ないじゃんか。

　不破さんと一いつ緒しよだと、いつもよりご飯が美味しく感じちゃうんだもん。それに、追加注文とかしたほうができるだけ長くいられるっていうのもあるし。

　って…それは……恥はずかしいから、内ない緒しよだけど。

「ほら、早く食わないと冷めちまうぞ」

「は、はいっ」

　ぼんやりしてるのを指し摘てきされ、慌あわてて手と口を動かす。

　何だか見つめられてることを意識しながら食べるというのは、ちょっと恥ずかしいんだけど。

　でも、やっぱり美味しくて、オレはパスタをすぐに平らげてしまった。

　それから飲み物やデザートまで出してもらったせいで、いまはもうこれ以上は入らないってくらいお腹なかがぱんぱんだ。

「ごちそうさまでした！」

「綺き麗れいに食ったな。お前は本当に旨そうに食うから、食わせがいがあるよ」

　不破さんは食後のコーヒーを飲みながら、しみじみとそう云う。

　デザートはオレのぶんだけだったらしい。

「本当に美味しかったですよ？」

「喜んでもらえたならよかったよ」

「あ。後片づけはオレがしますね」

「いいよ、流しに置いとくだけで。せっかく、家に来たんだからゆっくりしてってくれ」

　ちょっと申し訳ない気もしたけど、無理に手を出して失敗するのも嫌いやだったから、オレは不破さんに云いわれた通りにした。

「しかし、本当に今日はウチでよかったのか？　他ほかに行きたいところとかあったんじゃないのか？」

「そんなことないです！　本当に不破さん家ちがよかったんです！」

「何でそんなに俺の家にこだわるんだ？」

「そ、それは…」

　不思議そうに云われ、オレは口くち籠ごもった。

　その理由を話して、呆あきれられないだろうか。

「何で吃どもるんだよ。裏でもあるのか？　何か企たくらんでるんじゃないだろうな？」

「そうじゃないですけどっ！」

　裏って、いったいオレが何を企むっていうんだろう……。

　あ、でも、不破さんのプライベートを知りたいからってのは、企んでると云えなくもないかもしれない。

「じゃないなら、何なんだ？」

「た、ただ……オレ、不破さんについて知らないことが多いから……」

「知らないこと？」

「ええと…」

「ほら、云えよ」

　追いつめられたオレは、迷った挙げ句白状することにした。

　カッコ悪いことを話すのは抵てい抗こうがあるんだけど、こうなったら多分、不破さんはオレが云うまで解放してくれない気がする……。

「不破さんの誕生日も知らないし、好きな食べ物が何かとか趣しゆ味みが何なのかとかも知らないし。恋こい人びとだったら…っていうか、一年以上も一緒に仕事してきて、そんなのもわかんないんだって思ったら───」

「バカだな、そんなことを気にしてたのか」

「だって…！」

　俯うつむいてたオレは、聞こえてきた不破さんの呆れた口調に、顔を上げて反論しようとした。

　けど、オレを見つめる不破さんの表情に、思わず目を奪うばわれてしまう。

　途と端たん、向けられた柔やわらかな微笑みにどくんと心臓が跳はね、云おうとしていた言葉が何だったのか思い出せなくなってしまった。

「智久が知りたいならいくらでも教えてやるけど、俺のことなんて充じゆう分ぶん知ってるだろう？」

「え……？」

「俺がどんな人間か、誰だれを好きなのか、お前はとっくにわかってるんだと思ってたんだが。違ちがったか？」

　……もう、本当にこの人にはかなわない。

　まるで魔ま法ほうのように、オレの不安をいとも簡単に解いてしまう。

「俺が好きなのはお前だけなんだから、妙みような心配はしなくていいよ」

「……っ」

　くすくすと笑いながら云われた言葉に、オレはカアァッと赤面する。

　だから、そういう気き障ざな台詞せりふを平然と云わないで欲しいっていうのに……。

「智久もそうだろう？」

「……はい」

　オレだって、担当だから不破さんが好きなわけじゃない。不破さんだから、好きなんだ。

　そんな不破さんが、オレだけを好きだと云ってくれている。

　でもそんなことを云われたら、オレはもっと不破さんのことを、好きになってしまうじゃないか。

「お前が知りたいことなら、何でも話してやるよ。その代わり───智久も、俺と約束をしないか？」

「え？」

　ふいに云われて、オレは首を傾かしげた。

「疑問も不安も、勝手に吞のみ込まないこと。───なぁ、俺に云いたいことがあったらちゃんと云えよ。お前、時々遠えん慮りよして一人で考え込んでるだろう？」

「あ……」

　そんなことまでバレてたんだ…。

「今日のことだって散々考えた末に云い出したんじゃないのか？　考え込んでるのが、なんとなくわかるときもあるんだけどな。やっぱり、俺がこうやって無理矢理云わせるよりは、智久からちゃんと云って欲しい」

　見つめてくる瞳ひとみに、オレは本当に不破さんに想おもってもらえてるんだなぁと実感する。

　こんなに好きでいてもらえているのに、どうしてオレは不安だらけだったんだろう？

「……ごめんなさい」

「謝るなよ。ま、そんな智久も好きだけどな、ちょっとは俺を頼たよって欲しいんだ」

「───はい」

　オレは不破さんを正面から見つめて、精せい一いつ杯ぱいの気持ちを込こめて返事をした。

　やっぱり不破さんは凄すごいな。オレの不安さえも、こんなふうに掬すくい上げてしまう。

　……この人に好きだと云ってもらえることが、凄く嬉うれしくて誇ほこらしい。これからもずっと、好きだと云ってもらえるように、オレはもっと不破さんにふさわしい人間になりたい。

　だって、こんな不安だらけでいるなんて、好いてくれている不破さんに申し訳なさすぎるもんな。

　仕事だって、いつまでも手を引いてもらってるような状態でいるわけにはいかないし、ちゃんと自分の足で隣となりに立てるようになろう。

　不破さんの隣に並べるような人間になれたら、担当が変わったくらいでも動じないでいられるようになるかもしれない。

　───そうだよ。

　不破さんは担当の変へん更こうは絶対にない、って云ってたけど、やっぱりこれは仕事なんだから『絶対』っていうのはあり得ないと思う。

　担当変更なんてよくあることだって聞くし、オレもそのくらいのことでいちいち動どう揺ようしてるわけにはいかないよな。そうじゃなくても、オレは今まで特別扱あつかいされてたんだ。いつ担当変更を宣告されてもいいように、これからはあまり不破さんに寄りかからないようにして、少しずつでも自分一人でできることを増やしていこう。

　そうやって、不破さんがいない状じよう況きように慣れておけば、いずれ不破さんが担当を外れる日が来ても、現実を受け止められるような気がする。

「あの、総一郎さん」

「ん？」

　依い存そんするんじゃなくて、支え合えるようになりたいなら、いつまでも現状に甘えてるばかりじゃダメだよな。

　───がんばろう、この人にふさわしくなるために。

「また、ここに遊びに来てもいいですか？」

「もちろん。次の入にゆう稿こうが明けたら、今度は泊とまりがけで来ればいい」

「はい！」

　約束を交かわしたオレは、力強く頷うなずいた。
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　そして、オレはあの日、一つの決意をした。

　いまのまま甘えてばかりじゃダメだから、早く一人前になって、不破さんにふさわしい相手になろうって。

　そのために、まずは仕事で度たび々たび会ったりすることを極力減らしていこうと決めたのだ。

　不破さんはいままで、どんな些さ細さいな打ち合わせでも仕事場に顔を出してくれたり、編集部で会う時間を作ってくれたりしていたけれど、この間伊川に聞いて、それが『特別扱い』だったことをオレは知ってしまった。

　デビューしたときからずっとこうだったから、オレはそれが当たり前だと思ってたんだけど、よく考えたら一人の編集者が一人の漫まん画が家かに、あんなにも時間を割さいてくれるなんてあり得ないってことくらい、すぐわかりそうなものなのに。そんなことにも気づかなかったなんて、オレは本当にどうかしている。

　そのことを反省したオレは、まず打ち合わせはできる限り電話ですませるようにして、差し入れとかも辞退することにした。

　一心に作業してれば、絶対もっと早く原稿を終わらせることができるはずだし、こうやって原稿を早く上げれば、プライベートの時間を作れるはずだ。

　それで、いままでみたいに来てくれるのを待ってるんじゃなくて、オレから不破さんのところに行くんだ！

　次は不破さん家ちに泊まりがけで行ってもいいって云いってもらえたから、オレはそれを励はげみにがんばっていた。

　───プルルルル。

「はい、もしもし、都筑です！」

　ガリガリと下書きを怒ど濤とうのように描かいていたオレは、近くで鳴った電話を同じ勢いで取ってしまった。

『出水いずみ書しよ房ぼうの不破ですが───って、何だその元気のよさは』

　電話の向こうから、笑う気配が伝わってくる。

　さすがに、ちょっと勢いがよすぎたかもしれない。

「えっと…もっとがんばらないとなーって思ってたとこだったんで」

『まあ、張り切るのはいいことだが、無茶だけはするなよ。早さつ速そくだが、ノベライズの原稿が上がってきたんで、表紙と挿さし絵えの打ち合わせをしたいんだが。これからそっち行ってもいいか？』

「あ……えっと、今日はこれから家のほうで用事があって……」

　会えないことに慣れなくちゃって思ったばっかりなのに、そのすぐあとに顔を合わせてたら、元も子もない。

　苦しい云い訳で断ると、不破さんは違ちがう案を出してきた。

『じゃあ、明日の午前中にするか』

「そんな、いいですよ。だってそれくらいの打ち合わせは、電話ですませるのが普ふ通つうなんですよね？　だったらオレも普通と同じでいいです」

　いままで必ず会って打ち合わせてたプロットやネームを急に電話でやるのは怖こわいけど、多分そのくらいのことなら電話ですませても大だい丈じよう夫ぶだと思うし。

　それに、こんなことくらいで会ってたら、担当が変わったときに平気でいられるようには到とう底ていなれないもんな。

『……普通って、何かあったのか？　と云うか、そんなこと誰に聞いたんだ？』

「え、あの…伊川くんがそう云ってたんですけど」

　急に落ちた電話の向こうの声のトーンに焦あせって、オレの言葉は云い訳がましいものになってしまった。

　何か悪いこと云っただろうか？　普通と同じでいいって云っただけなのに……？

「また伊川か…。あいつが会って打ち合わせるのはおかしいとでも云ったのか？　それで急に電話でなんて…」

「いえ、あのそうじゃなくて。オレ、本当に……今日はダメなんです。それに下描きに入ったところなんで、一気にやっちゃいたくて」

　オレは必死で不破さんに云い募つのる。だって、こうでも云っておかないと、不破さんは陣じん中ちゆう見み舞まいとか云って、様子を見にきてしまう。

　会いたい気持ちを我が慢まんして「来なくていい」と告げるのは、思った以上に苦行だけど、ここはガマンして慣れないといけないよな。

『───そうか、わかった。じゃあ、ノベライズの原稿と挿絵の指定は今日発送するから、明日受け取ったら連れん絡らくをくれ』

「わかりました」

　不破さんの返答に少し間があったような気がしたけれど、オレはとりあえず不破さんが引いてくれたことに胸を撫なで下ろしていた。

　まずは、第一歩。最初の電話にしては、上手うまくいった気がする。

　こうやって、少しずつもしものために備えていかなくちゃな。

『それじゃ、原稿がんばれよ』

「はい」

　あっさりと切れた通話にほっとしつつも、少し淋さびしい。

　だけど不破さん、さっきどうして不ふ機き嫌げんになったんだろう？　伊川の名前を出した途と端たん、急に声のトーンが低くなった気がする。

　もしかしたら、伊川とまだつき合いがあるとでも誤解されたんだろうか。不破さんに報告してからは会っていないんだけど。

「次の電話のときにでも、誤解を解いておいたほうがいいよな…」

　原稿用紙に向き直った直後、またもや電話が鳴り響ひびいた。

　───プルルルル。

　あれ？　また電話？

　不破さん、伝え忘れたことでもあったのかな？

「はい、都筑です」

『日下です』

「あっ、日下さん。こんにちは！　そろそろ、オレも連絡しようと思ってたんですよ」

　アシスタントに来てもらう日取りは、毎月同じような日にちなんだけど、オレの進行具合で数日前後することもあるから、いつも下絵に入った辺りで一度連絡を取るようにしてるのだ。

　だいたいはオレから連絡することが多いんだけど、日下さんに臨時の仕事があるときとかは、こうして電話をもらったりする。

『あの、実は今回のアシスタントのことで、ご連絡したんです』

「また？　臨時で助すけっ人とですか？」

『いえ……いや、そうなのかな。実はウチの兄が交通事故に遭あってしまいまして……』

「えええっ!?　大丈夫なんですか!?」

『命に別状はないんですが、手足を骨折していて一ヶ月は入院することになったんですが、問題は原げん稿こうなんです』

「そ、そうですよね。手が使えないんじゃ、原稿描けませんもんね」

　日下さんのお兄さんは、某ぼう青年誌の看板作家さんだ。

　そんな人の原稿が掲けい載さいできないことになってしまったら、あの雑誌にとってはもの凄すごいダメージになると思う。交通事故じゃ仕方ないけど、周囲の動どう揺ようは計り知れないだろう。

『幸い下絵は終わっていて、キャラの主線も入っているのであとは本人じゃなくてもできるんですが───』

「それじゃあ、落とさなくてすみますね！」

　ペンまで入ってるなら、あとは仕上げだけだ。きっと、専属のアシスタントが何人もいるはずだから、その人たちに任せておけば完成原稿が出来上がるはず。

　けど、日下さんの声は重かった。

『ええ。ですが、問題があるんです』

「問題？」

『兄が俺に仕上げの指示を出せって云ってるんです』

「はあ……」

　よく事情を吞のみ込めなくて間ま抜ぬけな声を出してしまったオレに、日下さんは丁てい寧ねいに説明してくれた。

　日下さん曰いわく、スタッフは揃そろっていて、アシスタントのチーフもいるという。しかし、いまのチーフよりも長く彼の原稿に携たずさわってきた弟の日下さんにしか任せたくないとお兄さんは云っていて、そうじゃなければ、今回は落とすと断言しているそうだ。

　自分の原稿を目の届かない場所で任せるのだから、心から信しん頼らいしてる人間に頼たのみたいというのが本心なのかもしれない。

　伝え聞く人物像は、とても気難しい人みたいだから、こだわりも強いのだろう。

　日下さんはそんな中、一いつ旦たんはオレのところの仕事もあるからと断ったらしいんだけど、あちらの編集者に泣きつかれてしまったそうだ。

　基本的に人のいい日下さんは、それで断りきれなくなってしまったってところだと思う。

「大丈夫ですよ。オレのことなら気にしないで下さい。いまは夏休みで時間あるし、一人でもどうにかできると思いますから」

　きっと、日下さんは義ぎ理り堅がたい人だから、電話をくれる前にかなり悩なやんだんだと思う。

　確かに頼たよりにしてる日下さんがいないと痛いけど、普ふ段だんお世話になってるぶん、少しでも気持ちを軽くしてあげられたらと、オレは努めて明るく云った。

『すいません、都筑先生。このお詫わびは必ず。愚ぐ兄けいにもキツく云いっておきますから』

「そんな大おお袈げ裟さですよっ。日下さんにはいつも助けてもらってるから、このくらいお返しにもなりませんって！」

　そんなに丁寧に云われてしまうと、こっちのほうが恐きよう縮しゆくしてしまう。

　どう考えても、世話になってるお返しはオレのほうが多くしなくちゃいけない気がするんだけど。

『もし、アシスタントが足りないようでしたら、知り合いに声をかけておきますが…』

「ホント、オレのことは心配しないで大丈夫です。きっと、お家うちのほうも大変でしょうから、余よ裕ゆうができたら、そのときにまた連絡下さい」

　日下さんは何度も何度もお詫びを云いながら、電話を切った。

　そして、オレは腕うでを組んで天てん井じようを仰あおぎ見ながら、唸うなる。

「うーん、どうしよっかな」

　基本的には、日下さんの力をあてにした上で余裕な進行のはずだったから、その助力がないというのは、実はけっこう厳しい。

　だからと云って、『いてくれないと困るんです』なんてこと、いまの日下さんに云えるはずもない。

　一人でもできそうな気もするけど、何のアクシデントが発生するかわからないし、もう少し余裕を見ておきたいんだけどな…。

「ちょっと、他ほかに当たってみるか」

　来てもらうには、けっこうギリギリの日程だけど、一人くらいなら大だい丈じよう夫ぶだと云ってくれる人がいるかもしれない。

　そう思って、いままで手伝ってもらったことのある数人に連絡を取ってみた……けど、運悪く都合のつく人は一人も捕つかまらなかった。

　もう他のアシスタント先が決まってたり、それ以外の用事が入っていたりと、タイミングの悪いことは重なるものらしい。

　そういえば、去年のこの時期もみんなして「所用が……」って云って、アシスタントが捕まらなかったんだよな。

「困った……」

　他に誰だれかいなかったっけ？

　不破さんに聞いてみてもいいんだけど、いまちょっと電話かけにくいし……。

「あっ、そうだ！」

　一人、大丈夫そうな人がいるじゃん！

　伊川に頼めばいいんだよ。

　夏休み中はいつでも大丈夫だと云ってくれてたし。まあ、それも建て前の可能性あるけれど、聞いてみる価値はあるよな。原稿のためなら、不破さんだって何も云わないだろうし。

　オレは、早さつ速そく教えてもらっておいた携けい帯たい電話のナンバーにかけてみる。何度かコール音が鳴ったあと、電話越ごしに勢い込んだ声が聞こえてきた。

『もしもし、都筑さん!?』

「も…もしもし……」

　び、びっくりした…。

『すいません、ちょっと携帯から離はなれてて。お待たせしちゃってたらすいません！』

「そんなに待ってないから、大丈夫」

『でも、こんなふうに都筑さんから電話もらえるなんて嬉うれしいです！　今日はどうしたんですか？』

　伊川の明るさと勢いに吞まれつつ、オレは用件を切り出した。

「今回のアシスタントをお願いしたいんだ。日下さんが家庭の事情で急きゆう遽きよ来れなくなっちゃって……土日とかって、予定入ってたりする？」

『都筑先生より優先する予定なんてないですから』

「そ、そう。でも、よかった、助かるよ」

　きっぱりはっきり云われ、オレはちょっとたじろいでしまう。

　でも、助っ人ができたのはありがたい。焦あせって混乱していた気持ちがだいぶ落ち着いてきた。

『それで、俺は土曜日の何時頃ごろに行けばいいんですか？』

「三時辺りに来てもらえるかな。それまでにはペン入れもだいぶ進んでると思うから」

　できることなら伊川が来る前にペン入れは全部終わらせておきたいところだけど、それも下描きの調子次し第だいだからはっきりしたことは云えない。

『わかりました。じゃあ、原稿がんばって下さいね！』

「うん。じゃあ、週末はよろしく」

　電話を切ったオレは安あん堵どのため息をついた。

　これで人手は確保できたし、とりあえずは、原稿に集中しよう。

　それでさっさと終わらせて、今回はオレから不破さんに会いに行くんだから！










「都筑さん、こっち終わりました」

　対面する形で配置している向かいの机から、伊川が顔を覗のぞかせた。

　オレ専用の机には画材の並べてある低い棚たながついてるから、正面の机に座ると、立ち上がって覗き込まないと顔が合わせられないようになってるのだ。

「ありがとう。ちょっと待ってて、もうちょっとでこれに指定入れ終わるから」

　差し出された原稿を左手で受け取りつつ、オレはせっせと手元の原稿に指定を入れていく。

　指定っていうのはアシスタントに、どこにどのスクリーントーンを貼はって欲しいとか、ここにこういう効果を描かき込んで欲しいとかいうのがわかるように書き込むことだ。

　背景や主要キャラクター以外の人物を描き込んでもらったりすることもあるけど、オレはできるだけ自分で描くようにしていた。

「じゃあ、次はこれお願い。指定でわからないとこがあったら云って」

「わかりました。───そういえば、締しめ切りっていつでしたっけ？」

「優等生な締め切りは水曜日。このペースなら、明日にはほぼ終わりそうだよ」

　週末から伊川に来てもらって仕上げに入った原稿の進行状じよう況きようは、かなり好調だった。

　雑念を振ふり払はらいたい一心で作業に集中してたせいもあるけど、伊川の作業ペースが速いお陰かげもある。日下さんに来てもらえないぶんのペースダウンを見み越こしてスケジュールを立てていたけれど、この調子なら思っていたより早く仕上がるかもしれない。

　前回の原稿作業は、自じ業ごう自得とはいえ本当に死にそうな目に遭あったけど、今回こそは名めい誉よ挽ばん回かいできそうで、オレはつい顔が綻ほころんでしまう。

「そうですね！　凄すごいじゃないですか。明後日あさつて渡わたすとしても、締め切り前ですよ？　きっと、不破さんもびっくりしますよ」

「う、うん」

　不意打ちで不破さんの名前を出され、ドキン、と一度大きく心臓が跳はねた。

　───あの決意をしてから一週間以上、オレは不破さんとは全然会っていない。

『今日も用事があるのか？』

『す、すいません。ちょっと……』

『何か家のほうであったのか？　何だったら、相談に乗るぞ』

『大丈夫です。本当に不破さんは気にしないで下さい！　原稿はちゃんと進んでますからっ』

　電話はこんなやり取りのものを数回だけ。

　あんまり長々と話していると、察しのいい不破さんのことだから、オレの思おも惑わくに気づいてしまうかもしれない。計画自体を知られてしまったら、元も子もなくなってしまう。オレは不破さんにバレないよう、いかに上手うまい云い訳を考えるかに一苦労だった。

　さすがに最近は、怪あやしまれているような気がするんだけど。てゆーか、実際怪しまれるような態度を取っちゃうオレが悪いんだよな……次にかかってきたらどうしよう…？

　そうやって、思い悩なやんでいるところに電話の音が鳴り響ひびいた。

　───プルルルル。

　多分、噂うわさをすれば、だと思う。

　この原稿さえ終われば、堂々とプライベートで不破さんに会える。もうちょっとの辛しん抱ぼうなんだ───そう思ってオレは受話器を取った。

「はい、もしもし」

『出水書房の不破ですが───』

　受話器から流れてくる声に、鼓こ動どうが弾はずむ。

　どんなに不安を抱かかえていても、不破さんの声を聞くとドキドキしてきてしまう。

　そして、何度目かわからないほど繰くり返した『好きだ』という気持ちを、再確かく認にんしてしまうのだ。

「……こんにちは」

　伊川の手前もあるし、素すの自分を出してしまうと落ち込んだ声になっちゃいそうだったから、切なくなる気持ちを堪こらえて、できるだけ平へい坦たんな声で返事をする。

　まだ慣れてないから仕方ないのかもしれないけど、いまオレの中には不破さんに会えない淋さびしさが募つのっていた。

　でも、弱音を吐はくには、まだ早すぎる。こんなところで挫くじけてたら、本当に担当が変わってしまったときに耐たえられない。

『原稿の調子はどうだ？』

「いまのところ、予定より速く進んでますよ。明後日の朝には渡せると思うんですけど」

『へえ、それは優ゆう秀しゆうだな。前回の反省が生きてるんだな』

「もう！　それは云いわないで下さいってば！」

　本気で感心したように云われて、オレは普ふ段だんの自分がするようなむくれた態度を取る。

　すると、電話の向こうで笑う気配がした。

『いま、近くまで来てるんだ。がんばってるみたいだから、これから差し入れ持って行ってやるよ。何がいい？』

「いいですよっ、そんなに気を遣つかわないで下さい！　それにいま、集中してるんで、この調子でやっちゃいたいし……」

『……そうか？　メシはちゃんと食ってるのか？』

「はい。さっき、俊也がいつもの差し入れ持ってきてくれたので」

　原稿の手伝いはこの間で懲こりたのか、さっさと自宅に戻もどっちゃったけど。

『そういえば、日下が来れなくなったんだろう？　結局、アシは誰だれに来てもらったんだ？』

「あれ？　云ってませんでしたっけ？　伊川に来てもらってます」

　てっきり、不破さんには伝えたと思い込んでたけど、忘れてたみたいだ。

　何でも話すのが当たり前になってるから、そのつもりになってただけかもしれない。

　だけど、軽い気持ちで告げたオレとは反対に、ふいに不破さんの口調は重くなった。

『……そんな話、聞いてないぞ？』

「え？」

『どうして、よりによって伊川なんだ』

　低い声こわ音ねに、違ちがう不安が込こみ上げてくる。

　不破さん、何か怒おこってるような……。

　でも、その理由がわからない。不破さんは伊川の担当でもあるわけだから、無断で頼たのんじゃったことがまずかったのかな。

　怒らせてしまった理由がはっきりしなかったけど、オレは慌あわてて謝った。

「す、すいません。けっこうギリギリだったから、他ほかの人はみんな予定が入っちゃってて捕つかまらなくて……」

『それなら、俺にまず相談するべきだろう？……まあ、日下から連れん絡らくが来て、すぐにお前のとこに電話しなかった俺も悪かったが……』

　最後は自分に云ってるような感じだった。

　けど、どうしてそんなに伊川のこと気にするんだろう？

　初めにアシスタントとして、ここに連れて来たのは不破さんなのに。

　……もしかして、それくらい大事にしてるってこと……？

　そんなにも、伊川を自分の目の届く範はん囲いの場所に置いておきたいんだろうか？

「不破さん、怒ってるんですか？」

　棚の向こうから顔を覗かせた伊川に、オレは迷いながらも頷うなずいて見せた。

　俺が不破さんに報告を忘れたせいで、伊川が飛ばっちりを受けてしまうんじゃないかと思ったのだ。

「都筑さん、僕が説明しますよ」

「え、で、でも……」

　拒こばむ暇ひまもなく、コードレスの受話器が伊川に奪うばい去られてしまう。

　でも、それもまずいんじゃないだろうか…？

　やっぱり自分で説明するべきだと思い、受話器を取り返そうと思ったけれど、それはすっと躱かわされてしまう。

「大だい丈じよう夫ぶですから。都筑さんは、原げん稿こうしてて下さいね」

　にっこり微笑ほほえんだ顔でそう云われると、反論する余地もない。

　おろおろとしてる間に、伊川は電話に出てしまった。

「不破さんこんにちは」

　オレの不安をよそに、軽かろやかに挨あい拶さつをする伊川。オレは電話の内容が気になって、作業どころじゃなくなってしまった。

「僕がお手伝いできるって云っておいたんです。都筑さんは悪くないです」

　アシスタントに来てることを責められているんだろうか？

　本人に云い訳させるなんて、やっぱり誉ほめられたことじゃないよな……。

「プロットはちゃんとやってます。帰ったら送るつもりでしたけど、締しめ切りはもっと先じゃなかったですか？」

　……プロット？　締め切り？

　いったい、何の話をしてるんだ？

　伊川も、また読み切りとかが載のることになってるのかな？

「あはは、やだな。そんなことないですよ」

　楽しげな伊川の声に、今度はズキリと胸が痛む。

　電話の向こうと交かわしている会話の内容が、気になって仕方がない。

　不破さんはどんな声で、どんな顔で喋しやべってるんだろう。

「あ、あのさ、オレ話しそびれたことがあるから、代わってくれる？」

「はい、ちょっと待って下さい。───どうぞ」

　にこやかに差し出された子機を受け取り、オレは伊川に断りを入れ、自分の部屋に行った。

「も、もしもし、不破さん？」

『俺には来て欲しくないくせに、伊川とは楽しくやってるんだな』

「不破さん？　何云ってるんですか？」

　電話の向こうからは、さっきよりも投げやりな口調が聞こえてくる。

　やっぱり、伊川のフォローじゃどうにもならなかったんだろうか？

　どうすれば、不破さんは怒いかりを鎮しずめてくれるんだ？

　だけど機き嫌げんを損そこねてる理由さえもわからないのだから、解決策が浮うかぶわけもない……。

『最近、意図的に俺を避さけてるだろう？』

「!?」

『黙だまり込んだところを見ると図星なんだな。お前はいったい何を考えてるんだ？』

「そ、それは……」

『俺とは会えないくせに、伊川には連絡取ってるんだからな。俺より、あいつのほうがよくなったか？』

「な……っ、違いますっ!!」

　不破さん、オレと伊川のことを誤解してる…？

　どうしてそんな話になっちゃうんだよ！

「伊川くんはそんなんじゃなくて、本当にアシスタントとして来てもらっただけで…っ」

　だけどどうにか誤解を解こうとしても、もう取りつく島もなかった。

『……悪い。少し取り乱したな。とりあえず、この話は改めてしよう。いまは原稿がんばってくれ。また、連絡する』

「不破さんっ！　不破さん…っ!?」

　電話はぶつりと切れ、ツーツーという機械音が繰くり返される。

「……どうしよう」

　そんなつもりなんてなかったのに。

　不破さんの負担にならないよう、隣となりに立っていてもふさわしい人間になれるようにと思っていただけなのに、オレのその行動が不破さんを怒らせてしまうなんて。

　オレは子機を握にぎりしめたまま、とぼとぼと仕事部屋のリビングに戻った。

「不破さん、どうでしたか？」

「……何か、怒らせちゃったみたいで」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやき、がくりとその場にヘタり込む。

　あんなふうに不破さんに電話を切られるなんて、初めてだ……。

　オレの曖あい昧まいな態度がよくなかったのか？　それとも、計画自体が間違ってたんだろうか？

　それに、オレはてっきり不破さんは伊川のことを大事にしてると思ってたけど、いまの態度からすると、逆に嫉しつ妬としてるみたいな感じだった……。

「大丈夫ですか？」

　伊川はオレの傍かたわらに膝ひざをつき、心配そうに顔を覗のぞき込んでくる。

「……うん、平気。ちょっとびっくりしただけ」

　あまり心配させるわけにいかないと、無理矢理笑ってみたけど、上手うまくいかなかった。

　頰ほおが強こわ張ばり、ヘンなふうにしか顔が動かない。それどころか、瞳ひとみの奥が熱くなり、涙るい腺せんが弛ゆるんでくる。

「……もしかしたら、不破さん、都筑さんの担当を外れるからって、イラついてるのかもしれないですね」

　───え？

「昨日、不破さんから連絡がきて、会議で俺の短期連れん載さいが決まったって云いわれたんです。俺、前に編集部に行ったとき、俺の連載に合わせて不破さんの担当変へん更こうがあるかもしれないって他の編集さんが云ってたのを聞いてたんで……だから……」

「……不破さんがオレの担当を外れる……」

　無意識にオレは、伊川が云おうとした言葉を呟いていた。

　まさか、こんなに早く危き惧ぐしてた事態になるなんて───。

　オレは頭の中が真っ白になった。

　不破さんに会わないことに慣れようとしてたっていうのに、その計画が間に合わないどころか、不破さんを誤解させて怒らせてしまった。

　怒ってるだけならまだしも、もしも、今度こそオレに呆あきれて、嫌きらいになっちゃってたとしたら？

　あんな冷たい口調、いままで向けられたことなんてなかった。

　不破さんは、本気でオレに愛あい想そを尽つかしてしまったのかも……。

　どうしよう。

　オレはいったい、どうしたらいいんだろう？

「都筑さん？」

「…………」

　伊川の呼びかけにも、まともに反応できない。

　口を開こうにも、何を話していいかさえわからないのだ。

「───都筑さんは、そんなに不破さんのことが好きなんですか？」

「え…？」

　いつの間にか間近に来ていた伊川の顔のアップに、オレはびっくりした。

　どうしてお前、そんな真しん剣けんな顔してるんだ？

「不破さんじゃないとダメなんですか？」

「い、伊川…？」

「俺じゃ、ダメですか？」

「ななな、何云ってるんだよっ!?」

　やっぱり、伊川はオレと不破さんとの関係に勘かんづいてたんだ。

　どうやって口止めしたら……って、いまはそんなこと問題にしてる場合じゃない。

「ずっと、都筑さんのことが好きだったんです。俺なら、不破さんみたいに都筑さんを悩なやませたりしない。絶対幸せにしてあげられると思います」

「はい？」

　伊川がオレを、ずっと好きだった…？？？

「都筑さん……」

「ちょ、待って、わわわっ」

　油断していたせいもあって、抵てい抗こうする間もなくオレの体は、ドサリとその場に押し倒たおされていた。

　何だか、不ふ穏おんな気配が……。

　眼鏡めがねの奥の伊川の瞳に、暗い炎ほのおが灯ともってる。

　これはマジな顔つきだ。冗じよう談だんでも何でもない。

　もしかして、いまってオレ的に大ピンチ？

「逃にげないで下さい。編集部で初めて会ったときから、都筑さんを俺のものにしたかった」

「はあ!?」

　驚おどろきすぎて腰こしが抜ぬけてしまっていて、動けない。

　伊川はそんなオレの上に馬乗りになり、ポケットから金属のわっかのようなものを取り出した。

「…って、お前、何を取り出してるんだ!?」

　これはどこからどう見ても手て錠じようだ。何で、そんなものがポケットなんかに入ってるんだよ？

　てゆーか、それでオレをどうするつもりなんだ!?　>>>♥

「おい、こらっ！」

「ごめんなさい。本当はこんなことしたくないんですけど」

　そう云って伊川はオレの手を手早く摑つかんで銀色の手錠をはめ、あっという間に両手を拘こう束そくしてしまう。

「したくないなら、しなきゃいいだろ！」

「俺のほうが背が低いし、こうでもしないと俺の云うことを聞いてくれないでしょう？」

「当たり前だっ！」

　いきなり押し倒され、俺のものになれなんて云われて、はいわかりましたって素す直なおに云うやつがいるか！

「だから、しょうがないんです」

「自分勝手なこと云うなあっ！」

　切なげに潤うるんだ女の子のような可愛かわいらしい瞳で見下ろしながらも、伊川はオレの肩かたをがっちりと押さえ込んでいる。

「好きなんです、都筑さん……」

「ちょっと待て!!　だいたい、お前が好きなのって不破さんじゃなかったのか!?」

　だから、あんなに不破さんのことについて詳くわしかったんじゃないのか？

「何で、あんな人好きになるんですか。編集者として優ゆう秀しゆうなのは認めますけど、俺の都筑さんに手をつけた時点で許されないんですよ」

「手をつけたって……」

　オレをものか何かのように見てる云い方が引っかかる。

「駐ちゆう車しや場じようでキスしてたのが見えたんですよ。担当作家に手を出すなんて、恥はじ知しらずにもほどがある」

「あー……」

　やっぱ、あれを見られてたのか……。

　そして、結論をまとめると、伊川が不破さんを意識してたのは、いわゆるライバル視ってやつで、狙ねらっていたのはオレだったってこと……？

「聞きたいことはそれだけですか？」

「うわっ」

　するりと体を撫なでられたかと思うと、Ｔシャツを思いきり捲まくられる。

「キスマークはついてないんですね。不破さんのことだから、とっくに手を出してるんでしょう？」

「な……っ」

　思わず言葉に詰つまり、顔を赤くしてしまった。

　こんな反応したら、そうだと認めてるようなもんじゃないか！

「……やっぱり。初めてじゃないなら遠えん慮りよしなくてもいいですよね」

「何する気だよ！」

「何って、わかってるくせに」

　じりじりと近づいてくる伊川の顔に息を吞のんだ。

　やばい、このままじゃ、確実にキスされる…っ。

　とりあえず、キスだけは阻そ止ししようと、伊川の顔を拘束された手でぐぐぐと押し返してみた。

「───都筑さん？」

「伊川、思い直せ。な？　オレは、その、伊川をそういう対象としては、見れないと、思う」

　必死の攻こう防ぼうのせいで、説得の言葉が途と切ぎれ途切れになってしまう。

　小こ柄がらなその体のどこに力があるのかわからないけれど、なかなか伊川の顔が離はなれていってくれないのだ。

「大だい丈じよう夫ぶです、いまは戸と惑まどってるだけですよ。そのうちに、不破さんみたいに歳としの離れた相手より、俺みたいな同年代のほうがいいって思えるようになりますから」

「そ、そんなことないと、思うんだけど…っ」

　必死の抵抗を試みながらも、オレは伊川の自信満々の説得に困り果てていた。

　いくら不破さんに嫌きらわれても、オレに不破さん以上に好きな相手が作れるとは思えない。それに、そんな相手が欲しいとも思わない。

　不破さんに呆あきれられたって嫌われたって、オレがあの人を好きでいちゃいけないわけじゃないんだ。だったら、ずっとオレは不破さんを好きでいたいと思う。

「この手をどかして下さい」

「その前に、君がオレの上からどいてくれないかな？」

　引き攣つった笑えみを浮うかべて告げると、微笑ほほえみを浮かべた顔で一いつ蹴しゆうされた。

「それはできません」

「だ…だったら、オレもできない…かな…っ」

　だんだん、手が震ふるえてきた。

　体重をかけられてるぶん、押し返す手の負担は大きい。いい加減、力負けしてしまいそうだ。

　と、そのとき、下半身が自由になることに気がついた。

　馬乗りになられてるときは身動きが取れなかったけど、いまはオレの肩かたを押さえていることに意識がいってるみたいで、伊川の腰は浮いている。

　決定打にはできなくても、伊川の意識を逸そらすことくらいできそうだ。

　その間に、体勢を整えればいい。

「そろそろ降参して下さい。腕うでが震えてますよ？」

「…………」

　オレはすぅ、と息を吸い込み、片かた膝ひざを勢いよく突つき上げた。

「～～～～っ」

　膝は見事股こ間かんに命中し、伊川はその場に蹲うずくまった。

　ちょっと可哀かわい想そうかもしれないけど、貞てい操そうには代えられない。

「オレは、不破さんが好きなんだよ。嫌われても呆れられても、あのひとが好きなんだ…っ」

　オレは体を起こして、後あと退ずさる。

　どうにかして手錠から手を抜ぬこうとするけれど、手首ギリギリまでキツくしめられたそれはどうすることもできなかった。

「……どうしてわかってくれないんですか!?　あんな歳の離れたオヤジなんて都筑さんには似合わない!!」

　伊川は涙なみだを溜ためた目をキッと上げて、叫さけぶように云いった。

「───あっ」

　だがオレは、伊川の必死な言葉よりも、その後ろに現れた人物に目を奪うばわれていた。興奮している伊川は、そのことに気づく様子もなく、主張を続けようとする。

「さっきだってあいつのせいで泣いてたじゃないですか!?───うぐっ」

「誰だれがオヤジだって？」

　怒いかりのオーラをまとった不破さんが、そう云って伊川の襟えりの後ろを摑み上げる。

「不破さん……っ」

「嫌いやな予感がしたから急いで来てみれば、油断も隙すきもない。お前はここにアシスタントをしにきたんであって、こいつを襲おそいにきたわけじゃないだろう」

　不破さんは伊川の頭をペシンと叩たたいた。

「てっ！　そんなこと云って、俺知ってるんですよ！　不破さんが都筑さんに手ぇ出してるって！　いいんですか？　未成年の担当作家に手なんか出して！」

　伊川は完全に逆ギレモードだった。

　いつもの大人しさはどこへやら、不破さんを脅おどすような言葉まで口にしている。

　けど、そんな脅しに不破さんが黙だまっているハズもなく……。

「バーカ。俺は担当である前に、こいつの恋こい人びとなんだよ。ぐだぐだ云ってないでさっさといなくなれ。自分から出て行かないんなら、摘つまみ出すぞ」

「なっ……そんな！　横暴ですよ！　第一、原げん稿こうはまだ終わってないじゃないですか!!」

「そんなの、俺が手伝えばいいことだ。おら、子供はさっさと帰って宿題してろ」

　本当に不破さんは伊川の首根っこを摑つかみ、伊川の荷物とともに玄げん関かんに引き摺ずっていく。

　そして、外へ放ほうり出す気配のあと、玄関からは鍵かぎが閉まる音が聞こえてきた。

「えーと……。これ、夢じゃない、よね…？」

　オレは怒ど濤とうのような展開に思考回路がフリーズし、身動き一つ取れなくなっていた。

　部屋に戻もどってきた不破さんは、オレを見下ろして一言。

「───智久。ちょっとそこへ座れ」

「は、はいっ」

　オレは不破さんの威い圧あつのオーラにおののき、即そく座ざにその場に正座する。

　不破さんもオレの前にどっかりとあぐらをかいて座り、腕を組んだ。

「お前は何を考えてるんだ？」

「…………」

　低く地を這はうような口調に、畏い縮しゆくする。

　どんなに怒ってるときだって、こんな声を出されたことなんかなかった。

　やっぱ不破さん、オレに愛あい想そを尽つかしちゃったんだ……。

「よりにもよって、伊川なんかをアシに呼んで二人っきりになるなんて。俺が気を配ってたことくらいわかってただろう？」

「ごっ、ごめんなさい…」

　不破さんが伊川のことを気にしてたことは知ってたけど、それは伊川を大事にしてるからだと思ってた。

　だから、まさか不破さんがオレのほうの心配をしてくれていたなんて思わなかったし、あんなふうにオレが伊川に襲われるハメになるとは考えてもみなかったのだ。

「あいつはお前狙ねらいだから、あんまり近づけたくなかったんだよ」

「不破さん、知ってたんですか!?」

　オレが驚おどろきの声を上げると、不破さんは大おお袈げ裟さなため息をついて肩かたを落とす。

「わかりやすくお前に秋波送ってただろうが」

　どうしてわからないんだ、と呆れたように云われ、オレはますます小さくなる。

「……気づかなかった」

　本当に全く……。

　情けないことに、猫ねこを被かぶられていたことすら、オレは全く気がつかなかったのだ。

「この間の修しゆ羅ら場ばは緊きん急きゆうで他ほかに役に立つのがいなかったし、俺も一いつ緒しよにいるから問題は起こらないだろうと判断して連れてきたんだ。今日だって嫌な予感がして来てみたからいいものの、俺が来なかったらどうするつもりだったんだ？」

「一応、反はん撃げき態勢は取ってたんですけど……」

　再び追いつめられたところを不破さんに助けられたけれど、オレだって一応攻こう撃げきしたし、あのままみすみす好きにさせるつもりもなかったんだ。

　間ま抜ぬけなのは自分でも認めるけど、オレだって男なんだから！

「本当か？　同情で流されたりしそうだからな、お前は」

「なっ…！　そんなことしません！　オレが好きなのは、不破さんだけです!!」

　何で今日の不破さんは疑うたぐり深いんだろう……と思いかけたオレは、次の言葉でその理由に気がついた。

「だったら、最近のお前は何なんだ？　俺と会わないようにしてただろ？」

「それは…っ、その、深い事情があって……」

　やっぱり、そのことを気にしてるんだ……。

　不破さんは、オレが不破さん自身を避さけてると思ってる。けど、オレがしたかったのはそうじゃなくて───。

「その深い事情とやらを話してみろ」

「……だから、ええと、いまから慣れておかないとイケナイかなって思って……」

「はあ？」

「でも、間に合わなかったみたいですけど……」

　伊川の連れん載さいに合わせて担当を変へん更こうするなら、そんなに遠い未来のことじゃないと思う。

　だけどこのままじゃ、それまでにオレが不破さんのいない状じよう況きように慣れることができるかどうかわからない。

「ちょっと待て。いったい、何の話をしてるんだ？」

「───さっき、聞いたんです。伊川の連載に合わせて、担当変更があるって。だから……」

「おい、俺がお前の担当を降りるって、あいつがそう云ってたのか？」

「……はい」

　不破さんは眉み間けんに深い皺しわを刻み、オレを問い詰つめてくる。

　もしかして、まだ機密事じ項こうだったのかな？

　そう思い、おろおろとしていると、不破さんは頭痛を堪こらえるように眉間を指で押さえた。

「本当にバカだな、お前は……。そりゃ、伊川に騙だまされたんだ。智久を動どう揺ようさせて、つけ込もうとしたんだろ」

「えっ!?　じゃあ、担当はそのままなんですか!?」

「んな話があったら、誰より先に俺がお前に伝えてるよ。俺が降りるのは、あいつの担当だ。人事異動で人が増えるから、秋から担当の割り振ふりが変わるんだよ」

「は……」

　な……何だ………。

　オレの担当変更が決まったわけじゃなかったんだ……。

　体の中に溜まっていた悲ひ愴そう感かんがするすると抜け出ていく。

「俺が大だい丈じよう夫ぶだって云ってるんだから、他のやつの言葉に惑まどわされるな。だいたい、他のやつにお前を任せたりなんかしたら、俺のほうが気になって仕事が手につかない」

「そ、そうなんですか？」

「で？　担当が変わるかもしれないから、いまから会わなくても大丈夫なように慣れておこうって腹だったのか？」

「……はい」

　いくつかの言葉から、オレの考えていたことを当てられてしまった。

　そんなにオレの思考回路って読みやすいだろうか……。

「大丈夫だっつってんのに、どうして信じないかな。俺はそんなに信用ならないか？」

　悲しげに告げられ、オレは膝ひざの上で拳こぶしを握にぎりしめる。

「───……そうじゃなくて、オレは不破さんに……総一郎さんに相応ふさわしい人間になりたかったんです」

「相応しい人間？」

「総一郎さん、オレのこと甘やかしてくれるし、オレもつい甘えちゃうし。でも、ずっとこのままだったら、オレ、いつか総一郎さんの負担になるに決まってます」

　声が震ふるえてきた。

　不破さんは、オレの気持ちをわかってくれるだろうか？

　恋人として一緒にいられるよう、庇ひ護ごされるばかりじゃなくて、自分の足で立っていられるようになりたかったってことを。

「担当だって、絶対に変わらないって決まったわけじゃないし…。だから、まずは漫まん画が家かとして、ちゃんと一人立ちできるようになりたかったんです」

「───そんなこと、考えてたのか」

「…………」

　不破さんの言葉は淡たん々たんとしているようにも、苦々しさが含ふくまれているようにも聞こえた。

「たしかに俺はお前を甘やかしてはいるが、漫画家としてはかなりしごいてきたつもりなんだがな」

「そうなんですか？」

　確かに不破さんには色んなことを教え込まれたけど、それらが厳しかったことは一つもないと思う。

　毎回、課題を与あたえられるのが楽しくて、ただひたすらにこなしていただけだ。

「そうなんだよ。それで、俺に会わないようにしてどうするつもりだったんだ？」

「えーと、仕事を早く終わらせて、オレのほうから不破さんに会いに行こうって……。いっつも、会いにきてくれるのは、不破さんのほうだから───」

　不破さんは天てん井じようを仰あおぎ見て、もう何度目かわからないため息をついた。

「心がけは立派だが、一人で全部抱かかえ込むな」

「……すいません」

「何でそう余計なことを考えるかな。まあ、仕事が忙いそがしくてナーバスになってた部分もあるんだろうが、ヘンに悩なやむ前に俺に云いえ。お前は思い込みが激しすぎる」

「……ごめんなさい」

　もう、謝りの言葉しか出てこない。

　結局、オレがしたことって不破さんに迷めい惑わくをかけただけ？

　何の役にも立たなかったってこと？

「……ったく、こんなに肝きもを冷やしたのは生まれて初めて……いや、二度目か」

「うわ…っ！　ふ、不破さん？」

　一人ごちる不破さんに腕うでを引かれ、オレは広い胸に倒たおれ込んだ。

　うわ、あ…足が……。

　正座で足が痺しびれてるのと腕は手て錠じようで縛いましめられているので、身じろぎすることもできず、されるがままに抱だきしめられる。

　力強く体に巻きつけられた腕はちょっと苦しかったけど、これが不破さんの想おもいの強さなんだって思ったら平気だった。

「さっきの電話で、来るなって云われたときはさすがに血の気が引いていった。もしかしたら、俺よりも歳としの近い伊川のほうがいいんじゃないのかって思ってな」

「そんなこと絶対ないです！」

　苦い口調に、オレは不破さんの腕の中で必死にかぶりを振った。

「一回り近くも歳が離はなれてるからな。不安にもなるさ。相談事はいつも俊也くん相手だし、そんなに俺は頼たよりにならないか？」

　不破さんも不安に思うことがあるんだ……。

　耳元で告げられる言葉は、いつになく気弱でオレを驚おどろかせた。

「……違ちがうんです。頼りにしてないんじゃなくて、オレがカッコ悪いとこを総一郎さんに見せたくないだけで」

　指で不破さんの服を手た繰ぐって握りしめ、必死に体を擦すりよせる。

　これで、オレの中にある、ありったけの想いが伝わるだろうか…？

「そんなこと云ったら、俺のほうがよっぽどカッコ悪いだろ？　十も年下の相手にこんなに取り乱してるんだからな」

　自じ嘲ちよう気味に告げられ、オレはガバッと顔を上げて云い放つ。

「総一郎さんはカッコ悪くないです！　世界一カッコいいです!!　オレは総一郎さん以外、好きになんかならない…っ」

「……っ！」

「わわわっ」

　動作の勢いをつけすぎたせいで体の重心をおかしくしてしまった。

　足の痺れも取れてなかったせいで、オレは不破さんを押し倒す格好になってしまう。

　しばらく二人して固まってたけど、不破さんはオレが立ち直るより先に、ぷっと噴ふき出した。

「……カッコ悪いだろ。お前の言葉一つで一喜一いち憂ゆうしてるんだからな」

「そんなの、オレだってそうです…っ」

　オレの世界の中心には不破さんがいて、そこを中心に全すべてが回っている。でもそれは、きっと不破さんにとってのオレもそうなのだろう。

　自分ばかり振り回されてる気がして、子供な自分をもどかしく思うこともあったけど、不破さんも同じように感じていたことは、胸が震えるほど嬉うれしい。

「なら、カッコ悪い同士で問題ないか」

　不破さんはそう云って、くしゃりと相好を崩くずした。

　いつにないほどの甘い笑え顔がおにドギマギしてしまい、オレは話を逸そらすようなことを云ってしまう。

「あの…ところで、これどうしたらいいんでしょう…」

　きっと、手錠の鍵かぎは追い出された伊川が持ってるんだろうし、どんなにがんばっても手を抜ぬくことはできなかったから、何かで切ってもらうしかないのかな？

「ああ、これか。おもちゃだろうから、すぐ外れるだろ」

「えっ、そうなんですか!?」

　けっこう重くて、頑がん丈じようだから本物かと思ってた。

「つけたままってのもいいかもな」

「不破さん!?」

「冗じよう談だんだよ。ちょっと貸してみろ」

　不破さんがわっかが嚙かみ合ったところをカチリと押すと、手錠は簡単に外れた。

「ありがとうございます。……でも、伊川はどこでこんなもの手に入れたんだろ」

「ネットとかで買ったんじゃないか？　パソコン関係にかなり詳くわしいみたいだからな。ああ、赤くなってる。痛くないか？」

「あ、はい───わっ」

　金属に擦れて赤くなった部分に、不破さんは唇くちびるをよせる。

「あ、あの、平気ですからっ」

　そんなことされたら、ヘンな気分になっちゃうよ。原げん稿こうだってまだ完成してないっていうのに、気を抜いてる場合じゃない！

　オレは手を引っ込めようとしたけど、不破さんにしっかりと握られていてかなわなかった。

「何で離れようとするんだ？」

「だ、だって、原稿が……」

「だから、お前は色気が足りないって云うんだ。少女漫まん画がで何を学んだんだ？　クライマックスで盛り上がるのはお約束だろ？」

「でも…っ」

「そんなに心配なら、俺がアシスタントを追い返した責任を取ってやる。それに、締しめ切りにはまだあと二日あるしな」

「……っ」

　そんな事務的な言葉の裏で、熱っぽい目線を送られればひとたまりもない。

　人が必死に理性を発動させようとしてるのに、どうしてこの人はこうなんだろう！

「お前だって、その気になってるくせに」

「……意地悪」

　思わせぶりな笑顔を向けられたオレは、恨うらみがましい目で睨にらみ返す。

　これだから大人は嫌いやだ。

　人がせっかく真ま面じ目めになろうとしてるのに、そうやってすぐに甘い言葉で唆そそのかしてくるんだから。

「素す直なおになれよ。好きなようにしていいから」

「もう……っ！」

　囁ささやきを吹ふき込まれるように云われ、自棄やけになったオレは衝しよう動どうのままに口づけた。

　戸と惑まどいつつも頭より体の欲求に従い、オレは不破さんの体に乗り上げるようにして無心にキスを繰くり返す。

「ん……ふ……っ…」

　背中や脇わき腹ばらを撫なでる手に官能を引き摺ずり出されながら、息いき継つぎもそこそこに貪むさぼるように口づける。不破さんがオレのジーンズを脱ぬがそうとしてくるから、仕返しにシャツのボタンを引っ張るようにして外してやった。

「やっ……んん、ん…っ」

　剝はぎ取ってしまおうと思ってるのに、不破さんの腕がオレの腰こしに回っているせいで、シャツを取り去ることはできなくて。

　一方、オレのジーンズも下着ごと引き下ろされたけれど、不破さんの腰を跨またいで膝ひざ立だちになってるせいで足の途と中ちゆうで引っかかってしまった。

「はぁ…っ、ん、んー…っ」

　不破さんの頭をかき抱いだくようにしながら、何度も角度を変え、唇に吸いつく。

　たどたどしく挿さし込もうとした舌は一いつ瞬しゆん先に搦からめ捕とられてしまったけれど、されるがままになってるよりはと思いオレは必死にそれに応こたえた。

「んっ……んぅ、ふ……っ」

　時折甘嚙みされる舌先はぴりぴりと痺れ、その痺れは頭の中をぼやけさせていく。

　どうして、不破さんのキスはこんなに気持ちいいんだろう？

　キスをされるだけで体だけじゃなく、胸の中も、じんわりとあったかくなっていく。

「あ……そ、いちろ、さん……」

　キスの合間に名前を呼ぶと、首の後ろを押さえていた手が柔やわらかくオレの頭を撫でた。

　髪かみを指に絡からめながらうなじに下りていく手の感かん触しよくは、どこまでもオレを甘い気分にさせる。

「ん、んん……ふはっ……」

　いい加減息が苦しくなって、唇を離はなし、不破さんの首筋に顔を埋うずめるようにしてくったりと力を抜くと、くす、と襟えり足あしに笑う気配が触ふれた。

「もうギブアップか？」

　不破さんは、そう云いいながらオレの着ている服を捲まくり上げてくる。

　素す肌はだに触れられ、びくっと体が跳はねた。不破さんの手は腰を擦さすり、背骨を辿たどり、知り尽つくした体を煽あおっていく。

「…っん、違ちがい…ます…っ」

　キスだけでくたくたになってる自分と、未いまだに余よ裕ゆうが見える不破さんの態度に、やっぱり経験の差が見え隠かくれする。

　悔くやしくなったオレは力の入りきらない体を起こし、不破さんの服に手をかけた。

　どうしたら、不破さんを感じさせることができるんだろうか？

　オレだって、少しくらいは翻ほん弄ろうしてやりたいのに───そう思いかけて、この間云っていた言葉を思い出した。

『まあ、奉ほう仕ししてもらいたいってのも男心だからな』

　オレから不破さんに何かしたことは、過去一回しかない。

　あれから機会があんまりなかったってこともあるけど、やっぱりオレは流されることのほうが多かったんだと思う。

「…………」

　オレはこくりと喉のどを鳴らして覚かく悟ごを決めると、体をずらして緊きん張ちように震ふるえる手で不破さんのズボンに手をかけた。

「智久？」

　不破さんはオレの行動を不思議に思ったのか、半分体を起こして呼びかけてくる。けどオレは視線を合わそうともせず、一いつ喝かつした。

「だ、黙だまってて下さい…っ」

　いま話しかけられると、恥はずかしさが増して度胸がなくなってしまいそうだ。

　どくん、どくん、と脈打つ鼓こ動どうをわずらわしく思いながらも、オレは不破さんのズボンのフロント部分をくつろげた。そして、まだ芯しんを持たない不破さんの欲望を取り出し、そろそろと顔を近づける。

「ん……」

　不破さんがこの間オレにしてきたことを思い出しながら、伸のばした舌先で触れてみると、戸惑いはあったけれど、嫌けん悪お感かんは少しもなくて安心した。

「は……、んん……」

　先せん端たんを濡ぬらしてから、手にしたものをゆっくりと舐なめ下ろしていく。柔らかかったそれは、少しずつだけど硬こう度どを持ち始めてきた。

　滲にじみ出したものを舌先で掬すくうと、苦みが口の中に広がる。

　オレはいったん顔を上げ、口の中に溜たまった唾だ液えきを飲み込んだあと、不破さんに訊たずねてみた。

「気持ちいい、ですか？」

「ああ」

　何か返事に余裕が見える気がする……。

　オレなんかすぐにぐずぐずになっちゃうのに、不破さんは何でそんな平気そうな顔してるんだよ。

　また顔を埋めたオレの髪に指を差し込み、さらりと流す。そんな仕草一つ取っても、経験の差を見せつけられてるようで悔しくて、オレは行こう為いに熱を込こめた。

「ふ…っ、んぅ……」

　舐めるばかりだったその昂たかぶりを、先端から口に含ふくむ。

　唾液を絡め、吸い上げ、思い出せる限りの技ぎ巧こうを尽くす。必死に舌を動かしていると、顎あごがだるくなっていった。

　けど、口に含んだ不破さんのものがますます張り詰つめれば、それだけで嬉うれしくなってくるのだ。

「……っ…」

　そうやって行為に没ぼつ頭とうしていると、不破さんが少しだけ息を詰める気配がする。

　少しは気持ちいいのかな…？

　上うわ目め遣づかいに不破さんの表情を覗のぞき見たら、微かすかに眉まゆを寄せて、唇くちびるを引き結んでいた。

　そんな不破さんに気をよくしたオレは、苦しさを堪こらえて、もっと喉の奥までそれを飲み込んでいく。

「んく…っ」

　硬かたくなった先端が上うわ顎あごを擦こすり、ちょっとだけえずきかけたけど、それでもオレは不破さんの昂りを離さなかった。

「……おい。いい加減、ヤバイ」

　くんっと髪を引かれた理由はわかっていたけど、オレはそれを無視する。

　不破さんだって離してって云ったのに離してくれなかったんだから、このくらいの意い趣しゆ返がえしはしてやらないと。

　溢あふれてくる唾液を塗ぬりつけるようにして舐めしゃぶり、唇の裏側で刺し激げきすると、髪に差し込まれた指に力が込められる。

　オレは一層愛あい撫ぶに力を入れ、潤うるむ先端を舌先で抉えぐる。括くびれた部分を舌で撫で、届かない根元のほうは指で擦ってみた。

「……く」

　不破さんが低く呻うめくのを聞いたオレは、張り詰めたそれをキツく吸い上げる。

　その瞬しゆん間かん、喉の奥でドクンッと欲望が爆はぜた。

「……っ!?」

　自ら促うながした結果だというのに、喉の奥に注ぎ込まれた生温かい体液に、オレは思わず噎むせ込んでしまう。

　だけど、絶対に吐はき出すなんて真似まねはしたくなかったから、涙なみだ目めになりながらケホケホとやってると、不破さんは背中を擦ってくれた。

「大だい丈じよう夫ぶか、智久？」

「平気、です」

「バカだな。ヤバイっつってんだから、離しておけばよかったんだよ」

　不破さんは、そう云って苦く笑しようしながら目め尻じりの涙を指先で拭ぬぐってくれる。

　たしかに、不破さんの云うようにしてたら、苦しい思いはしなかったと思う。

　けど、不破さんが平気でしてることをオレができないのって、何かムカつくっていうか悔しいっていうか。

「いいんです…！　オレがしたかったんだから」

「何、ムキになってるんだ」

「ムキになってるわけじゃありません」

　ただ、意地になってはいるけれど。

　そして、それ以上に不破さんを欲ほつしているだけで。

　オレはこれだけで終わらせるつもりはまったくなくて、蹴けるようにしてジーンズを脱ぬぎ去ったあと、不破さんの腰こしを跨またぎ直した。

「───……智久？」

「……ごめんなさい。今日は、なんか」

　ガマン、できなくて。

　そう告げると、不破さんは軽く目を見張った。

　まだ硬度を保ったままの不破さんの欲望を後ろ手に摑つかんで自分の足の間にあてがい、そのまま腰を落とそうとするけれど、思ったようには上手うまくいかずにオレは一人で苛いら立だってしまう。

「ん……っ、入らな……」

「まだキツいだろ。慣らしたほうがいい」

「でも……っ」

　いつものように気の遠くなるような時間をかけて、指で後ろを慣らされるのには今日はとてもじゃないけど耐たえられそうにない。

　苛立ちながら訴うつたえると、わかったよ、と困り顔で承しよう諾だくしてくれた。

「少しだけガマンしてろ」

「あ…っ」

　不破さんは自分の指を舐め濡らし、オレの足の間に触ふれてくる。その瞬間、ゾクゾクとしたものが背筋を走り抜ぬけ、びくんっと背中が撓しなった。

　渇かわいたそこへ、濡れた指が入り込む。入り口を揉もみ解ほぐされ、両手で左右に押し開かれてから、改めて熱い昂りが押し当てられた。

「摑まって、力抜ぬいてろよ」

「……っ、あ！」

　ぐっと腰を引き落とされ、先端の硬さがめり込んでくる。

　反射的に強こわ張ばった体を啄ついばむようなキスであやしながら、圧あつ倒とう的な熱量が少しずつ深くへと進んでいく。

　オレは不破さんの首にしがみつき、せり上がってくるような圧あつ迫ぱく感かんに耐えた。

「い…ぁ、あ、く………っ」

　全部入りきった途と端たん、引き攣つるような痛みはあったけれど、心はそれ以上の充じゆう足そく感かんで満ちている。

　体で好きなひとの存在を確かめてると思うと、不思議と胸がいっぱいになってくるのだ。

「智久、辛くないか？」

「……はい。平気、です」

　問われたオレは、心配そうな顔をしてる不破さんに微笑ほほえみを浮うかべて返す。

　そしたら、不破さんはいつになく苦い表情を浮かべて舌打ちした。

「…んな顔すんなって。余よ裕ゆうなくなるだろうが」

「え…？　ひぁ…っ、あ…！」

　摑まれた腰をガクン、と揺ゆさぶられ、その振しん動どうに思わず悲鳴が上がった。　>>>♥

「煽あおったのはお前だからな」

「や、ぁあ…っ、あっ、あ…っ」

　甘く詰なじられ、突つき上げられる、

　入り込んだ硬いものが中の粘ねん膜まくに擦れ、体の奥からぞくぞくとした震ふるえが湧わき上がった。

　不破さんは、欲望を叩たたきつけるようにしてオレの体を乱暴に上下に揺する。

「ぅん…っ、ああ、あ……っ」

　その度たびに自分の昂りが、引きしまった腹に当たって擦れる感覚がもどかしくて、オレは自ら腰を擦りつけた。

「ふぁ…、あ……総一郎さん……んんっ」

　そうやって、腰を擦りつけ合う間も口づけを交かわし、自分を苛さいなむ相手の頭をかき抱いだくと、腰を摑んでいた不破さんの手がＴシャツを捲まくり上げ、硬く尖とがった胸の先に触れた。

「んっ、あぁ、あ……そこ…っ」

　敏びん感かんになったそこは微かすかな接せつ触しよくにも感じてしまう。

　指先で摘つままれ、捏こねられれば、痛いた痒がゆさにオレの体は身み悶もだえする。

「ここ、好きだな」

「そ…いちろ、さ…っ、もっと……んぅ…っ」

　持て余すほどの快感をどうにかしたくて、腰をうねらせキスをねだる。

　繫つながり合った体は、どこまでが自分のものなのか、もうわからない。どろどろに溶とけた細さい胞ぼうが混じり、まるで一つの塊かたまりになってしまったようにさえ思えてくるのだ。

「───智久」

　低く掠かすれた声が鼓こ膜まくに響ひびき、その声の響きに震えた細胞が、快感をさざ波のように全身に伝えていく。

　そして、体を揺さぶるリズムが速くなり、首筋に嚙かみつかれたことが引き金になった。

「っあぁああ……！」

　ドクンッと欲望が爆ぜ、生暖かい白はく濁だくが散り、ひくひくと痙けい攣れんする粘膜で体の奥を穿うがつ楔くさびを締しめつける。

　途端、不破さんの呻くような声が聞こえたかと思うと、体の中に入り込んでいたものがビクビクと震えたのがわかった。

　絶頂を迎むかえたあと、脱だつ力りよくした体を投げ出すように任せると、不破さんはキツくオレを抱だきしめてくれる。

　どんな言葉よりもその腕うでの強さが、オレの胸に響いてきた。
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　今回の原げん稿こうは、無事に入稿を果たすことができた。

　また不破さんに手伝ってもらっちゃったけど、そうなった責任の一いつ端たんは不破さんにあるんだから仕方ない。

　そして、不破さんの仕事も一段落して、今日は約束してた泊とまりの日。

　玄げん関かん前で待っていると、見慣れた車が門の前に停とまった。

「不破さんっ」

「待たせたか？」

「大だい丈じよう夫ぶです。時間より早いですよ？」

　オレは着き替がえの入ったバックを抱かかえ、迎えに来てくれた不破さんの車に乗り込んだ。

　打ち合わせして、ご飯食べさせてもらって、遅おそくなるだろうから不破さん家ちに泊まってくるって母さんには昨日のうちに云いってある。

　性しよう懲こりもなく伯母おばさんに料理を習ってきたりしてみたんだけど、役に立つだろうか。

　この間みたいな失態を犯おかさないよう、がんばらなくちゃ。

「今回もお疲つかれ」

「不破さんもお疲れ様でした」

　いつもの言葉を交わしながら、オレは心配に思っていたことを思い出した。

　ずっと気になってたんだけど、入稿のバタバタですっかり訊きくタイミングを逃のがしてたのだ。

「あっ！　あの、不破さん…っ、訊きたいことがあったんですけど……」

「何だ？」

「伊川くんに、オレたちのことがバレちゃったけど、大丈夫でしょうか…？」

　オレたちの関係は、会社にバレるとまずいはずだ。

　伊川は噂うわさ好きみたいだったし、もしも誰だれかに話されたりしたらヤバい気がするんだけど…？

「大丈夫だろ。あいつはプライド高いから、自分の失態が絡からんでることを他言しないはずだ。それに、基本的にお前のファンだからお前を困らせることはあっても、お前の不利になるようなことはしないだろう」

「そういうものなんですか…？」

　よくわからないけど、不破さんが大丈夫だって云ってるんだから、きっと大丈夫なんだろう。

「ただ、まだお前のことを諦あきらめたわけじゃなさそうだから、そっちの心配はしないといけないだろうがな」

「はあ……」

　初めに抱いていた印象を先日の一件で覆くつがえされたせいで、いまいち伊川のひととなりがわからないというか…。

　二人きりになる気は更さら々さらないけど、機会があったらまた話してみたい気はするんだよね。

　けっこう面おも白しろい性格してると思うんだけど……。でもまぁ、しばらくは自分の身が危なそうだから近づくのはやめておこう。

「それで、伊川の担当は変わったんですか？」

「ああ。他ほかのやつに引き継ついだよ。しばらくは大人しくしてるとは思うが、あいつのことでまた何かあったら俺に云うんだぞ」

「わかってますってば」

　やっぱり、不破さんはちょっと過保護な気もする。でも、前回、前々回と手を煩わずらわせてしまった身としては「一人で大丈夫」と云っても、さすがに信用してもらえない自覚はあるんだけどさ。

「注意するのは伊川だけじゃないからな？　また他にああいう輩やからが出てこないとは限らないんだから、本当に気をつけろよ」

「……そんなにたくさんはいないんじゃ……」

「またお前はそういうことを云って…。いいか？　もしまたこういうことがあったらお仕置きだからな」

「へ？　お仕置き!?」

　って、いったい何!?

　真顔でそんなことを云ってるところが、また怖こわい。

　不破さんとの会話に気を取られていたオレは、ふいに外を流れる風景が記き憶おくと違ちがうことに気がついた。

「あれ？　方向違いませんか？」

　国道を走っていた不破さんの車は、何故なぜか高速道路へと進んでいく。

「あってるよ」

「でも、不破さん家って高速なんか乗りませんでしたよね？」

「行き先を変えたからな」

「は？」

　行き先を変えた？

　そう首をひねるオレに告げられた行き先は、有名な避ひ暑しよ地ちだった。

「有給を三日もぎ取ってきた。二泊はく三日、知り合いのペンションを予約してある」

「ふ、不破さん……」

　それって、もしかして二人で旅行ってこと!?

「デートらしいデートもしてなくて不安だったんだろう？　普ふ段だんは忙いそがしくてなかなか時間を取ってやれないから、その代わりにな。まとめてで悪いとは思うけど、妥だ協きようしてくれ」

「い…いいんですか…？……でも、お仕事は？」

　不破さんは、ものすごく忙しい人のはずだ。担当してる漫まん画が家かもたくさんいるのに、三日もお休み取っちゃって大丈夫なわけ!?

　そりゃ、心臓止まりそうなくらい嬉うれしいけど、本当に大丈夫なんだろうか？

「いいんだよ。俺は他のやつらより働いてるんだから」

「そうですけど、本当に大丈夫なんですか？」

　あまりにも夢みたいな出来事で信じられず、オレはしつこいくらいに確かめてしまう。

　不破さんは、戸と惑まどうオレにニヤリと微笑ほほえみかけて云った。

「心配するな。物事ってものはなるようになるんだ。それに取材も兼かねてるって云ってきてあるから、大して問題にならない」

「取材？」

「少女漫画じゃダメだったみたいだからな。読者の求めてる『恋れん愛あい』がどういうものなのか、実地で教えてやる」

「はあ!?」

「今回の件でも、だいぶやきもきさせられたからな。やっぱり、お仕置きしておく必要もあるよな？」

「ええっ！　な、何するんですか……？」

　そんな嬉しそうに『お仕置き』って云わないで欲しい。

　どんなことをされるか、オレには皆かい目もく見当もつかないけど、何となく身の危険を感じてしまうのは気のせいじゃないだろう。

　不破さん、完全に何か企たくらんでますって顔してるし。

「さあ、何だろうな？　智久は、何をされるんだと思う？」

　ダメだ。きっと、ここで予測をつけて云うと、絶対に不破さんはそれをしてくる。

　誘ゆう導どう尋じん問もんには引っかからないぞ、という気持ちでオレは質問で切り返した。

「あの……じゃあ、次のプロットの打ち合わせとかはどうすんですか……？」

「打ち合わせはそのあとだ」

　高々と宣言され、オレたちの乗った車は高速の流れに滑すべり込んだのだった。







　あとがき







　はじめましてこんにちは、藤ふじ崎さき都みやこです。

　何なんでしょうね、今年のこの暑さ！　吹ふいてくる風も熱風で、庭に水をまいてもものの数分で乾かわいてしまいます。この本が出る頃ころには涼すずしくなってますように、と祈いのるばかりです。




　さてさて『打ち合わせのその前に!?』はいかがでしたでしょうか？

　今回の話は、仕事の相手、とくに担当編集者という立場の人が恋こい人びとだと、仕事とプライベートの境界線が曖あい昧まいになるんじゃないかな？って疑問から生まれました。きっと売れっ子の漫まん画が家かさんだと、仕事が忙いそがしすぎて連れん載さい中はプライベートなんかほとんどないだろうし、そんな漫画家さんの担当になったら、目まぐるしくって編集さんも大変だろうなぁと思って。

　だから、この関係が智久にとっての試練（？）になればいいと考えたわけですが……なんだかやっぱり不破は智久に甘かったです……（苦笑）。

　なので、「だったら仕事で智久に試練を与あたえよう」と思って、プロットを考え直したんですが、そのせいで、今度は突とつ然ぜんギリギリの締しめ切りに追われているシーンが冒ぼう頭とうに来てしまいました……。これじゃ読者様的には「いきなり何の小説が始まったんだ？」って感じですよね。

　担当様からも、極きよく端たんすぎるというツッコミをいただきましたが、前作の『締め切りのその前に!?』では漫画家らしいシーンがあまりなかったので丁度いいかな、と。臨場感が出ればと思って、担当様に色々と現場の実情を教えていただきながら書いたのですが、個人的にこのシーンは書いていて楽しかったです（実際の漫画家さんたちからは、もっと大変なんだぞとかお叱しかりがきそうですが……）。




　とにかく、そんな試練を乗り越こえて、果たして智久はレベルアップを図はかれたのでしょうか？

　不破にしてみたら、智久の成長は喜ばしさとともに自分の手を離はなれていくような淋さびしさもあったりもするのかなーと思ったりもしましたが。でも、やっぱり男の子ですから、私的には智久には男前に育ってもらいたいものです（笑）。




　そして、イラストのこうじま奈な月づき先生には、前作に引き続き、可愛かわいくて元気いっぱいの智久と大人な魅み力りよくでカッコいい不破を描かいていただきました！　表紙のシャツをひっぱられてチラリと覗のぞいている智久の背中に、思わずドキドキしてしまいました。

　お忙しい中、挿さし絵えを引き受けて下さって本当にありがとうございました!!

　お仕事について色々と教えて下さった担当様も、ありがとうございました。ご迷めい惑わくかけどおしですが、これからもよろしくお願いします（ペコペコ）。




　ええと、話は変わりまして。ちょっとお知らせをさせて下さいませ。

　前作のあとがきでもお知らせしたのですが、『締め切りのその前に!?』をドラマＣＤにしていただけることになりました。

（株）ムービックさんから、二〇〇四年十一月二十七日頃発売になるようです。

　キャストの皆みな様さまは、




　　都筑智久　　下野紘さん

　　不破総一郎　置鮎龍太郎さん

　　押領司俊也　檜山修之さん

　　伊川愁　　　水島大宙さん




　という、豪ごう華かな方々になっております！　どんなふうな仕上がりになるのか、今から緊きん張ちようしながらも、とてもとても楽しみです。もし興味が向くようでしたら、こちらもお手に取っていただければと思います。




　それから、もう一つお知らせが。

　二〇〇四年十一月一日に、中なか村むら春しゆん菊ぎく先生とのコラボレーション企き画かく小説『純愛ロマンチカ』が、ルビー文庫にて発売されることになりました。

　決まった時は「本当ですか…？」と、思わず呟つぶやいてしまいましたが、担当様が中村先生と同じというだけでうっかり始まったこの企画を、文庫にしていただけるなんて噓うそみたいです…。

　これもすべてリクエストして下さった読者様のお陰かげです。私もいっぱい書き下ろしを書きましたし、中村先生の描き下ろし漫画も入る予定ですので、ぜひぜひよろしくお願いします。

　あ、もちろんコミックス『純情ロマンチカ④』との同時発売です！




　───最後に私事になってしまいますが。

　ええと、この本が出していただいた著作の十冊目になります。そして、二〇〇四年九月でデビューして丸三年になります。三年、というと長いなぁと思うのですが、いつもいっぱいいっぱいでやってきたので、何だかあっという間でした。……少しは成長できてるでしょうか？

　これまで、たくさんの方々にお世話になってきました。出版にあたって関かかわって下さった全すべての皆様に、心よりお礼申し上げたいと思います。

　そして何より、拙せつ作さくを読んで下さっている読者の皆様、本当にありがとうございます。

　感想のお手紙を下さった皆様にもとても感謝しております。落ち込みやすい私（苦笑）の元気の素もとになってます。よろしければ、貴方あなたのご感想もお聞かせ下さると嬉うれしいです。

　少しでも楽しんでいただけるよう精しよう進じんしていきますので、これからもどうぞよろしくお願いいたします！




　それでは。

　またいつか、貴方にお会いすることができますように♥




　　二〇〇四年八月


藤　崎　　都　　
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